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　　　プロローグ







　オオオオオオオオオオォォォォォォォォ──……！

　真夜中。神かみ代しろ市。郊こう外がい。

　街の北側を走っている幹かん線せん道どう路ろに、天使の慟どう哭こくが響ひびき渡わたった。

　タイヤをパンクさせられて立ち往おう生じようしてしまったタンクローリー。そのフロントガラスが、天使の咆ほう吼こうにビリビリと揺ゆれる。

　大たい剣けんを構かまえたサクヤが運転席を庇かばうように、タンクローリーの前に立ちはだかった。白大理石の像みたいな姿の天使を睨にらみ付ける。

　白はく亜あの怪かい物ぶつが、両方の手のひらを翳かざした。

　空間がぐにゃりと歪ゆがみ──錆さび付いた釘くぎが撃うち出される。

　数百本という釘が、荒あれ狂くるう暴ぼう風ふうみたいにガソリンを満まん載さいしたタンクローリーに迫せまった。

「ハァァァァ──ッ!!」

　サクヤは裂れつ帛ぱくの気合いを発し、大剣を振ふり回した。

　吹ふき荒れる五ご寸すん釘を全すべて空くう中ちゆうで叩たたき落とす。

　迫り来る釘は、一本たりとも車両に届くことはなかった。

「オメガ！　急いで！」

「わかってる！」

　タンクローリーの運転席に飛びついて、僕ぼくはドアを開いた。

　タオルでハチマキをした若い運転手が錆び付いた釘を喰くらって血ち塗まみれになっていた。シートにぐったりと倒たおれ込み目を閉じている。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか！」

　首くび筋すじに手を当ててみた。

　心しん臓ぞうは……まだ動いてる。呼吸もしてる。

「今、助ける。もうちょっと頑がん張ばってよ」

　無む闇やみに釘を引き抜けば、出血がひどくなるだろう。脱出を優先すべきだ。瞬しゆん時じにそう判断し、運転手の腰こしに手を回した。身体からだを支ささえてやる。

　フロントガラスの向こう側で、機き銃じゆう掃そう射しやのような音が轟とどろいた。

　サクヤが大剣を振り回し、天使の攻こう撃げきを完かん璧ぺきに防ふせぎきってくれている。

　小さく笑って、僕はドライバーのお兄さんを運転席から引っ張り出した。半ば引きずるようにして、天使から三〇メートルほど離はなれた路ろ肩かたへと横たえる。ここなら安全だろう。

　お兄さんが巻いていたタオルを外はずし、出血のひどい太ももに巻いてやりながら、

「サクヤ！　待たせた！」

「……遅おそい。おまえはノロマだ」

　悪あく態たいを吐ついたサクヤは、バネが力を矯ためるように腰を落とした。

「参る──！」

　対天使兵器ルシフエリオンは矢のように駆かけ出した。一直線に天使に迫る。

　天使は手を翳し、錆びた釘を発はつ射しやした。

「────フッ！」

　上じよう空くう高たかくジャンプし、サクヤは攻撃をかわす。

　ギギギギギギン！

　耳みみ障ざわりな金きん属ぞく音おんと共に、タンクローリーに釘が突つき刺さる。火花を散らして、あっけなくタンクが裂さけた。ガソリンが噴ふき出す。

「ハ────ッ！」

　オオオオオオオオオオォォォォォォォォ──……[image: !!!]

　サクヤが空中で天使を両りよう断だんする！

　その刹せつ那な──

　タンクローリーに向けて、風が吸い込まれるように吹き抜けて、

　カッと、目も眩くらむような閃せん光こうが弾はじけた。

　爆ばく音おんと爆ばく風ふう、そして猛もう烈れつな熱ねつ波ぱが襲おそいかかってくる。

　咄とつ嗟さに運転手に覆おおい被かぶさって庇かばった。

　車の破は片へんが飛んできて、僕の腕うでを掠かすめる。傷口から血が滲にじんだけれど、すぐに金色に輝かがやく光の粒つぶが噴き出して、傷が癒いえた。

「サクヤっ！」

　立ち上る火柱に、僕は叫さけぶ。辺あたりは火の海だった。

　時間にして数秒ほどだっただろう。

　けれど、永遠にも感じられるような時が流れて、

「情けない声を出さないで」

　爆ばく炎えんと黒こく煙えんを切り裂くように、サクヤが現れた。

　彼女はキズ一つ負っていないようだ。

　業ごう火かを背せ負おうようにサクヤは歩いてくる。長い髪かみと制服のスカートが美しく風にはためくようすは、とても絵になっていた。

「あの程度でやられるほど、やわじゃない」

「……知ってたさ」

　笑いかけたけれど、対天使兵器ルシフエリオンはニコリともしなかった。つまらなそうに、ふん、と鼻を鳴らす。

　遠くから、パトカーのサイレンが聞こえてきた。

　最低限の止血はした。ケガした運転手は彼らに任まかせておけばいいだろう。

「逃にげるぞ、サクヤ」

「うん」

　夜の闇やみに紛まぎれるように、駆け出した。

　街を守っているけれど、僕たちは正義の味方なんかじゃない。

　非公式であるが故ゆえに、誰だれにも見つかるわけにはいかないんだ──
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　街中を奔ほん走そうした僕たちは、ようやく家の近所の公園へと戻もどってきた。

　スポットライトみたいな街がい灯とうの下、サクヤが僕に詰つめ寄よってくる。

　挑いどみかかるような目付きで僕を睨にらみ付けて、

「私は街を守るために、協力してあげている。そうよね？」

「ああ、助かってるよ」

「だったら、オメガ。おまえも義ぎ務むを果はたして」

「……義務？」

　重々しい調子で、ＡＲＩＣＥの対天使兵器ルシフエリオンは頷うなずいた。

「そう。世界滅めつ亡ぼうを止めるためには、オメガを殺さねばならない」

　オメガ──世界の最さい期ごを見届ける者。[image: α]アダムが人類の始し祖そであるなら、その対ついとなる存在だ。

　世界を蝕むしばんでいる天使による破は壊かいを止めるためには、僕を殺し《神の計画アポカリプス》を止めるしかないと言われている。しかし、世界の終わりを見るという使命を負わされているから、僕は死ぬことができないんだ。

　不ふ死じ身みの僕を殺す方法は、たった一つしかない。

　それは──

　サクヤは強い口く調ちようで言い放った。

「オメガを殺すために、私はおまえと恋こいをしようと思う！　相そう思し相そう愛あいとなって、オメガを殺す資し格かくを手に入れ──この世界を救う！　絶対に……！」

「……期待してるよ」

　真ま面じ目めくさった表情で頷いたサクヤは、小さく咳せき払ばらいをして、

「というわけで、おまえには世界を救うための義務を果たしてもらう」

「だから、その義務ってなんだよ？」

「私は素す晴ばらしい情報を得たの」

　言いながら、サクヤは学校指定のカバンを探さぐった。中から取りだしたのは、可愛かわいらしい猫ねこのキャラクターがプリントされたノートだった。

　ノートの表紙には極ごく太ぶとのマジックで、こんな風に書かれている。




《こうかんにっき♡》




　サクヤはギュッと拳こぶしを握にぎりしめて、

「恋をするには、交こう換かん日記というのがいいらしい。さっそく、やってみようと思う！」

「……ぷっ」

「な、何故なぜ笑うっ!?　私は真面目なんだっ！」

　怒いかりのためか、はたまた笑われたのが恥はずかしかったのか。耳の先まで真っ赤に染そめたサクヤは、スカートをたくし上げた。太もものホルスターから剣の柄つかを抜ぬき、禍まが々まがしい刃やいばを出現させる。

「って、いちいち剣を抜くな！」

「うるさいっ！」

　さくっ！

　心臓を一いち撃げきで貫つらぬかれて、僕はその場に倒たおれ伏ふした。

　サクヤは僕を見下ろして、《こうかんにっき♡》を胸むな元もとに放ほうり投げてくる。

「オメガ。おまえも、ちゃんと書いて。書かなかったら、承しよう知ちしないから」

　怒おこったような口調で吐はき捨てると、サクヤは大またでずんずん歩いていってしまう。

　公園の真ん中で大の字になったまま、月の輝かがやく夜空を見上げる。

「……やれやれだね」




　殺すために恋をして×死ぬために愛し合う

　僕たちの奇き妙みような恋物語は、こんな風にして今日も続いていた──

















４月24日（金）

　致死量の真心をこめて

　　──Lunch box paradox──















　青春とはなにかって？

　自転車で海まで爆ばく走そうするような。

　波に向かって好きなヤツの名前を叫さけぶような。

　殴なぐり合って川原で大の字になるような。

　甘あま酸ずっぱいような、汗あせくさいような、青くさいような。

　そんな──焦しよう燥そう感かん。

　それが青春の正体さ。
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「諸しよ君くん！　私は弁当が好きだ！」

　高たか天まが原はらＡはじめは、演えん説ぜつをするナチス軍人みたいな動どう作さで拳こぶしを振ふり上げた。《愛の使者》と書かれた腕わん章しようが揺ゆれる。

「街の弁当屋の作ったものではダメだ！　コンビニ弁当などもってのほかであるっ！

《恋こいする乙女おとめが気になるアイツのために作ったお弁当》──それが大だい好こう物ぶつなのだッ！

　想像してみたまえ！　恋する乙女が弁当を作るサマを！　いつもよりずっと早起きをし、眠ねむい目をこすりながら調理を始める！　少女は登校前の貴き重ちような時間を費ついやすのだ！

　おにぎりがカタチ良く握にぎれては喜び！　たまご焼きを焦こがしてしまって自分の不ふ甲が斐いなさに憤いきどおり！　ウインナーで可愛かわいいタコさんを作ることができなくて涙なみだを流すのだ！

　全すべては──そう、全ては気になる男の子に食べてもらう瞬しゆん間かんのためにッ！

　美味おいしいという言葉と、彼の幸せそうな笑え顔がおのために！　少女は闘たたかうのである！

《恋する乙女が気になるアイツのために作ったお弁当》こそが最高の料理と言えよう！」

　昼休み。桜さくらヶが丘おか高校。僕ぼくのクラス。

　クラスメイトが、高天原センパイの演説にスタンディングオベーションをした。センパイの言葉に感かん動どうしたってよりも、とりあえず盛もり上がっとけって感じで拍はく手しゆしてやがる。

《椎し堂どう密ひそか争そう奪だつ☆お弁当バトル》

　壁かべにはそんな横おう断だん幕まくが貼はられている。

　クラスの喧けん噪そうをよそに、僕の机の前では、

「私は負けるわけにはいかない。椎堂密と恋に落ちないといけないから」

「わ、私はひーちゃんのことなんか、どうも思ってないけど……。でも、負けるのは悔くやしいから！　受けて立つよ！」

　サクヤと来らい夏かが背せ伸のびをして睨にらみ合い、

『さあ、食べて！』

　声をハモらせて、お弁当を突つきだしてきた。

　はああ。僕は深いため息を吐つく。

　全てのはじまりは、ほんの一〇分前。

　たった一〇分で高天原Ａは、僕の大嫌いらぶこめちつくなシチュエーションを作り上げたんだ──
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　さかさかっ。じゃーっ。こぽこぽ。

　急きゆう須すにお茶っ葉を放ほうり込んで、《事務室》と大書されたポットからお湯ゆを流し込んだ。

「ルールを説明する。飲みながら聞いて」

　だんっ──サクヤは勢いきおいよく僕の前に湯飲みを置いた。

　昼休み。学校の屋上。給きゆう水すい塔とうの屋根の上。

　晴れ渡わたる空。穏おだやかな風が吹ふき、楽しげに鳥は唄うたう。遥はるか蒼そう穹きゆうを横切ってヘリコプターが飛んでいく。レジャーシートの上に向かい合って座すわる僕たちは、ちょっとしたピクニック気分に見えることだろう。

　けれど、二人の間に流れる空気は、そんなほのぼのとしたものじゃなかった。背せ筋すじを伸ばして正座をしてるサクヤは、果はたし合いでもするみたいな緊きん迫ぱく感かんを漂ただよわせていたんだ。

　僕は言われるままにお茶をすすった。適てき当とうに茶ちや葉ばを放り込んだからか、かなり渋しぶい。

「ルールってなんだよ？　ってか、こんな場所へ引っ張ってきてなにするつもり？」

「黙だまれっ。ルールその一。私がいいと言うまで喋しやべらないでっ！　質問もするなっ！」

　有う無むを言わさぬ調子で、サクヤは続けた。

「ルールその二。飲み物はいっぱい用意した。いくら飲んでも構かまわない！　ルールその三。文もん句くを言わずに一気に食べきって！　ルールその四。感想はいらないっ！」

　食べる？　感想？　なんの話だ？

　もう一度僕を睨み付けてから、サクヤは後ろに隠かくしていた風ふ呂ろ敷しき包づつみを取り出した。

　そして、僕の魂たましいを奪うばいに来た死神少女が、死を宣せん告こくするみたいな口調で言ったんだ。

「お弁当。食べて」

　昨日の夜も天使と戦ったってのに、朝早く起きて作ってくれたのか。なんだか申し訳ないなぁ──って、お弁当だって!?

　あの恋れん愛あい音おん痴ちで常じよう識しき知らずのサクヤが、僕ためにお弁当を？　縄じよう文もん時代の遺い跡せきから目覚まし時計を発はつ掘くつしちゃった考こう古こ学がく教きよう授じゆのような気分でサクヤを見やる。

「私は気付いたの」ＡＲＩＣＥの対天使兵器ルシフエリオンは、ふん、と鼻を鳴らした。

「オメガを好きになることばかり考えてた。でも、それじゃ恋愛は成立しないってことに。このままでは世界は滅ほろびてしまう……」

　あまりにも真しん剣けんなサクヤの口調に気け圧おされるように、僕は頷うなずいた。彼女も頷き返して、

「必要なのは、相思相愛になること。おまえにも私を好きになってもらわないといけない。だから、お弁当を作ってきた」

「ちょっと待てよ。どうして急にそんな真まっ当とうなアプローチを思いたったんだ？」

「うるさい。質問はなしと言ったでしょ!?」

　鋭するどい口調で制して、サクヤは立ち上がった。

「私は離はなれて待たい機きしているから」

　勢いきおいよく踵きびすを返す。すると、翻ひるがえったスカートのポケットから、リーフレットのような紙がヒラリと落ちてきた。

　何気なく手にとって、読んでみる。

『ゴールデンウィーク到とう来らい！　手作りのお弁当で、カレのハートをゲット！』

　彩いろどり豊ゆたかなお弁当の写真をバックに、そんなコピーが躍おどっていた。食材を売る会社の広告かと思ったけど、社名などは一いつ切さい書かれていない。代わりに《いかに手料理が恋人の心に響ひびくか》について綴つづられている。

「なんだ、この怪かい文ぶん書しよは……？」

　僕の独ひとり言に、サクヤは振り返った。

「[image: !!!]　か、返せっ！」

　もの凄すごい勢いで、サクヤは僕の手からリーフレットを奪うばい取る。

「まさか、これを読んでお弁当を作ろうなんて思ったのか……？」

　図ず星ぼしだったみたいだね。サクヤの頰ほおが、みるみる赤くなっていった。ちょっぴり悔くやしげに唇くちびるを引き結むすぶ。

「おまえは黙って食べればいいの！」

　リーフレットをポケットにしまうと、サクヤは風呂敷包みを解ほどいた。三段重ねの大きな重じゆう箱ばこは銃じゆう身しんみたいに黒光りしている。

　挑いどみかかるような調子で、僕を指さした。

「そして、私を好きになれ！」

「ちょーっと、待ったぁーっ！」

　突とつ然ぜん、下から声がかかった。

　萌ほう月づき来夏が給水塔のハシゴを昇のぼってきて、レジャーシートの上に割り込むように座る。

「さっきからずっとハシゴにつかまってたのは、来夏さんだったのね」

　サクヤの言葉に、我わが幼おさななじみはバツの悪そうな顔をして、

「き、気付いてたの？」

「うん。気け配はいがしたから」

「立ち聞きしてたのかよ、来夏」

「そ、そんなことはどうでもいいの！　ひーちゃん、そのお弁当食べちゃダメ！」

『どうして？』僕とサクヤが声を合わせる。

「それは……さっきの話を聞いちゃったら食べさせるわけにはいかないっていうか……とにかくダメったらダメなのっ！」

　来夏は可愛らしい包みを取り出した。

「お弁当作ってきたから食べてっ！　私の方が先に約束してたんだからねっ！」

「約束なんかしてたっけ？」

「してたよ！　ほら、この間、ボウリングしたとき、私が負けちゃったよね？　バツゲームでお弁当作るって言ったじゃん！」

　あー、確かにそんなこと言ってた気もする。

「でも、なんで今日突然作って来たんだよ？」

「懸けん賞しように当たったんだよ。応おう募ぼした覚えはないんだけど、お弁当にちょうどいい食材がいーっぱい送られてきたからさっ」

　応募した覚えのない懸賞に当たった……？

　不ふ穏おんな空気を感じる僕をよそに、来夏は包みを解いた。お弁当箱を差し出す。

「私のお弁当を食べてよ！」

「ダメだ。私のを食べて」

　負けじとサクヤも重箱を突つき付けた。

　そのときだ。

『その勝負！　この私が預あずからせてもらう！』

　大だい音おん声じようが響ひびき渡った。

　いつの間にか急接近していたヘリコプターが校こう舎しやの陰かげから姿を現す。ローターの爆ばく音おんが耳をつんざいた。

　ヘリのハッチが勢いよく開き、ウチの学校の制服を着た女生徒が飛び降りた。

　軽かろやかにタンクに着地した女生徒は、スカートの裾すそが翻るのにも構かまわず仁に王おう立だちする。

　こんな演えん出しゆつ過か多たな登場をする人間は、僕の知る限り一人しかいない。

　モデル並みの美び貌ぼう。巨きよ大だいすぎる胸。似に合あわない泣きボクロ。トレードマークの腕わん章しよう。

　桜ヶ丘高校の前・生徒会長にして、神かみ代しろ市一帯に隠いん然ぜんたる支配力を持つ旧きゆう家かの長女。

　ド派は手でな登場をカマしたのは、

「諸しよ君くん！　愛し合っているか!?」

　予想通り高天原Ａ、その人だった。

　センパイは僕を見るなり、獲え物ものを狩かる猛もう獣じゆうの動きで僕の背後に回り込んだ。ヘッドロックをかけられてしまう。

「やあ、シド、約束通り会いに来たぞ」

「……お久しぶりです、センパイ。お会いできて嬉うれしいです。できれば、そのままお帰り頂いただけるともっと嬉しいです」

「つれないな。制服姿の私に会うのは二か月ぶりだろう？　素す直なおに喜べばいいのに」

「なんで制服なんか着てるんですか。相あい変かわらず、コスプレ好きですね」

「せっかくだから、もう一年、高校生をすることにした。よろしくな」

「はぁ!?　なに言ってんですか！　センパイは卒業したでしょ」

「うむ。そのハズだったんだが……成績が芳かんばしくなくてな。留りゆう年ねんしてしまったんだ」

「ウソつけ。首しゆ席せきだったじゃないですか。卒業生総そう代だいになって答とう辞じまで読んだクセに！」

「ふんっ。学校のテストなんかでは、私を計はかることはできんのだ」

「それは点数が悪かったヤツのセリフです」

「なんだあ、シド。この私が戻もどってくるのが、そんなにイヤなのか？　ん？」

　センパイは、ぎゅうぎゅうと僕の顔を締しめ上げた。あの、ほっぺの辺りにとっても柔やわらかいものが当たってるんですがっ！

　そんな青少年のナイーブな気持ちを一ピクセルたりとも理解せず、高天原センパイは僕の耳元でそっと囁ささやいた。

「おまえに銃や弾だん丸がんを都つ合ごうしてやってるのは、どこの誰だれなんだ？　あん？」

「……う」

「ふふ。聞き分けのいいヤツは大好きだぞ」

　高天原センパイを呆ぼう然ぜんと見つめていたサクヤは、「あっ」と声をあげた。

「あなたは……！」

「おまえとは一日ぶりだな、有あり栖す川がわ咲さく夜や」

「サクヤ、センパイに会ったのか!?」

　ヘンなこと吹ふき込まれてないよな？　焦あせりながら尋たずねると、センパイが答えた。

「心配するな。ヒントを与あたえただけさ」

　サクヤはお弁当を作るきっかけとなった紙し片へんを取り出して、

「恥はずかしい服を着て、これを配ってた。何度も断ことわったのに押おしつけてきて……」

「恥ずかしい服とは失しつ敬けいだな。キャンギャルに変へん装そうしていたんだよ」

　センパイのキャンペーンガール姿。見てみたいような見てみたくないような……って、そうじゃなくて！

「センパイが裏で糸を引いてたんですか？」

「ああ。恋愛に疎うとい少女と、素直になれない少女を手助けしようと思ってな」

「私の手助けを……。あなたは何者なの？」

「愛で世界を救おうとしている者だっ！」

「愛で……世界を……」

「そうとも。どんな障しよう害がいに満ちた恋でも成じよう就じゆさせる、悩なやめる者の最後の砦とりで。動く愛の駆かけ込こみ寺。縁えん結むすびの女め神がみ。恋愛最終兵器。それが、この私──高天原Ａである！」

「おい、サクヤ！ 『協力者が現れたのかも……？』みたいな顔すんな！　センパイは面おも白しろ半分で人の恋こい路じに土足で乱入、ぐえっ！」

　ヘッドロックがチョークスリーパーに変わった。マジで息ができないんですけどっ！

「ちょ、ちょっと待ってください！　素直になれないって誰のことですかっ！」

　来夏が真っ赤になってセンパイに詰め寄る。

「私、ひーちゃんのことなんて、どうも思ってませんからっ！」

「そうか。ならば、萌月の弁当は私が食ってやろう。そしておまえは、有栖川の弁当を食うシドの姿を黙だまって見ていろ」

「そ、それは……」

　来夏は頰ほおを染めたまま、僕とサクヤの間に視線を走らせていたけれど、

「イヤです……！」

　うつむきながらもキッパリと言い切った。

　来夏はなにをムキになってるんだ？　僕のことは《腐くされ縁えん》としか思ってないハズなのに、やけに突っかかってるな。負けず嫌ぎらいだから引くに引けなくなってるんだろうか。

「有栖川はどうだ？　シドに弁当を食ってもらいたいか？」

「無む論ろん」

「僕が二つとも食べれば済む……ぎょえっ！」

　首を絞しめる力がさらに強まった。センパイの腕うでが、的てき確かくに僕の頸けい動どう脈みやくを圧あつ迫ぱくする。

「では、勝負するしかあるまい！　椎堂密争そう奪だつ☆お弁当バトルを開かい催さいするのだっ!!」

　センパイのチョーク攻こう撃げきにより、急きゆう速そくに意識が遠とおのいていく。気き絶ぜつする瞬しゆん間かんに見えたセンパイの腕章。《充じゆう・電でん・完かん・了りよう！》の文字が、僕の心をとめどなく暗くさせるのだった。
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　で。

　すっかりお弁当バトルの準じゆん備びが整ととのった教室で、僕は目を覚さましたんだ。自分の席に座すわらされ、後ろ手に手て錠じようをかけられていた。

「なんで手錠なんてかけられてるんですか？　そういう趣しゆ味みはないんですけどね」

　センパイは僕の顎あごを細い指で撫なで上げた。

「シド。おまえ、こういうみんなでワイワイ騒さわぐような雰ふん囲い気き、嫌いだろう？　逃にげないように拘こう束そくさせてもらった」

「…………別に逃げませんよ」

　さすが、センパイ。よくわかってるね……

「来夏っち！　ついに素直になったんだ！」「頑がん張ばって、萌月さん……」「イヒヒ、楽しみだねえ」「いけっ！　そこでちゅーだ！　来夏！」

　クラスの女子が口々に来夏を応おう援えんしてる。

「な、なにバカなこと言ってんの、みんな！　ホンキで怒おこるよ!?　もーっ！」

　来夏は腕を振ふり上げて怒ど鳴なり返した。

　男子生徒も「せっかくだから俺は転てん校こう生せいを選ぶぜ！」なんて勝負の行方ゆくえを見守っている。

　まあ中には──

「待て！　猿さ渡わたり！」「止めるな！　密を一発殴なぐらせろ！」「待つんだ！　オレがやる！」「ゴルゴ13の連れん絡らく先、誰か知らないか！」「タウンページに載のってるだろ！」「依い頼らい料りようカンパするぞ！」「オレもオレも！」

　なぁんて恨うらめしげな視線を向けてきてるクラスメイトもいたけども。

「静しずまれ！　者ども！」

　高天原センパイが、手をあげた。クラスが水を打ったように静まり返る。腕章の文字は、いつの間にか《審しん判ぱん》に変わっていた。

「シドが両者のお弁当の味見をし、より美味おいしかった者を勝者とする！　では、椎堂密争奪、お弁当バトルの開始だッ！」

　センパイの力強い宣せん言げんに、クラスメイトの大だい歓かん声せいが教室を揺ゆるがした。

「まずは萌月っ！　弁当を開けっ！」

　来夏は緊きん張ちよう気ぎ味みに頷うなずいた。不ぶ細さい工くなタコさんウインナーに、ちょっぴり焦こげたたまご焼き。ミートボールとタワラ型のおむすび。見た目はお世せ辞じにもいいとは言えないけど……、頑張って作ったのが窺うかがえるお弁当だ。

「ちょ、ちょっと見た目はアレだけど……たまご焼きは、好みに合わせてちょっと甘あまさひかえめにしたし！　ひーちゃんって、わりと小食だからおにぎりは小さめにしたんだよ！」

　大きな重箱を持ってきたサクヤに当てつけるように、来夏はそう言った。

「では、次は、有栖川の弁当だ」

　センパイに促うながされ、サクヤは重箱を開ける。

『うおおおおおおおおおおっっっ!!』

　教室中がどよめいた。

　三段重ねの重箱の中には、料りよう亭ていから仕し出だしされたと言っても信じてしまいそうな、完かん璧ぺきな和風のお弁当が入っていたんだ。

　西さい京きよう焼やきや筑ちく前ぜん煮に、ごま和あえなどなど。彩いろどりも盛もりつけも申し分なし。そう──さっきサクヤが見せてくれた紙片から、そのまま抜ぬき出したようなプロ級のお弁当だった。

　センパイは、サクヤの手を高々と上げた。

「勝者、有栖川咲夜！」

　健けん闘とうを讃たたえ、惜おしみない拍はく手しゆを贈おくられる。

　雪ゆき村むら珊さん瑚ごが来夏の肩かたを優やさしく叩たたいた。

「来夏っちは頑張ったよ。あの鈍どん感かんでも気付くようなアプローチを考えよ？　ね？」

「うん……」来夏はションボリと頷うなずきかけて、

「って、違う！　ちょっと待ちなさいよおおおおおおおおおおおおおおおっっっ[image: !!!]」

「どうした、萌月？」

　不ふ思し議ぎそうな顔をしている高天原センパイに、幼なじみは詰め寄った。

「まだ一口も食べてなーいっ！」

「いや、食べなくてもわかるだろう？」

　まあ確かに……来夏には悪いけど、見た目からしてサクヤの圧あつ勝しようは間ま違ちがいなかった。

「そんなの、わかんないです！　食べたらきっとおいしいですっ！」

　なんだか涙なみだ目めになって来夏はお箸はしをつかんだ。お弁当箱から、たまご焼きをつまみ上げ、

「はい、ひーちゃん！　食べて！」

　来夏に食べさせられるというシチュエーションに抵てい抗こうを感じつつ口を開いた。たまご焼きは甘さひかえめでダシの味が濃いめ。確かに僕好みの味だ。

「どう!?　ひーちゃん!?」

「……うまいよ」

「ほら！　おいしいって言ってくれた！」

　来夏はクラスメイトを見回す。

　クラスの連中は、初めて歩いた孫を見る祖そ父ふのような瞳ひとみで「よかったね」と頷いた。

「うあーん！　そんな優しい顔するなあ！」

「萌月の弁当は、見た目は悪いが味はそこそこと言ったところか。では、シド。勝負は見えているが、有栖川の弁当も食べてみろ」

　センパイの言葉に従い、サクヤはお箸を手に取った。煮物の里さと芋いもに突つき立てる。

　まるで、大たい剣けんを向けるように里芋の刺ささったお箸を僕の口元に突き付けて、

「食べて」

　サクヤはクールに言い放った。けれど、お箸を持つ手が小さく震ふるえているのはなぜだろう？　サクヤでも緊きん張ちようしてるんだろうか。

　なんだか僕もドキドキしながら、口を開けた。里芋の刺さったお箸が突っ込まれる。

「…………っ!?」

　な、なんだよ、これ!?

　煮物を食べた僕が感じたもの。それは、お醬しよう油ゆの味でもダシの風ふう味みでもなく──

《痛み》だった。

　痛みに似た激げき烈れつな刺し激げきが僕の舌したを焼いている。

　黙だまったまま、僕は里芋を飲み込んだ。

　喉のどが、食道が、胃が──食材の触ふれた全すべての部分が悲鳴をあげはじめる。

　こんなに見た目がいいのに、どうしてこんな刺激を感じるんだ……？

　サクヤは以前、《傷つけば自分で手当をする。食事も各自で確かく保ほする。服が破れれば自みずから繕つくろう》と言っていた。言葉通り裁さい縫ほうの腕うで前まえは大したものだった。きっと、料理も得意だろうと踏ふんでいたんだけど……

　ふと、お腹の辺りに違い和わ感かんを覚えた。

　首だけ巡めぐらして、シャツの中をのぞき込む。腹部が微かすかに光っているように見えた。癒いやしの力が働いてる証しよう拠こ……

　血の気が引く音を、聞いたような気がした。

　これってまさか……毒どく？

　ひょっとしてサクヤは、僕を殺すために毒物を仕し込こんだんじゃないのか？

　つまり、こういうことだ。

《お弁当食べる[image: ]恋こいに落ちる[image: ]殺せる》

　そして、サクヤなりに考えて、この行動をさらに合理的に簡かん略りやく化かさせた。

《あらかじめ料理に毒を仕込んでおく[image: ]お弁当食べる[image: ]恋に落ちる[image: ]毒で死ぬ》

　いつも僕を剣で突き刺してくるサクヤなら、十分に考え得うる話だ。そういえば、屋上でお弁当を広げた時、サクヤは『一気に平らげろ』というようなことを言ってた。あの言げん動どうは、毒入り弁当を最後まで食べきらせるためのものだったと考えれば納なつ得とくできる。

　唇くちびるを真ま一いち文もん字じに結び、サクヤは不安げに僕を見つめていた。毒が効きくかどうか、心配してる表情なのだろうか？

「シド、味はどうなんだ？」

「それは……その……」

「よし、私も食べてみよう。それでこそ公正なジャッジが下せるというものだ」

「見かけ倒だおしだったんじゃないのっ!?」

　センパイと来夏が近づいてくる。他のクラスメイトたちも、「勝負の行方ゆくえを知るために食わせろ！」「ぜひ味見を！」「オレもオレも！」と包ほう囲いの輪を狭せばめてきた。

「ま、待ってくれよ、みんな！」

　クラスメイトを押おし止とどめようとしたけれど、後ろ手にかけられた手て錠じようが僕を縛いましめている。

　これは、ヤバイんじゃないのか……？

　背せ筋すじに冷たい汗あせが流れた。

　僕は不死身だから、毒入りの弁当を食べても死ぬことはない。だけど、もしみんなが食べたら……間違いなく、死ぬ。

　かといって、『その弁当は毒入りだ！』と叫さけぶことはできない。僕が不死身であること、そしてサクヤが毒入り弁当を作るような少女であることがバレてしまうからだ。

　どちらにせよ、僕が必死に守り続けている《日常生活》が瓦が解かいしてしまう。

　それだけは阻そ止ししなくちゃいけない……！

　覚かく悟ごを決めた僕は──

　左手で自分の右親指を握にぎりこんだ。

「では、試し食しよくさせてもらおうか」

　制服の胸むな元もとに手を突っ込んで、センパイは金色に輝かがやくスプーンを取り出した。

「あ、あれは、なんだーっ!?」

　僕は窓の外を見て叫んだ。古こ典てん的てきすぎるブラフに引っかかり、全員の視線が逸それる。

　その一いつ瞬しゆんの空くう隙げきに──ベキリ。

　僕は自分の右親指を根本からへし折った。手錠が手首から抜ぬける。後ろ手に回されていた手が自由になった。

　お箸と重箱を抱かかえて、教室から飛び出す。

　親指に激げき痛つうが走ったけれど、すぐに金色に輝く光の粒つぶが弾はじけ、骨折が癒いえる。

　この弁当は、みんなに食べさせるわけにはいかない。僕一人で処しよ理りするしかない！
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「乙女おとめの真しん剣けん勝しよう負ぶを途と中ちゆうで投げ出すつもりか！　そんなことは断だんじて許さんぞ！」

「ひーちゃん！　開けてよ！」

　来夏とセンパイが《美術準備室》の扉とびらを叩たたく。だけど、僕は返事できなかった。

　もぐもぐもぐもぐ。口いっぱいにサクヤの作ったお弁当を頰ほお張ばっていたからだ。

「おのれ、シドめ！　一人で食っているな」

「高天原センパイ！　この扉、蹴け破やぶってください！　拳けん法ぽうのタツジンですよね？」

「無理だ。この部屋は私の創そう設せつした《らぶらぶ♡スポット》の一つだからな」

　桜ヶ丘高校には、いくつか《らぶらぶ♡スポット》という恥はずかしい名前が付けられた場所が存在する。

「我わが校の生徒たちに心おきなくイチャイチャしてもらうため、扉を防ぼう弾だん仕し様ように変えてある。カギは外からは開けられない」

「それじゃ、窓は!?　窓からなら……！」

「窓なら破れるかもしれんが、ここは三階だ」

《美術準備室》は籠ろう城じようするにはもってこいの部屋なんだ。ここに立てこもって、サクヤの毒入り弁当を完食しようと考えたってわけ。

　筑ちく前ぜん煮にとおひたしを搔かき込み、咀そ嚼しやくする。

「飲み込んじゃダメだ！」僕のカラダが全力で叫んでいたけれど、必死に嚥えん下かした。

　ぷわー。あまりのツラさに涙が浮うかぶ。

「椎堂密が出てこないのなら、無理することもないと思う……。全部食べてくれるなら、私はそれで構かまわない」

　ドアの外。サクヤが、なぜだか彼女らしくない消しよう極きよく的てきな意見を言っていた。

「勝負することに意い義ぎがあるんだよ、有栖川。競きそうことで燃え上がる想おもいもあるのだ」

　応じた恋れん愛あい原理主義者の口く調ちようは、どこまでも真剣なものだった。

　高天原Ａは、多くの迷めい言げんを残してるけれど、次の言葉は最もセンパイらしいものだろう。

『私が、生徒たちの恋を応おう援えんする理由？

　世界が終わる日、そんなクソったれな一日を独ひとりぼっちで過ごしたくないだろ？　誰かと抱だきしめあっていたいだろ？　幸せな想い出を数えあげて、笑いながら逝いきたいだろ？

　そしてなにより……

　処しよ女じよやドーテーで死にたくないだろ？

　つまり、それが、理由だよ』

　高天原Ａは、いついかなる時でも大おお真ま面じ目めに他人の恋愛を応援しているんだ。

　お弁当バトルを始めたのも、サクヤの嫉しつ妬と心しんを煽あおろうという意い図とがあってのことだろう。一応は理りにかなった行動なんだ。巻き込まれる方にとっては、迷めい惑わくなだけだけどさ……

　辟へき易えきとした気分で、《腐ふ葉よう土どと一いつ緒しよに三日三晩根こん気きよく炒いため続けた乾かん電でん池ち》みたいな味がするきんぴらゴボウを、胃の中に流し込む。

　ったく、どういう毒物を入れりゃ、こういう味になるんだよ？　無む味み無む臭しゆうの毒物にしてくれれば良かったのに。ヒ素そとかさ。

　ようやく重箱の一段目が終わった。お重の二段目に取りかかる。

　二の重には天ぷらなどの揚あげ物が詰つめられていた。あまりのヘビーさに目眩めまいがする。

「満腹なんだけどな……ああもうっ！」

　気合いを入れて、エビの天ぷらを口に押し込んだ。無理矢理顎あごを動かす。今度は舌が引きつるような《苦み》が襲おそってきた。見た目がとても美味おいしそうなのがギャップを生み出していて、余よ計けいにツライ。

　そんな涙ぐましい努力も、ドアの向こうには伝わらないらしい。

「シド。おまえがそのつもりなら、こちらにも考えがあるぞ？……おい」

「はいっ」センパイの声に近くに控ひかえていたらしい女生徒が、すぐさま返事をする。

「付近の男子生徒を全員遠ざけろ」

　いくつか足音が遠ざかる気配がした。

　ウチの学校には高天原家に仕つかえる者たちも多く通っていた。高校生をしつつ、護ご衛えいや世話役としてセンパイに従っているんだ。

　なにをする気なんだ……？

　イヤな予感を覚えつつ、休まず手を動かす。機き械かい的てきにカボチャとレンコンの天ぷらを口に突つっ込んだ。あまりの苦さにむせ返りそうになりつつ飲み込んだ。なんの修しゆ行ぎようだよ、これは。

「なあ……有栖川……」

　センパイが猫ねこ撫なで声を出した。

「おまえにいいことを教えてやる。男はな、普ふ段だんと違ちがう可愛かわいらしい格かつ好こうをした女の子にドキっとするものなんだよ」

　おいおいおい、なにを吹ふい聴ちようしてるんだ！

　焦あせって口の中のものを飲み込もうとしたら、思い切り気き管かんに入った。

「げふっ!?　ごふっ!?」

　っていうか、死ぬ!?　不死身だから死なないけど！　死ぬほど苦しい!?

　飲み物はないかと辺りを見回す。水すい彩さい絵えの具ぐって飲めるかな──飲めるわけねえ！

　あまりに空むなしい一人コントを繰くり広げる僕をよそに、センパイは続ける。

「ちょうど良い具合いに、ここに我が家のスタッフが着る制服がある。着き替がえてみないか？　シドは、この服が大好きだ。ウチのスタッフを見る目がいつもやーらしいからな」

　ヘンなこと言うな！　ツッコミたいけど言葉にならない。涙なみだが溢あふれてくる。ってか、僕は本来、こんなキャラじゃないんだけど！

「それを着れば、椎堂密は私を好きになる……。そういうこと？」

「ああ、その通りだ」

「……わかった」

　わかった、じゃないだろ!?　なにをセンパイに従ってるんだよ!?　本気で恋愛アドバイザーだと信じてるんじゃあるまいな!?

「よろしい。ならば着替えさせてやろう！」

「え!?　いや、それは、」

「大だい丈じよう夫ぶだ。周囲の男子生徒は全員排はい除じよしている。好きでもない男に乙女の肌はだを晒さらさせるようなマネはせん！」

「そ、そういうことじゃなくてっ！　だめっ！　そんなっ！　あ、やっ！　やめてっ！」

「よし、完かん了りよう。次は萌月だ」

「わ、私っ!?　私は関係な……やっ、結けつ構こうですからっ！　きゃああああっ!?」

　ものの一〇数秒で、センパイは二人を着替えさせてしまったようだ。

「椎堂密は、本当にこの格好が好きなの？　防ぼう御ぎよ性能も低そうだし。このヒラヒラは動きづらい。まったく機能的じゃないと思う」

「ふふん、有栖川。そんなこと言いつつ、顔が赤いぞ？　照てれる仕し草ぐさが可愛いな」

「なっ!?」

　センパイの言葉に、サクヤは絶ぜつ句くする。

「わ、私っ、こういう胸が目立つ服苦手なんですっ！　制服返してくださーいっ！」

「イヤよイヤよも好きのウチ。この言葉が、私は大好きだ」

「本当にイヤなんですってばあ！」

　来夏は半泣きの声で抗こう議ぎしている。

　いつもながらの強引さに懐なつかしさを感じつつ……僕は疑問に思った。

　どうしてセンパイは着替えなんてさせたんだろうな？　二人にコスプレさせれば、それを拝おがみたくってホイホイ出ていくようなヤツだと思われたのか──まあ、見たくないと言ったら噓うそだけどさ。

　ようやくムセまくり状態から復ふつ帰きできた僕は、肉にく団だん子ごを口に放ほうり込む。

「似合ってるぞ！　やはり乙女は着き飾かざってこそ華はなやぐものだ！　私は二人とも可愛いと思う。だが……シドは、有栖川と萌月のどちらを『可愛い』と言うだろうな？」

　危あやうく肉団子を口から発はつ射しやしそうになった。

「シドに、より気に入ってもらえると思う方が『出てきて欲しい』とお願いしろ。そうすれば、ヤツは出てくるに違いないぞ」

　これ以上、二人を煽あおってどうする気だよ!?

「わかった」サクヤは小さく咳せき払ばらいをして、躊躇ためらいがちに口を開いた。

「……椎堂密、出てきて」

「ストーップ！　なんで有栖川さんがトーゼンって感じで声かけてるの？」

「椎堂密は私の方を気に入るはず」

「どうしてっ!?」

「椎堂密は私と恋愛をすると言った。いわば、協力関係にあるの。協力者として、私を気に入るのは当然のこと」

　至いたって冷れい静せいに答えたサクヤに、来夏は食ってかかった。

「そんなのわかんないよっ！　私の方を可愛いって言ってくれるかもしれないじゃん！」

「その根こん拠きよはなに？」

　サクヤの何気ない問いに、幼なじみはカチンと来たようだ。語ご気きを強つよめて言い返す。

「わっ、私の方がスタイルいいしっ！　ちょっと恥はずかしいけど……ひーちゃんおっきい方が好きとか言ってたしっ！」

「……私の胸が小さいって言いたいの？」

「別にっ。そうじゃないけどさっ」

「ふん。身体能力や戦せん闘とう力りよくなら私の方が上」

「運動なら私だって負けないもんっ！　てゆか、それって、ひーちゃんに可愛いって言ってもらえるかどうかに関係ないよっ！」

「なにをケンカしてるんだ……？」

　深いため息を吐ついて、僕はハシを動かす手を止めた。扉とびらに近づいて声をかける。

「無む駄だなケンカはやめろって。センパイの口車にのって、エネルギー使うなよ」

「おまえは黙だまっていて」

「早く出て来てよ！　そうすれば丸く収まるんだからっ！　ひーちゃんのバカっ！」

「って、なんで僕がバカなんだよ!?」

　みんなを守るために、毒入り弁当を食べ続けてるんだぞ？　ムカついた僕は、思わず言い返した。そのままドアを挟はさんで、ケンカになってしまう。

　そう、不ふ覚かくにも僕は──意い識しきの全すべてをドアに向けてしまったんだ。センパイの声が聞こえなくなっていたことにも気付かずに。




　ガシャン──！




　窓の割れる甲かん高だかい音が、背後で響ひびく。

「シド。こんな簡単な手に引っかかるなんて、おまえらしくないな！」

　煌きらめくガラス片を纏まとわせながら、高天原センパイは部屋に飛び込んできた。

　窓の外に、ロープ代わりに使った消しよう火か栓せんのホースが垂たれ下がっている。

　つまり僕は、ドアの方に注意を引きつけておいて窓から突とつ入にゆうする。そんな単純な陽よう動どう作さく戦せんに引っかかってしまったわけだ。

　ザッ──たった一歩の踏ふみ込みで、センパイは五メートルほどを踏とう破はした。

　あっという間に僕は抱だきすくめられてしまう。

「悪いな。私は恋こいする者の味方なんだ」

「サクヤは、僕のことは好きじゃありませんよ。たぶん、これからも僕を好きになることはないと思います」

「そういう少女にこそ、私は恋をさせたいんだ。そして、シド。おまえにもな」

　センパイは僕の首くび筋すじに手刀を入れた。

　痛みを感じる前に、僕の身体からだは床ゆかにくずおれていた。

　僕の手にあったお弁当を、こぼさないようにセンパイは受け止める。

　急きゆう速そくに薄うすれる意識を懸けん命めいに繫つなぎとめながら、僕は叫さけんだ。

　……サクヤ！　きみが殺したいのは僕だけのはずだ！　その弁当は、誰にも食べさせるな……！　僕の日常を守ってくれ……！

　その言葉は、声にはならなかった。
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　予よ鈴れいが聞こえて、僕は目を覚ました。

　昼休みの終わりを告げるチャイムだ。

　辺りを見回す。そこは、僕の教室だった。自分の椅い子すに座すわらされていた。気絶している間に、連れてこられたようだ。

　そこで、気が付いた。

　カラになった重箱が、

　机の上に転がっていることに。

「うう……ううう……」

　呻うめき声が、聞こえた。

　高天原センパイが、床に倒たおれていた。喉のどをかきむしるような格好で、苦く悶もんの表情を浮うかべている

「ひー…ちゃん……」

　制服姿の来夏が壁かべにもたれて目を閉じていた。クラスメイトたちも、同じように横たわり、ある者は手足をヒクつかせ、ある者は口を押おさえ──今にも息いき絶たえそうだ。

「こんなはずじゃなかった……」

　倒れ伏ふすクラスメイトたちを、サクヤが青い顔して見下ろしていた。

　ウソ……だろ……？

　絶ぜつ望ぼう的てきな気分で立ち上がったとき、

　横たわる友達の声が、綺き麗れいにハモった。




『まっずぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!』
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　お弁当バトルは、来夏の勝利で幕まくを閉じた。
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　放課後。学校の屋上。給きゆう水すい塔とうの屋根の上。

　ちょっぴり切なげに眉まゆを顰ひそめ、サクヤは膝ひざを抱かかえて僕の隣となりに座っていた。

「手料理を食べさせれば無条件で好きになってもらえる。味は関係ないって書いてあった。だから、作ったんだ……」

　サクヤはセンパイが手て渡わたした怪かい文ぶん書しよを取り出した。彼女のお弁当を見たとき、この写真から抜ぬき出したようだと思ったけど、なんのことはない。実じつ際さいにお手本通りに作ったんだ。レシピはわからないままで。

　そう──あのお弁当には、毒なんて入っていなかった。極きよく端たんにマズかっただけ。

　サクヤは料理がヘタだったんだ。

　里さと芋いもを食べたとき、癒いやしの力が発現したから、僕は毒が入っていると勘かん違ちがいしたんだ。

　だけど、実じつ際さいは僕の食べた里芋が傷いたんでいて、その毒どく素そがオメガの力で浄じよう化かされただけだったらしい。なんだよ、そのオチは……。

「決して料理が不ふ得とく意いというわけじゃなくて……味付けが苦手で……。普ふ段だんは軍用のレーションぐらいしか食べないし……」

　悔くやしげに、サクヤはブツブツ呟つぶやいている。クラスメイトから、ものすごく優やさしい顔で「頑がん張ばれ？」と励はげまされたのが、彼女なりにショックだったのかもしれない。

　膝を抱えたまま、サクヤは自分のカバンからなにかを取り出した。

「これ、渡しそびれたから」

　コンビニとかでも売っているプリンだった。

「おまえに聞きたいことがある」

　無む造ぞう作さにデザートを僕に押しつけながら、

「……どうして私のお弁当を持って逃にげた？」

　ちょっと迷まよったけれど、僕は本当のことを話すことにした。

「あまりにもマズかったから、毒でも入ってるんじゃないかと思ったんだ」

「……なっ!?　なんだ、その勘違いは！」

　スカートの下のホルスターから剣けんの柄つかを取り出した。首くび筋すじに、刃やいばを突つき付ける。

「……私は確かに色いろ恋こい沙ざ汰たには疎うとい。でも、そこまで分ふん別べつがないわけじゃない！」

　グッと刃に力が込められ、首の皮ひ膚ふが斬きれるような感かん触しよくがした。

　しかし、サクヤは剣を止めて、

「待って。……毒が入ってると思ったなら、どうして捨てなかったの？」

「毒入り弁当を食べても、僕は死なないからさ。僕にとっては《食べる》のも《捨てる》のも、処しよ理り方ほう法ほうとしては大差ないんだ」

「でも、食べる方が面めん倒どうなはず。私のお弁当は……自分で言うのもなんだけど……」

　サクヤの正論に、僕は言葉を詰つまらせた。

　トイレにでも流してしまうという方法がなかったわけじゃない。けれど、僕は無意識のうちにその選せん択たく肢しを除じよ外がいしていた。

　どうして食べきろうと思ったんだろう？

　考えた末に、一つの理由に思い至いたった。

「えっと、なんというか……」

　だけど、それを口には出せなかった。

　サクヤが《初めて作ったお弁当》だから捨てるのを躊躇ためらったなんて──どんな顔して言っていいのか、わからなかったから。

　サクヤは剣を引いた。

「まあ、いい。今日はやめとく」

「どうしてだよ？」

「なんとなくっ。ヘンな勘違いをされたのは、気に障さわるけど」

　ふんっ、と鼻を鳴らして、サクヤはそっぽを向いた。自分の分のプリンを取り出して、パクつきはじめる。

　いろいろ言い返したい気分だったけど、僕は口を閉とざした。なにを言っても言い訳になりそうな気がする。

　サクヤのくれたプリンを食べることにした。

「うまいな」

「うん。プリンはとても美味おいしい」

　真ま面じ目めな顔して、サクヤは頷うなずいた。

　プリンを食べながら、思う。

　バカ騒さわぎに巻き込まれるのは苦手だ。

　友達と一いつ緒しよに笑い合うのも得意じゃない。

　だけど、たまには──

　一日くらい、こんなくだらない日があってもいいじゃないかと、少しだけ思った。

　……なんか、忘れてる気がするけども。
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「結局、私のお弁当、一口しか食べてないっ！　ひーちゃんのバカ──っ[image: !!!]」

　来夏にもの凄すごい勢いきおいで殴なぐられたのは、

　その日の夜の出来事。





【卒業まで　残り３２０日】









　　　サクヤの日記──４月24日








　今日の日記をはじめる前に、書いておかねばならないことがある。




　対天使兵器ルシフエリオンになるために、私は厳きびしい訓くん練れんを乗り越こえてきた。

　戦せん闘とう訓練の傍かたわら、酷ひどく気分の悪くなる薬を毎日何なん錠じようも飲んだ。肉体を強化するための手術を幾いく度ども受けた。過か酷こくな日々により、幾いく人にんもの戦せん友ゆうが命を落とし、あるいは発はつ狂きようしてしまった。

　生はえ抜ぬきの兵員だけを残すために、時には仲間同士で殺し合いをさせられることもあった。共に励はげまし合ってきた訓練生を、この手で再さい起き不ふ能のうにした。

　多くの戦友の屍しかばねを乗り越えて、私は天使を屠ほふる《力》を手に入れたんだ。




　対天使兵器ルシフエリオンとなってからも、心の安まる日はなかった。

　途と切ぎれることなく出現し続ける天使に、戦友が次々と倒たおれていった。

　ひたすらに摩ま滅めつしていくのを感じながら、それでも戦い続けた。

　どんなに傷を負っても、休むことは許されない。

　死なない限かぎりは、立ち上がらなければならない。

　私は対天使兵器ルシフエリオンとして、厳しい戦せん場じようを生き抜いてきたんだ。




　つまり、なにが言いたいかというと……

　私には、料理なんて練れん習しゆうする暇ひまなんてなかったんだっ。

　飲み水の確かく保ほなどについては必要な知ち識しきだったから多少は学んだ。けれど、美味おいしいお弁当の作り方なんて、そんなの知らない。

　だから、はじめて作ったお弁当が不味まずかったのも無理からぬことなんだ。

　いい？　そこのところを忘れないで。

　あ、忘れないでと言っても、お弁当の味については別。今すぐに忘れて。

　おまえは口が悪いから、すぐに私をバカにしたような発言をするでしょう？　もしお弁当についての話題を持ち出すようなことがあったら、斬きるから！　肝きもに銘めいじておいて！




　それから、もう一つ。

　私のお弁当を、オメガが全部食べようとしてくれたのには、驚おどろいた。

　どれほどアレが美味しくないか、自分でもわかっていたから……なんていうか、絶対に途と中ちゆうで捨てられてしまうと予想していた。だからこそ、一気に食べてもらおうと考えていたの。急いで食べさせれば、味なんてわからないと思ったから。

　高たか天まが原はらって人は、こう言っていた。

　私がはじめて作ったお弁当だから、オメガが気を遣つかったんだって。

　アイツは冷たい男のフリをしているけれど、女の子が作ったはじめてのお弁当を台だい無なしにするほど腐くさったヤツじゃないって。

　私は、オメガのことを最低のヤツだと思っている。世界を滅ほろぼしつつあるのに、のうのうと生き続けているんだ。お弁当を食べてくれたぐらいで、気を許ゆるすつもりはない。

　でも、一いち応おう、言っておく。

　お弁当を食べようとしてくれたのは、少しだけ、嬉うれしかった。

　借かりは返す。高天原って人に、この借りの正しい返し方を教わったから……それを実行できるかわからない。だが、必ず実行してみせる。覚かく悟ごしておけ。




　ちょっとだけ読み返してみたけれど……日記っていうのは恥はずかしいな。報ほう告こく書しよを書くのとは違う、妙みような気分だ。これをおまえが読むと思うと、余よ計けいにそう感じる。

　まあいい、以上で日記を終わる。

　オメガ！　おまえもちゃんと日記を書くようにっ！　サボったら承しよう知ちしないから！



















４月27日（月）

　いつか、全てが終わる日のために















　恋れん愛あい成じよう就じゆ生せい徒と会かいを運営するにあたり、諸しよ君くんに勧すすめたいことは、ただ三語に尽つきる。




　すなわち、恋愛をしろ。

　もっと、恋愛をしろ。

　あくまで、恋愛をしろ。




　──以上だ。







　高校生活は、ただ一度きりしかない。

　いや、あまりにも脆もろすぎる世界だ。明日すらやって来ないかもしれない。

　諸君は、そのことに気付いているか？

　よろしい。気付いたならば、走り出せ！

　始し業ぎようのベルは鳴らされたのだ！







　さあ、諸君！　準備はいいか!?

　灰色の世界を、バラ色の恋こいで塗ぬりつぶせ！

　悲しみの日々を、気け高だかき愛で埋うめ尽くせ！

　恋をしろ！　愛し合え！　一いつ心しん不ふ乱らんに求め合え！

　愛だ。

　愛だ。

　愛だ。

　ただ、ひたすらに、愛なのだ　[image: !!!]







　愛だけが、世界を救うのだからな！








──高たか天まが原はらＡはじめ生徒会長就しゆう任にんの挨あい拶さつより抜ばつ粋すい　　
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「イヤです。冗じよう談だんじゃありません。お断ことわりします。おととい来やがれ。願い下げだ！」

　昼休み。桜さくらヶが丘おか高こう校こう。生徒会室。

　正式名めい称しよう《恋愛成就委員会本部》の扉とびらを開けるなり、僕ぼくは大声で言いはなった。

　長い手足。巨きよ大だいすぎる胸。モデルも泣いて逃にげ出す美び貌ぼう。似合わない泣きボクロ。校内放送で僕を呼びつけた張本人。卒業したくせに我わが校へ復ふく学がくし、生徒会長に返り咲ざいた恋愛原理主義者──高天原Ａは、執しつ務む机づくえで書類に目を通しながら口を開いた。

「おう。来たか、シド。おまえに来てもらったのは、他ほかでもない」

「いやいやいや！　僕のセリフを聞いてなかったんですか？」

　センパイにこうして呼ばれた場合、確かく実じつにロクでもない目に遭あう。彼女に振ふり回された二年間で、そのことが身に染しみているんだ。どんな用件だろうと断るに限る。

　ドスッ！──高天原センパイはプリントに大きなハンコを押おしつつ、

「聞いていたよ。で、おまえに頼たのみたいことがあるんだ」

「うわ。聞いていながら、無む視しですか」

「『イヤです』とか言いつつ、おまえは私のお願いを聞いてくれる気持ちでいっぱいなんだろ？　まったく、シドは照てれ屋やさんだな、もっと素す直なおになれコイツめ♡」

「コイツめ♡じゃないですよ。センパイこそ、素直に人の言葉を受け止めてください。お願いですから」

「前向きに善ぜん処しよしよう。なにを立ってるんだ？　そこに座すわりたまえ」

　深いため息を吐つきつつ、力なく応おう接せつ用ようのソファに腰こし掛かける僕。

　結局、いつもながらの強引さで面めん倒どうを押しつけられそうだね……。

　だったら、生徒会室まで来なけりゃいいと考えるヤツもいるかもしれない。

　だけど、悲しいことに僕はセンパイに借かりがあるんだ。僕の持っている銃じゆう器きのほとんどはセンパイの力を使って手に入れたものだったりする。高天原家の持つ権力は、この街を守る上で欠かすことのできない要よう素そなんだ。手放すわけにはいかない。

　それに、センパイをヘタに無視すると、後でもっと面倒なことになるんだよね。授業中にいきなり拉ら致ちされたことも一度や二度じゃないし──って、想おもい出すだけで鬱うつになってきたなあ。もし生まれ変われるなら、来世は高天原Ａのいない星に生まれてくることを祈いのろう。もっともリインカーネーションなんて信じてないんだけどさ。

「なにを遠い目をしている？　ボヤボヤしているヒマはないぞ。恋愛成就生徒会の活動を復活するのだからな！」

　僕はもう一度、身体をしぼませるような深い深いため息を吐いた。

《恋愛成就生徒会》の活動内容は、主に『恋愛相談』『恋の応おう援えん』などがあげられる。

　これだけ聞くと微笑ほほえましい組織みたいだけど、センパイの手しゆ法ほうがあまりにも急きゆう進しん的てきかつ狂きよう信しん的てきすぎるため、生徒たちからは恐おそれられているんだ。

　心に芽め生ばえたわずかな恋心すらも、恋愛原理主義者・高天原Ａの知るところとなれば、ありとあらゆる手段を使って根こそぎ成就させられてしまうんだからね。情じよう緒ちよもへったくれもあったもんじゃない。

　で。

　そんな迷めい惑わくすぎる生徒会長に何故なぜか気に入られ、僕は書しよ記きに任にん命めいされちゃったんだ。書記なんて言うと聞こえはいいけど、実じつ質しつはドレイと変わりない。借りを返させるって名目で、ムリヤリ働かされてるんだからね。いたいけな青少年をドレイにするなんてＡセンパイはワルです。ワルワルすぎです。……って、どっかで聞いたフレーズだな、これ。

「おい、シド。さっそくだが、これを読んでみろ」

　センパイは執務机で書類に目を通しながら、折りたたまれた紙し片へんを指で飛ばしてきた。ルーズリーフのようだ。

「《愛の目め安やす箱ばこ♡》に入っていたんだよ」

「センパイに恋愛相談するなんて、この学校にも酔すい狂きようなヤツがまだ残っていたんですね」

　ルーズリーフを開いてみる。Ａ４サイズの用紙の真ん中にちんまりと、米こめ粒つぶみたいな文字で、こんな風に書かれていた。




『私は恋に悩なやんでます。詳くわしい内容は話せませんが、ものすごく悩んでます。

　悩みまくりです。助けてください』




「なんですか、これ。新あら手ての《不幸の手紙》ですか？　それともなにかの勧かん誘ゆうとか？」

「読んでわからないか。恋に悩む乙女おとめの悲ひ痛つうな叫さけびだよ！　ああ、読んだだけで泣きそうだ！　いや、むしろ全米が泣いた！」

「全米が泣こうが、全宇宙が爆ばく笑しようしようがいいんですけどね……。僕にはイタズラにしか見えません」

「ああ、私も一いつ瞬しゆんはそう思った。だが、ちゃんと記き名めいされていたからな」

　ルーズリーフの下の方に、差出人の名前が書かれていた。

『３年Ｃ組　雪ゆき村むら珊さん瑚ご』

「って、珊瑚かよ？」

「そう。おまえのクラスの女生徒だ」

　彼女はクラスメイトのツッコミ役であると同時に、女子のリーダー的存在だ。スパッと竹を割ったような性格で、ウジウジと思い悩むタイプには見えないんだけどな。

　あ、でも、待てよ……？

　四時限目の体育のとき、珊瑚のようすがヘンだった気もするな──




　四時限目の体育は自習だった。

　女子はソフトボール。そして男子は、体育館でバスケをやることになったんだ。

　男子の試合も白はく熱ねつして、それはそれで楽しかったんだけど……やっぱ、一時間ぶっ続けてバスケしたら疲つかれちゃうワケで。

　途と中ちゆうから休きゆう憩けいがてら、女子の授業を見学しはじめたんだ。勘かん違ちがいしないで欲ほしいんだけど、あくまでメインは休憩で、見学は副ふく次じ的てきなものなのである。……本当ですよ？

「いやぁ、しかし、アレだな」

　体育館のコンクリート製のたたきに腰こし掛かけた猿さ渡わたり三さん聖せいが、バスケットボールを指の上で回しながらしみじみと漏もらした。

「萌ほう月づきのチチは、すげえな。体たい操そう服ふくがはち切れそうだぞ」

「って、そんなトコして見てないのかよ」

　隣となりに座る僕がツッコミを入れると、彼は驚おどろいたように目を丸くした。

「女子の体育を眺ながめながら野や郎ろうどもがする会話っていったら、発育具合いを語かたる以外ないだろ？　つーか、語らなきゃ失礼に当たるね。見てみろよ、この光景を……」

　グラウンドでは小動物──じゃなかった、小動物じみた印象のある女の子。クラス委員長の栗くり木き坂ざか有ゆう香かがバッターボックスに入ったところだった。

「かっ飛ばせー！　いいんちょ！」「行けー！　ホームランだよー！」「っていうか、ホームランって何点？」「五点ぐらいじゃないの？」「うお、五点取れたら同点じゃん！」「そしたらＰＫ戦だね！」「イヒヒ、あんたたちルールブックを読んだ方がいいねぇ」

　声せい援えんを受けて、いいんちょは緊きん張ちようしたようにバットを構かまえる。明らかにバットを持つ手が左右逆だった。

「行くよ！　いいんちょ！」

「あわわわわわわ……」

　ピッチャーの来らい夏かがウインドミル投とう法ほうで剛ごう速そつ球きゆうを投げる。

　いいんちょは目をつぶったままフルスイングした。

　奇き蹟せき的てきにボールはバットに当たり、内野へと飛ぶ。転ころがるボールを追いかけて、クラスの女子たちがきゃあきゃあと騒さわいでいた。

　そんなようすを眺めて、

「────ハレルヤ」

　幸せそうに猿渡は神への感謝を捧ささげた。

「体操服で戯たわむれる少女たち……実に素す晴ばらしい光景じゃないか。だが、俺たちは三年生だ。女の子たちの《ぶるまぁ姿》なんて、来年には見られなくなるんだぜ？……いや、こんなご時じ世せいだ。ひょっとしたら、明日にも学校がなくなるかもしれない。だからこそ俺は、この美しき景け色しきをココロのフィルムに焼き付けておきたいんだよ。永遠に忘れないためにさ……。見ろよ、密ひそか、夕日があんなに綺き麗れいだぜ……」

「感動的にまとめたつもりだろうけど、言ってることはエロオヤヂそのものだぞ。しかも、今は真っ昼間だ」

「よぉし！　あの丘おかの上まで競きよう走そうだ！　レッツゴー！」

「僕のツッコミはオール無視か」

　猿渡は目元も涼すずやかなクール系の美青年だ。人気ナンバーワンホストとか言われても信じそうな感じ。でも、実じつ家かがお寺とは思えないぐらい、ノリが軽いんだよね。しかも、いっつも女の子のシリばっかり追いかけてる。まあ、軽すぎる言げん動どうのせいでフラれ続けてる辺り、憎にくめないんだけどさ。

　指で回していたバスケットボールを軽く跳はね上げて、座ったままリフティングしつつ、

「んで？　密センセは、スタイルだけで言ったら誰だれが好このみなんだ？　やっぱ、萌月か？」

「確かに胸は大きい方が好きだけど、来夏は幼おさななじみだからなあ」

「ムラムラしないってか。じゃ、サクヤちゃんはどうよ？　かなりの美び脚きやくだと思うぜ。あれだけニーソの似合う娘こはいないぞ」

「でも、彼女は貧ひん乳にゆうだし。……ってか、よく見てるよな。感心しちゃうよ」

「おいおい、まるで自分は見てないかのような口ぶりだな！　さすがは、我がクラスのムッツリ王！　ムッツリ野郎王国は、今日も元気な仲間でいっぱいです！」

「誰がムッツリ王だ。そんな王国は滅めつ亡ぼうしてしまえ」

　声をあげて笑いながら、猿渡はボールをパスしてきた。片手で受け止めて、そのまま指の上で回す僕。

　大して興味はなかったけれど、作り笑いを浮うかべつつ尋たずねてみた。

「そういうおまえは、どうなんだよ、猿渡」

　僕は極きよく力りよくクラスメイトとの会話についていくようにしている。基本的に、相あい容いれない存在だけれど、普ふ通つうの生徒を演えんじようとは思ってるんでね。シモネタっぽい会話は、ちょっと苦手なんだけどさ。

　楽しげに笑いながら、猿渡は聞き返してくる。

「誰だと思う？」

「そうだなあ……大穴で、いいんちょとか」

「栗木坂いいんちよかあ……顔は可愛かわいいけど、ロリ体型だからなあ」

「それじゃ……珊瑚？」

　心しん底そこイヤそうに、猿渡は舌を出して、

「って、なんでそこで珊瑚が出てくんだよ!?」

　珊瑚は女子のリーダー的存在だ。女の子と見れば誰彼構かまわず声をかけようとする猿渡とは、犬けん猿えんの仲だった。

「俺は自じ慢まんじゃないが、ストライクゾーンが広い」

「確かに自慢にはならないけど……広いって、どれくらい？」

「俺の好みのタイプは、遺い伝でん子しがＸＸの人かな。ゆりかごから墓はか場ばまでカバーするぜ？」

「どんだけ広いんだよ」

　長い前まえ髪がみを搔かき上げながら腕うでを広げて、猿渡は妙みように決まったポーズを取った。

「俺のストライクゾーンは無限大！　まさしく宇宙なのさ！」

「……あっという間にバッターアウトになりそうだね。人として」

「しっかーし！　自他共に認める女好きの俺だが、珊瑚だけは無理だ！　アイツは俺の天てん敵てきだからな！　あのハリセン女のせいで、何人の女の子にフラれたことか！　ついでに言うなら、スタイルもダメだ！　まっっっっったくムラムラしない！　チチないし、脚あしも太いし、無む駄だに背ぇデカいし！　いいとこゼロだよ！」

　カキ────ン！

　グラウンドから《熱投甲子園》のオープニングみたいなバットの音が聞こえてきた。サクヤがホームラン性の当たりで打球を放ったようだ。白球が青空に吸い込まれそうなほどに高く上がっている。

「珊瑚ー！　行ったよー！」

　打球は外がい野やで守る珊瑚の元へと飛んでいった。珊瑚は運動神経がいい。キャッチするのは間違いないだろう。遠いからハッキリとは見えないけれど、マウンドに立つ来夏は勝利を確信しているようにも見えた。

　しかし──すこーんっ！

　ソフトボールは珊瑚の頭に当たって大きく跳はね返った。ボールが当たったのにも気付かないみたいに、珊瑚はぼーっと立ちつくしている。

「……なにやってんだ、アイツ？」

　猿渡は訝いぶかしげな顔をして、グラウンドを眺めていた──




　うん、確かに珊瑚のようすはおかしかった。

　あのエラーのせいで、珊瑚が率ひきいていた《ぱんださんチーム》は負けちゃったしね。ぼーっとしていたのは、悩なやみ事があったからなのだろうか……？

　と、センパイの呆あきれたような声がかかった。

「おい。随ずい分ぶん長い間、沈ちん黙もくしているが……回想モードが長すぎるんじゃないのか？」

「すみません。ちょっぴり現げん実じつ逃とう避ひしたい気分だったんで」

「シッカリしてくれねば困るぞ。恋れん愛あい成じよう就じゆ生せい徒と会かい、再開一発目の恋愛相談だ。派は手でにぶちカマす予定なのだからな！」

　ドスッ！──センパイは書類にハンコを押おした。

「……と、言いたいところだが。見ての通り、私は雑ざつ務むで忙いそがしいのだ。前任の生徒会長がサボっていたためにな。ハンコの押しすぎで腱けん鞘しよう炎えんになりそうだよ」

「予言しておきます。腱鞘炎になるよりも、その机が破は壊かいされる方が先ですよ」

　ドスッドスッドスッ！──続けざまにセンパイは押おう印いんしつつ、

「というわけで、この私に代わってシドが悩みを聞いてこい。そして、解消してやるのだ。恋愛成就生徒会の書記としてな。以上、なにか質問はあるか？」

「僕に断ことわる権利はありませんか？」

「ない。もしも断るなら、おまえへの銃じゆう器きの供きよう与よはストップする。《横浜》から不法に武器を手に入れないよう監かん視しをつけると共に、銃じゆう刀とう法ほう違い反はんでの訴そ追ついも検けん討とうする予定だ。他になにか質問は？」

「センパイは鬼おにですか？」

「私は恋愛原理主義者だ」

　センパイはニコリともせずに、真ま顔がおで言い切った。

「質問は以上だな？　では、頑がん張ばってくれ！　全すべては愛のために！」

　もう何度目だかわからないため息を吐ついて、僕はソファから立ち上がった。仕方がない。珊瑚からテキトーに話を聞いて、お茶を濁にごすとしようか……。

　重たい足を引き摺ずるようにして、生徒会室の扉とびらに向かうと、

「ああ、そうだ、シド。最後にもう一つ。大事なことを言うのを忘れていた」

《刑けい事じコロンボ》みたいなセリフで呼び止められた。

　猛もう烈れつにイヤな予感を感じつつ振ふり返る。

「なんでしょう？」

「今回はおまえに協力者をつけてやる。おい、入ってこい！」

　センパイが声をかけると、生徒会室に隣りん接せつした生徒会会議室の扉が開いた。

　現れたのは──

「椎し堂どう密。私も手伝わせてもらう」

　──サクヤだった。

「って、なんでサクヤと一いつ緒しよにやんなくちゃいけないんですか!?」

「おまえと有あり栖す川がわは、恋愛をしようとしているんだろう？　恋愛の機き微びを知るには、他人の恋こいに触ふれるのが手っ取り早い。それに、おまえとの仲を深ふかめるにも有ゆう効こうだ。《共同作業》というのは一体感を生むからな。《ケーキ入刀》でもする気分で頑張るがいい！」

　ものすごく真しん剣けんな顔で、サクヤは僕を指さした。

「イヤとは言わせないからっ！」

　激はげしい頭ず痛つうを感じて、思わずうずくまってしまう僕。

　ほらね？　いつだって、こうなんだよ。

　高天原センパイに関かかわると、ロクなことが起こらないんだよ……。
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「椎堂密。質問がある」

　人気の無くなった放課後の教室。

　難むずかしい顔でブックカバーのかかった本を読んでいたサクヤが、ふいに顔を上げた。

　窓まど辺べに腰こし掛かけて外を眺ながめていた僕に尋たずねてくる。

「おまえは、人を好きになったことがある？」

「…………突とつ然ぜん、ヘンなコト聞くね」

　一いつ瞬しゆんだけ迷ったけれど、

「あるよ」

　本当のことを答えた。制服の上から、自分の心しん臓ぞうの辺あたりを指さして見せる。

　そこには十じゆ字じ架か形がたの傷があるんだ。

〝あの人〟が付けた傷きず痕あと──僕たちが愛し合った証あかしが。

「ああ、そうか。おまえに傷を付けた相手がいたのよね」

　サクヤと出で逢あった時に、この傷について簡かん単たんに説明してる。相思相愛になれば、こんな風に傷を付けられる──僕を殺せる、とね。

「その傷を付けた相手が好きだった？」

「今は、好きじゃないけどね。恋ってのは、残念ながら冷めてしまうものだからさ」

　作り笑いを浮うかべて、噓うそを吐いた。

　本当は今でも〝あの人〟のことが、大好きなくせにさ。

　幸い彼女はそれ以上追及せず、そういうものか、と頷うなずいた。

「《人を好きになる》っていうのは、どういう感じなの？」

　恋をした気分。人を好きになった気持ち、か。

　とても難しい質問だね。

　誰しも思春期を迎むかえれば、異い性せいを好きになったりすると思う。けれど、そのときの気分を言葉にしろと言われると、返答に詰つまっちゃうんじゃないだろうか。

《不安に満ちた高こう揚よう感かん》《臆おく病びような焦しよう燥そう感かん》《滑こつ稽けいすぎる悲ひ劇げき》

　レトリックに逃にげるなら、そんな表現になるだろう。

　だけど、きっとサクヤはこんな言葉遊びじゃ満足してくれないだろうね。

　……仕方ない。抵てい抗こうがあるけど、少しだけ実体験を話すとしよう。この話題は、さっさと打ち切りたいし。

「僕が恋をした時は、世界が《書き換かえ》られたような感じだったよ」

「……書き換える？」

「そう。森しん羅ら万ばん象しよう。生きとし生けるもの。ありとあらゆるこの世の全てが、新しく書き換えられたみたいな気分がした。世界を司つかさどるルールすらも変わってしまったようだったよ」

　そう──〝あの人〟への想おもいを自じ覚かくした時、

　僕は、生まれ変わった。

《死ねない死にたがり》だった僕は死に、〝あの人〟のために生きたいと願ねがう椎堂密が誕たん生じようしていた。鋭するどいナイフみたいに僕を切り裂さき続ける《現実》も、〝あの人〟と共にあれば生きていける気がした。

　恋をして、僕の世界は、変わったんだ。

「そう。そんな気分になるものなのね……」

　取り繕つくろうように、僕は付け足した。

「まあ、大おお袈げ裟さかもしれないけどね。個人差があると思うし。……ってか、どうしてそんなことを聞いたんだよ？」

「うん。この資し料りように、恋する気持ちゆえに国家を裏うら切ぎる王女のことが書かれていたの。その気持ちが、私には理解できなかったから」

「なんの本を読んでるんだ？　さっきから随ずい分ぶん熱ねつ心しんだけど」

　真ま面じ目めくさった表情で、サクヤは手にしていた本を広げて見せてくれた。

　サクヤが資料と呼んだ書物は──少女漫まん画がだった。太古の昔に流行はやった、瞳ひとみの中に銀河系が渦うず巻まいちゃってるようなヤツ。

「一いつ刻こくも早く恋れん愛あいをして、世界を救わなくてはいけない。だから、勉強している」

　古こ文もん書じよを解読する学者のような雰ふん囲い気きで、サクヤは再び少女漫画を読み進める。時とき折おり、「難なん解かいすぎる……」と呻うめきながら。

　小さく苦く笑しようしつつ、僕は窓の外に視線を移した。

　教室にはしばらくの間、サクヤがページを繰くる音と、春風に吹ふかれるカーテンのはためきだけが響ひびき続ける。

　サクヤが漫画を読み終えた頃ころ──

「ごめん、密っち。待たせた」

　ポニーテールを揺ゆらして、珊瑚が教室に小走りに駆かけ込んできた。制服ではなく、袴はかまに身を包んでいる。そういえば、珊瑚は弓きゆう道どう部ぶだったっけ？

「後こう輩はいたちが離はなしてくんなくてさ。大会が近いから。遅おくれてごめ、」

　言い終わる前に、サクヤが摑つかみかからんばかりに詰め寄った。無表情のまま詰きつ問もんする。

「悩なやみというのはなに？　白はく状じようして！　私たちが解決するから！　さあ早くっ！」

「は、はあ!?　なに言ってんの？」

　サクヤの剣けん幕まくにたじろいで、珊瑚は後ずさる。

「って、そんな風に聞いたら話してくれるわけないだろ」

「そうなの？」不満そうに、対天使兵器ルシフエリオンは眉まゆを顰ひそめた。

　助けを求めるように、珊瑚は僕の方を見て、

「ちょっと、どういうこと？　密っち」

「高天原センパイが戻もどってきたのは知ってるだろ。生徒会長に頼たのまれちゃってさ」

《愛の目安箱♡》に投とう函かんされていたルーズリーフを珊瑚に渡わたした。

「これってきみが出したのか？」

　ルーズリーフに目を通した珊瑚は、呆あきれたように息を吐ついた。

「アホらし。こんなの私が出すわけないでしょ？」

「……だろうと思ったよ。心当たりはある？」

「この字に見覚えあるわ。ったく、あのお節せつ介かいめ……」

　珊瑚は教室中央の一番前の席。教きよう卓たくの目の前に位置する──《ポールポジション》と呼ばれている机を見やった。

　その席に座すわっているのは、いいんちょだ。

「彼女が出したのか？」

「たぶんね。いいんちょってば、高天原センパイを尊そん敬けいしてるって言ってたし」

　いいんちょは、クラス委員としての職しよく務むを立りつ派ぱに勤つとめ上げようと努力してる。《委員長っぽい雰囲気だ》という理由で押おしつけられただけなのに。よほど責任感が強いんだろう。

　けれど元々が気弱な性格なので、クラスをまとめていけるかどうか不安に思っているらしかった。だから、強力なリーダーシップを誇ほこる高天原センパイに憧あこがれを持っているんだ。

　そういえば、高天原センパイを見るときのいいんちょの瞳はハート型だった気がする。彼女がヘンな道に進まないといいけどな。

「私に悩み事があると思い込んだいいんちょが、早とちりして生徒会長に相談しちゃったのね」

「早とちりってことは……悩みはないの？」

　訝いぶかしげな顔で尋たずねたサクヤに、珊瑚は当然だと言わんばかりに明るい声で言った。

「あったり前じゃん。私ってさ、悩み事とは無む縁えんなヒトなんだよね。ちょっとヤなことがあっても、美味おいしいモノ食べて、熱いお風ふ呂ろに入って、グッスリ寝ねたら忘れちゃうし」

「そう……」ちょっぴり残念そうに、サクヤは唇くちびるを引き結ぶ。

「ちょっとー！　悩みなんてなかったんだから、そんな顔しないでよ！　サクヤさん」

　珊瑚は笑いながらサクヤの肩かたを叩たたいて、

「密っちも悪かったね。なんか心配かけたみたいでさ」

「いや、僕は高天原センパイにムリヤリ巻き込まれただけだからさ」

「あはは……だろうね。密っちって、ニコニコしながらみんなとバカ話はするけど、真面目な話は避さけそうな感じだし」

　へえ、よくわかってるね……。ちょっとだけ感心しつつ、

「そんなことないさ。これでも悩めるクラスメイトがいたら手を差し伸のべたいと思ってるんだよ」

「ふうん。だったらさ……」

　ニヤっと笑って、珊瑚はサクヤに聞こえないように僕だけに耳みみ打うちしてくる。

「サクヤさんも応おう援えんしてるけど……私は来夏っち派はだからさ。放課後を幼なじみのためにも使ってあげてよね。来夏っちも相当悩んでるんだよ？」

　来夏が悩んでる？　なんでアイツが悩むんだ？　意味不明だね。

　疑ぎ問もんに思っている僕を見て、珊瑚は小さくため息を吐いて、

「用件はこれだけ？　私は部活に戻るよ。後輩たちが待ってるし。じゃね！」

　元気よく敬けい礼れいしてみせると、ポニーテールを揺ゆらして駆かけていってしまった。

「オメガ……」

　困ったように立ちつくすサクヤに、僕は作り笑いを浮うかべた。

「悩みなんてなかったんだ。良かったじゃないか」

　いいんちょが書いたというルーズリーフをゆっくりと破って見せる。

「高天原センパイにも、問題はなかったと報ほう告こくしよう。これで万ばん事じ解かい決けつだ」

　本当のことを言えば──体育の時間の珊瑚のようすは、少しばかりおかしかった。

　いいんちょが心配したように、ひょっとしたら珊瑚はなんらかの悩み事を抱かかえている可能性がある。内心で苦く悩のうしつつ、無理して笑え顔がおを浮かべているのかもしれない。

　だけど──僕には関係がない。関係したいとも思わない。

　ハッキリ言えば、どうでもいいんだ。

　僕にとって、クラスメイトは《学校》が無ぶ事じに機き能のうしているかどうかの指し標ひように過ぎないんだから。彼らの事じ情じように踏ふみ込まずに済むのなら、それに越こしたことはない。

「じゃ、帰ろうか」

　それ以上の思し考こうを放ほう棄きするように、僕はルーズリーフの紙し片へんをゴミ箱に放ほうり込んだ。
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　高天原センパイには、雪村珊瑚は悩んでなどいなかったと報告した。なぜか意味ありげに小さく笑っただけで、あっさり解放してくれた。

　それで全すべてが終わったと思ったんだけど……世の中はそんなに甘あまくはなかった。

　珊瑚のようすは相あい変かわらずおかしいままだった。しかも、それは刻こく一いつ刻こくとひどくなっていったんだ──




　翌日の昼休み。

　休み時間がはじまるなり、来夏が珍めずらしく難むずかしい顔をしながら僕の席へとやってきた。小声で尋ねてくる。

「ねえねえ、ひーちゃん、ゆっきーのようすがヘンなんだけどさ……なにがあったか知らない？」

「僕が知るわけないだろ。きみは珊瑚の親友なんだ。気になるなら本人に聞けばいいじゃないか」

「それが教えてくんないんだよ」

　来夏は珊瑚の方を窺うかがった。

　窓辺に立った珊瑚は、時とき折おり、ため息を吐きながら遠くを眺ながめている。《キビキビ》とか《ハキハキ》なんて擬ぎ態たい語ごの似合う彼女には似つかわしくない行動だね。

「話しかけるといつものゆっきーに戻もどるんだけど、すぐにあんな感じになっちゃってさあ。悩みがあるなら話してって言うと『別になにもないから！』とか怒おこっちゃうし……」

「ほっとけばいいだろ。複ふく雑ざつなお年とし頃ごろなんだよ、きっと」

「そういうわけにはいかないってば！　悩みがあるなら相談乗ってあげたいじゃん！」

　腕うで組ぐみをしつつ、来夏はため息を吐いた。

「どうしたらいいのかなあ……？」

　いいんちょに負けず劣おとらず、来夏もお節せつ介かい焼やきだから、放置しておくわけにはいかないんだろう。我わが幼なじみながら、難なん儀ぎな性格だね……。

　どう返答したものかと思案していると、

「さーわーたーりーくーんっ！」

　教室中にいいんちょの怒ど声せいが響ひびいた。丸っこいほっぺたを膨ふくらませて、目を怒いからせている。腰こしに手を当てて、猿渡を睥へい睨げいした。

　自分の席に座って、友人たちとトランプしながらパンを頰ほお張ばっていた猿渡は首を傾かしげる。

「どうしたんだよ、いいんちょ」

「ちょっとそこに座すわりなさいっ！」

「いやもう座ってるし」

「ヘリクツ言うんじゃありませんっ！」

　おかしなやり取りだけど、いいんちょは本気で怒ってるようだ。頰を紅こう潮ちようさせつつ、トランプの載のった机をバシッと叩たたいて、

「猿渡くんっ！　え、えっちなのはイケナイと思いますっ！」

「はあ？」

「弓道部の女の子から、苦く情じようが来たんですっ！　朝あさ練れんしてる女の子たちの部室を、の、覗のぞいたでしょうっ!?」

「ああ、覗いたよ」

「言い逃のがれしようとしても無む駄だですっ！　素す直なおに認めなさーいっ！」

「いや、だから、認めてるって。覗いた瞬しゆん間かんバレちゃって、肝かん心じんなトコはなにも見えなかったけどさ」

「なななな、なんでそんなことしたんですかぁっ！」

　顔を真っ赤にして、いいんちょは机をバンバン叩く。

　対する猿渡は涼すずしい顔して、前まえ髪がみをかき上げた。

「なんでそんなことしたって、決まってるだろう？　剣けん道どう部ぶのヤツに覗き穴があるって教えてもらったからさ。そんな夢のようなスポットがあると知ったら、覗かざるを得ないだろう!?　男として！　俺が俺であるために！」

「《そこに山があるから》みたいなコト言ってもダメですーっ！」

　頰ほお袋ぶくろにどんぐりを山ほど詰つめ込んだリスみたいに頰を膨らませて、いいんちょは猿渡を睨にらみつける。

「武士の情けとして、センセイには知らせてませんっ」

「いつから武士になったんだ」

「もうっ！　いちいち揚あげ足あしを取らないのっ！」

《めっ！》と猿渡を叱しかりつつ、いいんちょは掃そう除じ用よう具ぐ入れの隣となりにあるダンボール箱へと駆け寄った。それはツッコミ系少女である珊瑚の私物で、《珊瑚専用ハリセン箱》と呼ばれている。

　いくつも放り込まれているハリセンの中から、いいんちょはとびきり大きな一品を取りだした。赤く塗ぬられているそれは、通つう常じようの三倍の威い力りよくがあると言われている業わざ物ものだ。

「センセイには知らせません。ですが……」

　いいんちょは丸いメガネを、人差し指であげながら、

「雪村さんに後こう輩はいの仇かたきを討うってもらうことにしますっ！」

「いや、ちょっと待て！　俺を殺す気か！」

　赤いハリセンを珊瑚に差し出した。

「雪村さん。お願いしますっ。いつも通り、バシバシやっちゃってくださいっ！」

　猿渡が女の子にちょっかいを出して、珊瑚にハリセンで殴なぐられる。それが我がクラスの日常の光景なんだ。

「く、来るなら来い！　返り討ちにしてやるぜ！　近づけば俺のカマキリ拳けんの餌え食じきだ！」

　拳けん法ぽうの心こころ得えのある猿渡は、妙みような構かまえを取った。

　赤いハリセンを受け取った珊瑚は、黙だまったまま猿渡にゆらりと近づく。

　二秒ほど向かい合っただけで戦せん意いを喪そう失しつした猿渡は、

「待て！　話し合おう！　話せばわかる！　暴ぼう力りよくはなにも解決しないぞ！　えーっと、あ、そうだ！　確かに俺は弓道部の部室を覗いたが、珊瑚は見てない！　だから、いいじゃないか！　なんせ俺は、珊瑚のハダカには興味はないからなっ！　そもそも、おまえのヘンペーな胸を見て喜ぶ男子がいるわけがない！　そんな奇き特とくなヤツはこの地球上に存在しないだろう！　珊瑚なんざ誰も女扱あつかいしないはずだ！」

「猿渡ー！　逆効果、逆効果ー！」

　クラスの誰かが声をかける。

　ヤツは死んだな──教室の誰もがそう思った。

　しかし、思いがけないことが起こった。

　珊瑚の瞳ひとみから涙なみだがこぼれ落ちたんだ。

「誰もおまえのことなんて……って、あれ？　なんで泣いてんの？」

　カマキリ拳のポーズのまま、猿渡は呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

「ゆっきー！」

　慰なぐさめようと来夏が駆かけ寄る。だが、肩かたに置かれた親友の手を、珊瑚は振ふり払はらった。

「ごめん。平気だから」

　ポニーテールを震ふるわせて泣いていた珊瑚は、耐たえきれなくなったように教室を飛び出してしまう。追いかけようとした来夏に「一人にしておいてくれない？」と言い置いて。

　残されたクラスメイトたちは、顔を見合わせた。無言で頷うなずき合った女子生徒たちの手に、ハリセンが行き渡わたる。

　黙ったまま猿渡を取り囲かこみ、ハリセンでバシバシ殴りはじめた。

「ちょ、痛っ!?　痛いって!?　みんなして無言で叩たたくのやめて！　っていうか、今の俺が悪いの!?　アイツが突とつ然ぜん泣いただけじゃん？」

　そんな喧けん噪そうをよそに、サクヤは立ち上がった。

「……椎堂密、お前も来い。後を追う」

「お、おい、サクヤ！」

　止める間もなく、彼女は走り出す。その表情は、天使が来るとわかったときのような真しん剣けんなものだった──




　珊瑚は屋上にいた。給きゆう水すい塔とうの陰かげで声を殺して泣いていたんだ。

　けれど、僕たちが来たのに気付くと、涙を拭ぬぐって笑え顔がおを浮うかべる。

「なによ？　一人にしてって言ったはずだけど？　少しは空気読んでよね」

　ぐすっと鼻をすすって、珊瑚は続ける。

「私のことなら心配いらない。ちょっと興こう奮ふんしただけ。すぐに元に戻もどるからさ」

　珊瑚と対たい峙じするように、サクヤは仁に王おう立だちした。涙に濡ぬれるクラスメイトを睨み付け、

「……自じ慢まんじゃないけれど、私は非常に優ゆう秀しゆうな兵士だった。訓くん練れん所じよ時代から任にん務むの遂すい行こう率りつは一〇〇％に限りなく近く、上官にも信しん頼らいされていた。だからこそ、《スペードナンバー》の最高の数字を与あたえられたの」

　うわ、なにを口走ってんだ、この対天使兵器ルシフエリオンは。

　キョトンとした顔をしてる珊瑚に、僕は慌あわててフォローする。

「あー、彼女は剣けん術じゆつを伝でん承しようする家の出身で、出された課か題だいを完かん璧ぺきにこなしたってことだよ。《上官》ってのは《師し範はん代だい》のことだね。彼女の田舎いなかじゃ、そう言うんだ。日本は広いね？」

「はあ……」

　泣き顔のまま気の抜ぬけたような返事をした珊瑚に気付かず、サクヤは続ける。

「私は任務を途と中ちゆうで放ほう棄きしたことなど一度もない。敵てき前ぜん逃とう亡ぼうをしたことも、一度だってない。どんな困難な作戦であろうと一％でも遂行の可能性があれば、諦あきらめることなんてなかった。だから──」

　サクヤはビシッと珊瑚を指差した。

「あなたに悩なやみがあるのなら見み過すごすわけにはいかないの！　私は、珊瑚さんの悩みを解かい決けつせよと命令されたのだからっ！」

　高天原センパイの言葉を、上官の命令のように受け取っているらしい。恋れん愛あいの機き微びを知るために必要なことだって言われたから、余よ計けいに真剣なのかもしれない。

　珊瑚は呆あきれたように言い返した。

「なんだかよくわかんないけどさ、サクヤさん。あんた、しつこいよ。悩みなんてないって言ってるでしょう？　私のことはほっといて、」

　対天使兵器ルシフエリオンはクラスメイトの言葉を遮さえぎって、

「椎堂密と恋愛をするために、私なりにいろいろと勉強をしている。それで知ったんだけど……恋の悩みというのは身が引き裂さかれるほどに辛つらいのでしょう？」

「…………」

「隠かくしておけないぐらいに辛いものだって書いてあった」

「や、やめてよね。誰が、恋に悩んでるっつーのよ。勝手に決めつけないで」

「だったら──」サクヤは、珊瑚に一歩近づいた。指先でそっと頰ほおを拭う。

「どうして泣く？」

「これは……コンタクトがズレたの」

「きみの視し力りよくは裸ら眼がんで２・０だろ。弓道部の主しゆ将しようのくせに」

　思わずツッコんだ僕に、珊瑚はイヤそうな顔をした。

「まったく、密っちは……。他人のことなんて興味ないくせに、女の子の視力なんかいちいち覚えてんじゃないよ」

「その通り、僕はまったく興味がないよ。きみがなにを悩んでいようが、知りたいとは思わない」

　屋上と校こう舎しやを繫つなぐ階段室の方を見やりつつ、僕は続ける。

「……だけど、サクヤの気が収まらなそうだから、悩みがあるなら話してみたら？　来夏もいいんちょも気にしてるし……このままじゃ、僕はまた高天原センパイに無む理り難なん題だいを吹ふっかけられちゃいそうだしさ」

　僕とサクヤを交こう互ごに眺ながめていた珊瑚は、観かん念ねんしたように息を吐はいた。

「わかった、話すよ。話さなきゃ納なつ得とくしてくれないんでしょ？……でも、ホント、大したことじゃないんだ」




　中学生の頃ころの珊瑚には、小お山やま田だ唯ゆ羽うという親友がいた。

　とても仲の良い二人は、仲良く同じ男の子を好きになってしまったんだ。

　笹ささ崎ざき康こう太た郎ろうという名前のサッカー部のエースだそうだ。

「どっちかが康太郎とラブラブになっても、恨うらみっこナシだからね」

「二人ともフラれちゃったらどうすんのよ？」

「そのときは……二人で残念パーティしようよ！」

　親友同士の二人は、正々堂々と恋こいをすることを誓ちかったんだ──




　珊瑚は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

「私、バカだからさ。フェアプレイの意味、わかってなかったんだよね」

「……抜ぬけ駆がけして、彼をゲットしちゃった、とか？」

「あはは、逆だよ。友達を裏切りたくなかったから康太郎にすっごいアピールしてやったの。『唯羽はイイヤツだよ。オススメだよ』って。そのおかげとは言わないけど、康太郎と唯羽は付き合うことになったんだ」

　自分のことのように、珊瑚は嬉うれしそうに続ける。

「二人はすっごい仲良くってさ。一いつ緒しよの高校に──西にし高こうに進学したんだけど、バカップルとして学校中に知れ渡わたってたらしいよ」

「珊瑚は同じ学校に行かなかったんだね」

「……まあね。我ながらサバサバしてるなーとか思う私だけど……二人を見てるのはちょっち辛つらくてさ。見てるこっちが恥はずかしくなるぐらいラブラブだったから」

　ラブラブだった──か。

　この過去形の言い回しってヤツが大だい嫌きらいなんだ。ロクなセリフが続かないから。

　案あんの定じよう、珊瑚は悲しげに続けた。

「だけど、去年ね……唯羽が天使に回収されちゃったのよ。康太郎を残して」

　天使は、いつだって人々の大切なものを奪うばっていく。狙ねらい澄すましたように。容よう赦しやなく。

「康太郎はすっごいショック受けちゃったのよ。天使に復ふく讐しゆうしたいからって、学校やめてジエータイに入ろうとするぐらいにね。んで、彼を乗せた電車が、今日出発しちゃうってわけ──以上で、身の上話はおしまい。はは、つまんないよね。オチがなくてごめん」

　珊瑚の話を黙だまって聞いていたサクヤが、ポツリと呟つぶやいた。

「…………わからない。どうして、それで珊瑚さんが泣く？」

「そりゃまあ、友達がジエータイに入っちゃうんだからさ。入隊しちゃったら、なかなか会えなくなるし。寂さびしいかもなあって。そんだけ」

　言い訳じみたその言葉を、サクヤは聞いてはいなかった。なにかに気付いたように、ハッと顔をあげる。

「そうか……珊瑚さん、その相手のことが、まだ好きなのね。好きな気持ちを諦めきれないから、苦しんでる」

「そ、そんなわけないでしょう？」

　珊瑚の言葉が強つよがりなのは、瞭りよう然ぜんだった。懸けん命めいに《普ふ通つう》を装よそおおうとしていたけれど、唇くちびるが不自然に震ふるえていたんだ。

「好きだったら、その気持ちを伝えればいいのに。どうして言わない？」

「い……言えるわけない」

「なぜ？」

「フェアプレイで行こうねって親友と誓ちかったのよ。唯羽がいなくなったからって……傷ついてる康太郎に告白するようなマネ、私にはできない！　そんな卑ひ怯きようなコト……！」

「だけど──」

　サクヤは疑いを知らないような瞳ひとみで、珊瑚を見つめた。

「それでは、珊瑚さんが辛い」

　ＡＲＩＣＥの対天使兵器ルシフエリオンとして生きてきたサクヤは、《恋心》が理解できていない。しかし、無む知ちだからこその純じゆん粋すいな言葉が、珊瑚のココロに突つき刺ささったようだ。

「…………辛いよ。辛いに決まってるじゃない。だけど、どうしようもないでしょう？　親友は……唯羽はいなくなっちゃったんだから！」

　堪こらえきれなくなったように、再び珊瑚の双そう眸ぼうから涙なみだが溢あふれ出した。両手の拳こぶしをギュッと握にぎりしめて肩かたを震ふるわせている。

　気が強い珊瑚が、こんな風に泣いているところを見るのは初めてだった。

　それぐらいに、康太郎くんのことが好きなんだ。

　そして、それと同じくらい、死んでしまった親友のことが大切なのだろう。

「もう、どうしようもないのよ……！」

　唇を嚙かみしめて、懸命に嗚お咽えつを堪えようとしていた。しかし、無理なようだ。ココロから溢れ出た想おもいがこぼれ落ちるように、大おお粒つぶの涙が頰ほおを伝っていく。

　と、そのときだ──

「そういうことなら早く言えよ！」

　階段室から猿渡が出てきた。

「珊瑚にそんなことがー！」「珊瑚も女の子だったんだね！」「やばい、感動した！」「ちょ、押おすなって！」「うわわわわわ！」

　彼に続いて、クラスメイトたちも屋上に雪崩なだれこんでくる。コッソリとようすを窺うかがってやがったんだ。……気付いてたけどね。

「み、みんな……!?」

　妙みように緊きん張ちようしたようすで猿渡は何度も咳せき払ばらいをして、

「《我わが輩はいの辞じ書しよに『デリカシー』の文字はない》をキャッチフレーズにしてる俺だが、なんつーか、その、さっきは悪かったよ。謝あやまる」

「別に、謝られなくたって、」

「代わりと言っちゃなんだが、片想いの相手にコクりたいんだろ？　協力するぜ！」

「水みず臭くさいよ、ゆっきー！　そういうことは早く相談してよね！」

　来夏がビシッと親指を立てる。

「うばびぶれびにゃー！　じゃうあうやうゆん！」

　いいんちょは泣きじゃくってて、なに言ってるのかよくわからなかった。

　制服の袖そででゴシゴシと涙を拭ふくと、珊瑚は寂しげに首を横に振ふる。

「……ごめん。気持ちは嬉うれしいけど、そんな気にはなれないよ。親友は裏切れないから」

「はっはーん。なるほどな、わかったぞ」

　合が点てんがいったとばかりに、猿渡が頷うなずく。

「おまえ、珊瑚じゃないな。恐おそらく、雪村珊瑚に変へん装そうした宇宙人かなにかだ！　正体を現せ！　さもなくば、俺のピグミーマーモセット拳けんが炸さく裂れつするぞ！」

「……は？　なに言ってんの、サワっち。ヘンな電波受信した？」

「ヘンな電波受信中なのは、おまえの方だろうが」

　真ま面じ目めな顔して、猿渡は珊瑚に近づいた。

「俺の知ってる雪村珊瑚は、ンな女じゃねーんだよ。男勝まさりで乱らん暴ぼうで、勝ち気で強つよ気きで乱暴で、曲がったことは大嫌いでおまけに乱暴な女なんだよ！　言いたいことはハッキリ言うようなヤツなんだよ！　そんなウジウジしてねんだよ！」

「サワっち、ケンカ売ってんの？」

「ああ、売ってるね。今のおまえになら、勝てる気がする！　負ける気がしない！」

「さ、猿渡くん……！」いいんちょが、思わず止めに入ろうとしたけれど、

「いいから。黙だまって見てよ？」その肩を来夏が押さえた。

「アンタなんかに、なにがわかるってのよ！」

　ムッとしたように、珊瑚は彼を睨にらみ付ける。

　涼すずしい顔で前まえ髪がみをかき上げて、猿渡は続ける。

「わかってねえのは、おまえの方だよ、珊瑚。いつもおまえは、こんな風に言ってるよな。《いつ世界が終わるかわからないから、後こう悔かいないように生きよう》って」

「だから、なんだっていうの？」

「珊瑚自身はどうなんだ？」

　軽すぎる彼には似合わないくらいに、優やさしい顔で珊瑚に問う。

「後悔しないか？　たった今、世界が、終わったら」

「それは……っ」

　珊瑚は言葉を詰つまらせた。

　うなだれて、自分のつま先を見つめる。

　長い長い躊躇ためらいの後、消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「後悔なんて、もうしてるよ……」

「ＯＫ！　それだけ聞けりゃ、十分だ」満面の笑えみを浮うかべて、猿渡は珊瑚の肩を叩たたく。

「なら、俺たちが助けてやる」

　しかし、珊瑚は悲しげに首を振った。

「無理だよ。康太郎が乗ってる電車はもうじき出ちゃうし……」

「電車の出発時間は？」

　猿渡の有う無むを言わせぬ問いに、ビクッと震えて珊瑚は「二時ちょうど」と答える。

「ビビらせんなよ！　まだ間に合うじゃん！」

「なに言ってんの？　昼休みも終わっちゃうし！　授業がはじまっちゃうじゃない！」

「五時限目の授業は、明日もある」

　しこたま格かつ好こうをつけたポーズで、猿渡は言い放った。

「だがしかーしっ！　恋こいしいダーリンと逢あえるタイミングは、今日、今、この時間、ただの一度しかねえだろうが！」

「なにが恋しいダーリンよ。アホなこと言うな！」

「恋しくねえのか？」

　切り返されて、「うぉっ」と珊瑚はたじろいだ。ポニーテールの先をいじりながら、うつむいてしまう。その頰をちょっぴり朱しゆに染そめ、両手の人差し指を付き合わせて、

「そりゃま…………恋しいけどさ」

「ＯＫ。なら、走るしかねえ！」

「ったくもー」

　呆あきれたように、珊瑚は大おお仰ぎように空を仰あおいだ。

「サワっち。あんたバカじゃないの？　みんなもバカよ！　バカばっかり！」

「その通り、俺たちゃバカだ。大バカだ」

　猿渡はニヤリと笑う。元々、見た目だけはカッコイイヤツだから、その笑顔は一ひと際きわサマになっていた。

「しかーし！　そのバカさ加か減げんこそが、セーシュンだと思うわけですよ！　つーわけで、行こうか、皆みなの衆しゆう！」

『うぇーい！』

　猿渡は珊瑚を引っ張って、走り出した。クラスメイトたちもついていく。

　がんばれっ！　みんな！　応おう援えんしてるぞっ！

　ココロの中で、僕はエールを送った。

　そのまま給きゆう水すい塔とうの上で昼ひる寝ねでもしようかな～と思ったんだけど。

「なにしてんの？　ひーちゃんも行くの！」

「当然だ。生徒会長にも、そう命じられたでしょう？」

　来夏とサクヤに両りよう脇わきを抱かかえられた。そのまま引っ張られる。

「おいおい、僕は行かなくてもいいだろ？」

　抗あらがってみたんだけど、有無を言わさず連行されてしまう。

　こういう熱血シチュエーションは僕のキャラじゃないんだけどな。

　やれやれ。《普ふ通つう》のクラスメイトを演じるのもラクじゃないね……。
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　猿渡の実家である極ごく楽らく寺じは、学校にほど近い場所にある。

　みんなで駆かけ込むと、猿渡家所しよ有ゆうの軽トラに乗り込んだ。全員は乗れないから、猿渡、珊瑚、サクヤ、来夏、いいんちょ、そして僕というメンバーが実じつ働どう部ぶ隊たいに選ばれた。

「誰が運転するんだ？　できるヤツいるの？」

　尋たずねると、猿渡が得とく意いげに手を挙あげた。

「任まかせとけ！　グランツーリスモなら俺の右に出るものはいないぜ！」

「わかった。僕が運転するよ」

　仕し方かたなく運転席に座すわる僕。

　と、エンジンをかけた途と端たんに、

「喝かつッ！　なにをしておるか！」

　袈け裟さを纏まとったご住じゆう職しよく──猿渡の祖父が竹刀しないを片手に寺から飛び出して来た。カメハメ波を撃うつ直前の亀かめ仙せん人にんみたいな筋きん骨こつ隆りゆ々りゆうのお爺じいさん。空手の師し範はん代だんもしているから、鬼おにのように強いというもっぱらのウワサだ。

「グランパ！　ちょっと軽トラ借りてくぜ！」

　猿渡が親指を立てて見せると、もの凄すごい勢いで竹刀が飛んできた。

「ぐぼあ！」

　猿渡の顔面にめり込む。

「借りてくぜ、じゃないわ！　このタワケが！　今は授業中のはずだろうが！」

「頼たのむ！　大事な用件なんだよ！」

　孫の真しん剣けんなようすに、住職はたじろぐ。

「友達のためなんです！」「お願いします！」「住職ステキ！」「ビバ☆和尚おしよう！」

　クラスメイトたちにも口々に頼まれて、「むぅ……」とご住職はうなり声を上げた。

「見み逃のがしてくれ、グランパ」

「悪いが……見逃すことはできん」

　冷たく言い放つと……、猿渡の祖父は背を向けた。

「だから、見なかったことにしてやる。早く行けぃ」

『和尚カッコイイー！』

　クラスメイトの歓かん声せいに、マッチョな坊ぼうさんは照てれくさそうに頭を搔かいた。禿とく頭とうがほんのりピンクに染まっている。

「サンキュー！　グランパ！」

　軽トラの荷に台だいで猿渡が叫さけぶ。

「じゃ、行こうぜ！　出してくれ、密！」

　助手席に座ってる珊瑚が、窓から顔を出した。荷台に座ってるメンツに「気を付けてね！」声をかける。

「ちゃんと代返しとくから！」「絶対に追いつけよ！」「後で詳くわしく聞かせろよな！」

　残ったクラスメイトの声せい援えんを受けながら、僕はゆっくりとアクセルを踏ふみ込んだ。

　キキキキキキキキキ──ッ！

　スキール音を響ひびかせて、軽トラが急発進する。凄すさまじいトルクだ。

「言うの忘れてたけど、この軽トラ《流星号》には《極楽寺チューン》が施ほどこされてるぜ！　グランパの趣しゆ味みは峠とうげを攻せめることらしいからな」

　荷台から来夏の叫びが響く。

「ははは、速すぎるって、ひーちゃん！」

「うばびぶれびにゃー！　じゃうあうやうゆん！」

　いいんちょは泣きじゃくってて、なに言ってるのかよくわからなかった。

　バックミラーで荷台に乗っている面々と、手を振ふるクラスメイトたちを確かく認にんしつつ、

「サクヤ！　みんなが落ちないように、フォローしてやってくれよ！」

　和尚が投げつけてきた竹刀を手に、一人涼すずしい顔して立っているサクヤに声をかけた。

　彼女が頷うなずくのを確認し、さらにアクセルを踏み込む。

　軽トラは神かみ代しろ市を駆け抜ぬけた。

　あまりにもくだらない追つい走そう劇げき。ハッキリ言えば、僕自身がこの状じよう況きようから逃げ出したいくらいだったけれど──なんでかな。

　ちょっぴり、楽しくなってきた。
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　電車に追いついたのは、県けん境ざかいに近づいた辺りだった。

　近くに天使に破は壊かいされてうち捨てられた工場があるぐらいで、辺りに民家は少なかった。僕たちを見下ろすように、小さな丘おかの上に高圧線の鉄てつ塔とうがそびえ立っている。

「こんなことして、いいんでしょうか……？」

　戸と惑まどい顔のいいんちょに、来夏が手をパタパタ振って、

「仕方がないよ。あの列車、駅に停とまらないんだもん」

　駅まで珊瑚を連れていって、康太郎くんと逢あわせてあげようと考えていた。

　だけど、間に合わなかったんだ。運悪く電車が出発してしまった後だった。

　その電車はジエータイによる特別編成らしく入隊志し願がんの青年たちが乗っていたんだけど、通常の電車と違ちがって特定の駅にしか停まらないらしいんだ。この時代ジエータイ志願の青年は貴き重ちようだから、逃にがしたくないという思おも惑わくがあるのかもしれない。

　そこで。

　駅に停まらないのなら、電車をムリヤリ停めてしまおうなんて考えたワケ。

　もちろん、こんな無む茶ちやなプランは僕が考えたんじゃない。平へい穏おんを愛するこの僕が、そんな物ぶつ騒そうなこと考えるわけないよね。発はつ案あんは我わが幼なじみだった。親友を助けるため、来夏も必死なんだろう。

　不安げに震ふるえているいいんちょに、来夏はイタズラっぽい笑え顔がおをみせる。

「大だい丈じよう夫ぶっ！　車が停まっちゃったんだもん。これは事故だよ。電車を停めても怒おこられないって！」

　軽トラを踏ふみ切きりから侵しん入にゆうさせて、線路の上に停めてある。すぐには動かせないようにキーは引き抜いて、線せん路ろ脇わきの草むらに放ほうり投げておいた。

　電車の姿が遠く見えた。近づいてくる車両を見つめ、珊瑚は息を吞のむ。

　あの電車に珊瑚の想おもい人が乗っているんだ。

「じゃ、俺たちが運転士たちを引きつけとくから、その間に頼むぜ。密、サクヤちゃん」

　猿渡が突つき出した拳こぶしに、仕し方かたなく拳を合わせる。

　竹刀を手にしたサクヤも、無言で頷いた。

「それじゃ、押おしますね……」

　緊きん張ちようした面おも持もちで、いいんちょは踏切に設置された緊きん急きゆう停てい止しボタンを押した。

　僕とサクヤは、珊瑚を連れて走り出す──

　プランはこうだ。

　停止ボタンで電車をムリヤリ止める。兵士や運転士たちを猿渡たちが引きつけている間に、逢おう瀬せを果はたす。

　プランなんて呼ぶのが恥はずかしくなるような内容だね。

　キキキ──……ッ！

　甲かん高だかいブレーキ音を奏かなでて、踏切の三〇メートル手前ぐらいで電車が停まる。

「どうしたんだ!?」「なにがあった？　事故か？」「きみたち、どこの学校だ！」

　電車から降りてきた運転士や兵士が、口々に騒さわぎ立てる。

「すみませーん。鍵かぎがなくなっちゃいましたー！」

　来夏が意味不明な返答をしたのを合図に、

「食らえ！　カマキリ拳けん！」

　先頭を走っていた自じ衛えい隊たい員いんに猿渡が跳とび蹴げりをカマした。

「こらー！　なにをする貴き様さまー！」

「すいません、手が滑すべりました！」

「跳び蹴りしといてなにをいうかー！」

　喧けん噪そうを聞きつけ、兵士たちが猿渡たちの方へ集まっていく。

　来夏が、小さくウインクしたのが見えた。

「行くぞ、珊瑚」

　僕たちは線路脇の草むらから飛び出して、電車へと走り寄る。

　下から眺ながめると、電車の車両は随ずい分ぶん高く見えた。

　飛び跳はねるようにしながら、珊瑚は車両の中を覗のぞきこむ。

「いない。いないよ……！」

　車内からは何事かとジエータイ志し願がんの青年たちが、こちらを見下ろしている。

「きみたち、なにをしてる。電車に近づいちゃ危き険けん……ぐお!?」

　自衛隊員が声をかけた瞬しゆん間かん、目にもとまらぬ速度でサクヤが竹刀しないを振るった。首筋を打たれ、そのまま昏こん倒とうする。

　迫せまる兵士たちを、サクヤは次々と打ち伏ふせた。

「どう？　好きな人はいた？」

　竹刀を振るいながら、サクヤが声をかけた。

　電車を見上げていた、珊瑚は嬉うれしそうに叫んだ。

「いた！　乗ってた！　この車両！」

　飛び跳ねながら、珊瑚は懸けん命めいに手を振る。

「康太郎！　康太郎ーっ！」

　電車の窓が開き、少年が顔を出す。精せい悍かんな顔立ちのがっしりしたタイプだ。サッカー部のフォワードが似合いそうな感じだね。

「珊瑚!?　どうして、おまえがココに……!?」

　両手でメガホンを作って、珊瑚は声を張り上げる。

「康太郎にー！　伝えたいことがあって来たのー！」

「いゃっふー！」車内に乗ってる同年代ぐらいの男の子たちが、事じ情じようを悟さとって騒さわぎ立てた。

　珊瑚も康太郎くんも、顔を真っ赤にして車しや窓そう越ごしに見つめ合う。

「いよいよね……」

　竹刀を握にぎりしめ、神しん妙みような面持ちでそのようすを眺める。

　今まさに、珊瑚が告白をしようとした、そのとき──サクヤの肩かたに僕は手を置いた。

「邪じや魔まをしないで！　ここからが、もっとも勉強になる部分でしょう？」

「僕たちには、別の仕事があるようだよ……感じない？」

　訝いぶかしげな顔をしていたけれど、ハッとサクヤは顔を上げた。

「天使が来る……？　どこに出る！」

　背後にそびえ立っている鉄塔を見上げて、

「どうやら、あの鉄塔を回収しに来るみたいだね」

　言い終わる前に、サクヤは駆かけ出だしていた。竹刀を捨て、スカートの下のホルスターから剣けんの柄つかを抜ぬく。禍まが々まがしい造ぞう作さくの刃やいばが、瞬しゆん時じに現れた。

「椎堂密。一いつ刻こくも早く天使を倒たおす！　おまえも援えん護ごしろ！」

　援護を頼たのまれたのは、初めてだね。

　ちょっぴり驚おどろきながら、草をかき分けて丘おかを駆けあがっていく。

　僕は──暑苦しい熱血ドラマが嫌きらいだ。青あお臭くさい青春物語も好きじゃない。

　だけど、不ふ思し議ぎと気分は悪くなかった。憧あこがれていたヒーローになりきって街を守ろうとしていた子どもの頃ころに戻もどったような、そんな、気分だ。

　鉄塔の下は、コンクリートの台座みたいになっていた。その上の空間に亀き裂れつが走る。切れ目の向こう側から目ま映ばゆい光が迸ほとばしり、ズルリと天使が現れた。

　腰こしに隠かくしていた拳けん銃じゆうを抜いて、僕は天使に語りかける。

「本当は……こんな場所に現れた天使なんて、倒しても意味ないんだ。街を守るのに関係ないからね」

　銃口を天使に向けて、

「だけど、今日は特別サービスだ」

　ドン！　ドン！　ドン！　ドン！　ドン！

　続けざまに僕は引き金を絞しぼった──
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「コラ！　きみたち！　待ちなさい！」

「ごめんなさーい！」

　線路沿いの道を、来夏たちが逃にげていた。

　迷めい彩さい服ふくを着た自衛隊員たちが、腕うでを振ふり上げて追いかけていく。

　頑がん張ばって逃げろよー。ココロの中で応援しておこう。

　まあ、捕つかまったところで、停学になったりはしないけどね。高天原センパイが全力でもみ消してくれるからさ。迷めい惑わくすぎる人だけれど恋れん愛あいに関してだけは寛かん大だいなんだ。どこぞの不良学生が極楽寺の軽トラを乗り回して逃げたという事件として処しよ理りされるだけだろう。

「告白は終わってしまったのね。後こう学がくのためにこの目で見ておきたかったのに」

　天使を倒し終えたサクヤは、鉄塔の台座になっているコンクリートに腰掛けて、そのようすを眺ながめていた。

　告白タイムを終えたらしい珊瑚も、クラスメイトと一いつ緒しよに逃げている。

「ありがと、みんな！」

「礼は後だ！　逃げろ！　あの夕日に向かってダッシュだ！」

「なにが夕日だ！　バーカ！」

　猿渡の隣となりで、彼女は満面の笑えみを浮うかべている。

　無表情のまま、サクヤは満足げに頷うなずいた。

「……笑ってる。告白はうまくいった、ということね」

「いや、たぶん、フラれたんだと思うよ」

「では、どうして笑っているの？」

「それは……」

　説明してやろうと思ったけど、やめた。

　隣に腰掛けているサクヤに、僕は微笑ほほえみかけて、

「きっと、きみも、恋こいをすればわかるよ」





【卒業まで　残り３１６日】









　　　密の日記──４月27日








　想い人に告白を遂とげることができた珊さん瑚ごは、僕ぼくにも礼を言ってきた。

「ありがとう」

　この言葉ほど、僕の胸を抉えぐる単語はない。お礼を言われるたびに、陰いん鬱うつな気分になってしまうんだ。僕なんて感謝されるような存在ではないのだから。




　この間の日曜日は来らい夏かと二人だけで出で掛かけた。用件は去年と同じだ。

　そこでも、来夏は「一日付き合ってくれて、ありがとう」と、僕にお礼を言ってきた。

　感謝のしるしだよなんて言いながら、夕飯まで作ってくれたんだ。

　彼女たちの感謝の言葉を聞くとき、僕は笑顔を浮かべている。

　だけどココロの中では、本心をぶちまけてしまいたい気持ちと戦っているんだ。

　なぜなら僕は、いつだって最低のことを想おもっているのだから──……









「なっつかしー！　まだ残ってたんだー！」

　鬱うつ蒼そうと茂しげる木こ立だちに、来夏の声が響ひびき渡わたった。

　ここは僕と来夏が通っていた神かみ代しろ第二小学校の裏うら手てに広がる雑ぞう木き林ばやし。雑ざつ草そうに覆おおわれた小道を分け入っていくと、突とつ然ぜん、視界が開け送そう電でん線せんの鉄てつ塔とうがそびえ立つんだ。

　その脇わきにうち捨すてられたように転ころがっている大きな土ど管かんを撫なでながら、幼おさななじみは嬉うれしそうな笑顔を浮かべる。

「《支部》はダメになっちゃってたけど、《本部》はちゃんと残ってたね！」

　幼よう稚ち園えんから小学二年になるぐらいまで、偶ぐう然ぜんに見つけたこの土管を二人だけの秘ひ密みつ基き地ちにして、僕と来夏はよく遊んでいたんだ。土管の中に入ると雨あま露つゆがしのげる。子どもにとっては《屋根がある》ってだけで特別な場所になるんだよね。

「とっくに撤てつ去きよされてるだろうなって思ってたんだけど……よく残ってたね」

「あはは！　ヒーローの基地だもん。撤去なんてされるわけないよ」

　この基地の正式名めい称しようは僕がハマっていたヒーローの名を冠かんして、《ヒーローナイツ秘密基地・本部》というんだ。

　僕が隊長で、来夏が副隊長。「街の平和を守るんだっ！」なんて恥はずかしいことを主張しつつ、ヒーローになりきっていた僕は来夏を引っ張ぱり回していたんだよね。《ヒーローナイツ》の放ほう映えい終しゆう了りようと同時に、興きよう味みを失ってしまったから、その後は単に《秘密基地・本部》とだけ呼ばれるようになったんだけどさ。

　ちなみに、《支部》は通学路の途と中ちゆうに建っている赤いポンプ小屋を指す──そちらはもう天使に回収されて、この世から永遠に失われてしまった。

「見てみて！　《ドア》までちゃんと残ってるよ！」

　土管の口には、ベニヤ板が立てかけられている。薄うす汚よごれ、かなりかすれていたけれど、色とりどりのマジックで《たちいりきんし！》と書かれているのが読み取れた。もちろん、僕と来夏が一いつ緒しよに作ったんだ。

　手にしていた大きなバスケットをその場に置いて、来夏は面おも白しろいイタズラを思いついた子どもみたいな顔をした。

「中はどうなってるかな？　入ってみようよ！」

「おいおい、汚れるぞ？　せっかくそんな格かつ好こうしてるのに」

　今日の来夏は活かつ発ぱつな彼女には珍めずらしく、落ち着いた色のジャケットにロングスカートというシックな服ふく装そうをしていたんだ。

「いいから、いいからっ！」

　けれど、僕の制止も聞かず、幼なじみは立てかけてあった板を外した。湿しめっぽい草むらに膝ひざをついて、大きな土管の中に入っていってしまう。

「うわー！　すごいよー！」

　反はん響きようして甲かん高だかくなったような来夏の声が、中から響いてくる。

「ひーちゃんもおいでよ！　早くはやくっ！」

「いや、僕はいいよ」

　土管から、来夏は顔を覗のぞかせてニンマリと笑った。

「入ってみた方がいいと思うよー。すんごいもの見つけちゃったんだからっ！」

「すんごいものってなんだよ？」

「ひーちゃんも入ってみればわかるよ」

　幼なじみは顔を引っ込めてしまう。

　どんな《すんごいもの》があろうと興味はないけど、従したがってあげるとしよう。年に一度だけ、今日だけは幼なじみの願いをできるだけ聞いてやろうって決めてるからさ。

　二人で作った秘密基地の中へ、実に一〇年ぶりに足を踏ふみ入れた。

「うわ、狭せまいな……こんなに狭かったっけ？　すごく大きいイメージがあったんだけど」

　使われずになぜか放ほう置ちされてた土管だったから、内部は綺き麗れいなままだったんだけど、すごく狭かった。腰こしも伸のばすことができない。気を付けないと頭をぶつけてしまいそうだ。

「それだけ、私たちも大きくなったってことだね」

　小こ柄がらな来夏でも窮きゆう屈くつらしく、しゃがんだまま薄暗い土管の中を進んでいく。二メートルほど進むと、少しだけ天てん井じようが高くなった。本来だったら、マンホールの直下に相当する部分なのだろう。最深部は、一・五メートル四方ぐらいの小部屋状になっている。

　そこが、僕たちの秘密基地の中ちゆう枢すうなんだ。

「すごいでしょ？　昔のまんまだよ」

「そうだな……。ビックリした」

　天井から差し込むわずかな光に照てらされた空間は、時が止まったように昔のままだった。

　テーブル代わりの木箱。一〇〇円ショップで買った懐かい中ちゆう電でん灯とう。湿しつ気けで広がってしまった子ども向けのコミックス。今はもう見かけなくなった駄だ菓が子しやアイスの包つつみ紙。壁かべ際ぎわには、絆ばん創そう膏こうや虫さされの薬が入ったビニール袋ぶくろが下がっている。

　僕たちの秘密基地はタイムカプセルみたいに、過去の光景を閉じこめていた。

「あははっ、懐なつかしいね、コレ」

　風ふう化かしてもろくなっているビニール袋を、来夏はそっと持ち上げた。表面に赤いマジックで十字が描えがかれている。

「この《救きゆう急きゆうセット》で、ひーちゃんの手当をしてあげたんだよね」

　幼い頃ころ──オメガに選ばれてしまう瞬しゆん間かんまで、僕は活かつ発ぱつな普ふ通つうの少年だった。

　切り傷、かすり傷の類たぐいはしょっちゅうで、傷を作るたびに、来夏は一いつ生しよう懸けん命めい手当してくれたんだ。でも……当時のようすを思い出して肩かたを竦すくめた。

「今だから言うけどさ、来夏の応おう急きゆう処しよ置ちが苦手だったんだよね？」

「えー？　どうして？　私は、ナースさんの気分で大ハリキリだったんだけど」

「きみって、すごく大おお雑ざつ把ぱだろ。絆創膏でベッタベタにされるのが、かなりイヤだった」

「うわ、そうだったんだ。一〇年後に明かされる衝しよう撃げきの真実っ！」

「しかもさ、消しよう毒どくだからって傷口を舐なめただろ？　指先を切った時とかさ……」

　そのときのこと、今でも、よく覚えている。「バイキンが入っちゃうよ！」とかなんとか叫さけびながら、真しん剣けんな顔した来夏に指の傷口をちゅーっと吸すわれたんだ。あまりにも照れくさくって、幼なじみの顔を真まっ直すぐに見られなかったっけ。

「あはは」照れ笑いを浮うかべて、幼なじみはそっぽを向いた。

「それだけ必死だったってことだよ。あの頃、ひーちゃん、ムチャしてケガばっかしてたからさ。すごく心配してたんだからね」

「ホントに心配してた？　憎にくまれ口ばっかり利きいてたような気がしたけどな」

　幼よう稚ち園えんに入ったぐらいまでは身体からだが弱かった来夏も、小学生になる頃には見み違ちがえるように元気になった。一緒に街まち中なかを駆かけ回るようになったんだ。その頃から、僕たちはケンカばっかりするようになったんだよね。

　僕は肩を竦めつつ、尋たずねた。

「それで？　《すんごいもの》ってなんだよ？」

「えへへー。見たら驚おどろくよー」

　幼なじみは、なぜだかちょっぴり頰ほおを染めて、

「じゃじゃーん！」

　古びた画用紙を取り出した。

　鉛えん筆ぴつで一生懸命に書かれた文字は、次のようなものだった。

《こんいんとどけ》

「……なっ!?」

　その下には、恐おそるべき言葉が続いている。

《わたしたちは　しょうらい　けっこんします》

《しどう　ひそか》

《ほうづき　らいか》

「どう？　思い出した？」

「……ああ、思い出したよ。僕たち、ここで《結けつ婚こん式しき》をあげたんだっけね」

　親しん戚せきのお姉さんの結婚式に出た来夏は、「わたしも結婚したーい！」なんて、ムチャを言い出したんだ。

『なんで、来夏とけっこんなんかしなくちゃいけないんだよー！』

『わたしだって、ひーちゃんなんてヤダよ！　でも、しょーがないじゃん！　ほかにいないんだからっ！』

　そんな風にケンカをしながら僕たちは《婚こん姻いん届とどけ》を書いて。

　来夏のほっぺに誓ちかいのキスをして。

　夜店で買ったオモチャの指ゆび輪わを交こう換かんしたんだ。

　憎にくまれ口を叩たたき続けていたけれど、本当はすごくドキドキして来夏の顔を見られなかった。その日の夜は、なんだか眠ねむれなかったことを覚えている──

　それは、世界が壊こわれてしまう前の出来事。

　あまりにも幼い想おもい出。脆もろくて儚はかない、遠い記き憶おく。

「子どもだったよなぁ。よりにもよって、来夏と結婚式を挙あげちゃうなんてさ」

「そ、そうだよねっ！　なに考えてたんだろうねっ！　タイムマシンがあったら当時の私をグーで殴なぐって止めたいよっ！」

　まるで僕に調ちよう子しを合わせるように、来夏は捲まくし立てた。《婚姻届》の画用紙を、そっと持ち上げる。

「こんな《証しよう拠こ》が残ってちゃ困こまるよね！　うんっ、私が棄すてておくよっ！」

　そんな風に言ったけれど、来夏は画用紙を破れないように丁てい寧ねいに折りたたみ、そっとポケットにしまった。

「腰も痛くなってきたし、そろそろ行こうか？」

　僕が水を向けると、来夏は躊躇ためらいがちに頷うなずいた。

　揃そろって、秘密基地を出る。もう二度と来ることはないだろうなと考えながら、《ドア》代わりの板を入り口に立てかけた。

　今日、ここへ──小学校の裏手に広がる森へ来たのは、秘密基地を懐かしむのが目的じゃない。目的地に行く前に、来夏が寄り道したいと言い出しただけなんだ。

　バスケットを抱かかえた来夏と一いつ緒しよに、小道を抜ぬけていくと、まだ新しい舗ほ装そう路ろに突つき当たる。そこをしばらく進むと、森が大きく切り開かれていて──

「……いつ来てもすごいね」

　来夏が、ため息を漏もらした。

　見み渡わたす限り一面に、強化プラスチックの黒いプレートが埋うまっているんだ。

　その数、一二〇〇以上。

　プレートには、名前と日付が書かれている。

　ここは、墓園だ。

　天使に《回収》されてしまった人たちが、ここに眠っているんだ。もちろん、死体は空へと持って行かれてしまったからカタチだけだけどさ。

《世界滅亡カーテンコール》がはじまって、すぐに墓ぼ石せきが足りなくなった。そのため、強化プラスチックで墓が作られたんだ。味あじ気けないという人もいたが、すぐにそんな声は聞かれなくなった。あまりにも《回収》される人々は多すぎたんだ。それに、こんなご時世だから、お墓らしきものを用意できるだけ幸せとも言えたしね。

　比ひ較かく的てき、前の方にあるプレートの前へと来夏は歩み寄った。

《Chitose houzuki──萌月千歳》

「久しぶりだね。お母さん」

　来夏はバスケットから花はな束たばを取り出した。プレートの上に、そっと供そなえる。

　今日、四月二六日は、来夏の母さんが《回収》されてしまった日なんだ。

　しゃがみ込んだ来夏は、そっとプレートを撫なでた。

「最近は来れなくて、ごめんね」

　目を閉じて、手を合わせる。

　家族のようすでも報告しているのだろうか。長い間、来夏はそうしていた。

　森を渡る冷たい風と、春の日ひ差ざし。そして、鳥のさえずりが彼女を包んでいる。

　そのようすを、僕はただ黙だまって見つめていた──

　どれほどの時間、そうしていただろうか。

　ゆっくりと目を開いた来夏は、ぴょんっと勢いよく立ち上がった。

「あははっ。しんみりしちゃうよね！　付き合わせちゃって、ごめんね！」

　ったく……相あい変かわらず、来夏はウソがつけないヤツだね。

　無理して明るくしてるのが、バレバレだよ。

　そっと手を伸のばして、幼なじみの髪かみをくしゃくしゃとかき回すように撫でてやった。

　それだけで──まるでシャボン玉が割れてしまうように来夏の笑え顔がおは壊こわれてしまう。

　双そう眸ぼうに、涙なみだの雫しずくが膨ふくらんでいった。

「だ、ダメだねっ……。お母さんが《回収》されてから五年も経たつのに……」

　もう一度、今度は優やさしく髪を撫でてあげる。

「……泣けばいいよ。ここには、僕しかいないんだから……」

　来夏は弟たちの前では、絶対に泣こうとしない。彼女が母親代わりだから。強くなくちゃいけないと思っているんだ。

　だからこそ、幼なじみは家族と一緒にお墓参りに来なかったのだろう。

「ごめんね……ひーちゃん……」

　来夏は僕の胸に顔を埋うずめて、泣き始めた。

　懸命に声を抑おさえようとしていたけれど、堪こらえきれず嗚お咽えつが漏れてしまう。

　僕はなにも喋しやべらなかった。

　ひたすらに黙ったまま、来夏が泣きやむのを待ち続けたんだ──




「また来るね」

　泣きやんだ来夏は、母親に別れを告げた。

　連れだって、僕たちは墓園を後にする。

　木こ漏もれ日の中を歩いていると、ふいに来夏が口を開いた。

「いっつも考えちゃうんだ。もしも、お母さんが生きてたら──世界がこんな風にならなかったら、今いま頃ごろどうなってたかな、って」

　来夏は僕に向けて、手を伸ばした。

「あの朝、私とひーちゃんは手を繫つなごうとしていたよね。もしも、私たちの手が、ちゃんと繫がれていたら、世界はどうなっていたかな？」

　来夏のお母さんが死んだ、あの朝が。

　世界滅めつ亡ぼうが突き付けられた、瞬しゆん間かんが。

　全すべてが終わりを告げた一瞬が。

　もしも、訪おとずれなかったなら？

　来夏と過ごした幼い日々が途と切ぎれることなく、そのまま続いていたなら？

　もしも、あの時、来夏の手を摑つかんでいたなら？

　世界は、どうなっていただろう？

　それは、僕自身が幾いく度ども自問を続けた問いだ。

「ねえ？　ひーちゃんは、どう思う？」

　恐おそらく、きっと、僕自身認みとめたくないけれど、

　世界が壊れる一瞬前まで──僕は、この少女に恋こいをしていた。

　もしも、世界が壊れなかったなら、

　あるいは将来、幼い頃に交かわした約束が果たされていたかもしれない。

　だけど、世界は、壊れた。

　五年前の今日、《僕》という存在は、死んだ。

《椎し堂どう密ひそか》という歴史は途と切ぎれ、《オメガ》としての歴史が刻きざまれはじめたんだ。

「ねえ、ひーちゃん。聞いてる？」

「聞いてないよ」

　テキトーにはぐらかして、僕は来夏の手を摑んだ。突とつ然ぜんに手を握にぎられて驚おどろいたのか、顔が真っ赤になった来夏を引っ張って、

「ちょ、ちょっと、ひーちゃん!?」

「さっさと帰ろうぜ。用事は済んだんだしさ」

　会話を打ち切るように歩き出した。幼なじみが投げかけた質問に対し、明めい確かくな答えを持っていたけれど、それを言うわけにはいかなかったから。

　だって、こんなこと言えないだろう？




　あの時、僕は手を繫がなくてよかった。

《世界滅亡》が起こってくれてよかったとすら思ってるんだ──なんてさ。








　墓参りの後、来夏は「付き合ってくれてありがとう」と満面の笑みでお礼を言ってきた。　だけど、やっぱり、お礼を言われるべき存在じゃないと思う。

　なぜなら僕は、《世界滅亡》が起こったことに、感謝しているのだから。

　オメガに選ばれたおかげで、〝あの人〟に出で逢あえたんだからさ。

　こんな僕の本当の気持ちを知ったなら──みんなは、どんな反応を示すかな。

　クラスメイトたちはきっと、幻げん滅めつするだろう。来夏はきっと、悲しむだろう。

　そして、サクヤはきっと、怒おこるだろうね。

　──いいさ。別にどう思われようと、構かまわない。

　それでも、僕は、生きてやる。全世界を犠ぎ牲せいにして、生き続けてやる。

　軽かる口くちを叩たたいて。はぐらかして。偽いつわりの笑顔を浮うかべて。本心は隠かくしたままで。

〝あの人〟と愛し合うために、生きると決めたんだ。




　最近はくだらない感かん傷しように流されがちだ。僕らしくない行動が増えている。

　自じ戒かいのために、日記にも書いておこう。




　椎堂密。おまえの目的を忘れるな。



















４月29日（水）

　動揺と罪悪感のジンテーゼ

　　──別名、初デートのお話。















「デートをするの」

　そう言って仲間が施し設せつから抜ぬけ出していった。

　訓くん練れんの最さい中ちゆう、街で出で逢あった男の子と会うために。

　懲ちよう罰ばつ房ぼうに入れられ、酷ひどい罰を受けた友は、それでも「楽しかった」と笑っていた。

　彼女の気持ちが、私にはわからない。だけど、少しだけ──羨うらやましいと、思った。
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　放課後。学校。第一校舎の三階。

　僕ぼくは息を切らせて廊ろう下かを駆かけていた。

「放課後、おまえに話したいことがある。教室に来て。無む論ろん、一人で」

　サクヤにそう言われたんだ。

　ところが、担任の斑鳩いかるがちゃんに捕つかまって、プリントの整理を手伝わされてしまった。

　待ちぼうけさせちゃったな……。二、三回、斬きられるのは覚かく悟ごしといた方がいいかもしれないね。身体からだを斬られるのはかなり苦しいから、腕うでで勘かん弁べんしてもらおう。

　そんなことを考えながら教室に駆け込む。

　クラスは夕日に沈しずみ、赤い光に満たされていた。肌はだ寒さむい風が吹ふき抜けて、白いカーテンが柔やわらかくはためいている。

　サクヤは、自分の席に座すわっていた。

「くぅ……くぅぅ……」

　微かすかな寝ね息いきを立てて、居い眠ねむりをしてる。教室には彼女しかいない。

　わけもなく僕は笑ってしまいながら──女の子が居眠りしてるのを見かけたら、誰だれだって頰ほおが緩ゆるんじゃうと思う──僕はサクヤの前の席に腰こし掛かけた。

　頰杖づえをついて、サクヤは瞳ひとみを閉じている。風に吹かれ、サラサラと長い髪かみが揺ゆれた。

　僕が近づいても気付かないなんて、よっぽど疲つかれているのかもしれない。それも仕し方かたがないと思うけど。

　最近は天使の出しゆつ現げん率りつがあがっていた。二日に一度は天使が現れている。二人して夜明けまで駆け回るなんてこともしばしばなんだ。

　僕は授業中や昼休みに居眠りしちゃうから、睡すい眠みん時間を確かく保ほできてる。でも、サクヤは真ま面じ目めだから授業をちゃんと受けてるみたいだ。

「くぅ……。すぅぅぅ……」

　こうして居眠りしちゃうのもムリないな。起こすのは可哀かわい想そうだよね。

　風にはためくカーテンが柔らかくサクヤを撫なでていた。吹き込む風は、四月の終わりとは思えないほどに冷たい。

　静かに立ち上がり、窓を閉めた。

　制服の上着のボタンを外して、サクヤの肩かたにかけてやろうとして──手を止める。

　なにをナチュラルに制服をかけてやろうとしてるんだ、僕は。

　そんな《イイヤツ》じみた行動は、本ほん懐かいとするところじゃないぞ。僕の《ルール》は《街を守ること》だけなんだ。それに利しない行動は、全すべて無む駄だ。無む益えきな行動は慎つつしめ。

　制服に腕を通そうとして──

　いや、待てよ？　ここでサクヤに風邪かぜでも引かれたら、僕にとってはマイナスじゃないか。ならば、この行動には意味がある。

　もう一度、サクヤに制服をかけてやろうとしたところで。

「……うん？」

　サクヤが目を覚ました。僕はマッハの速度で、持ってた制服を投げ捨てる。

　悔くやしそうに、サクヤは眉まゆを顰ひそめ、

「……眠ってしまったみたいね。しかも、おまえが来ても気付かなかったなんて……」

「つ、疲れてたんじゃないかな？　あはは」

　なぜか声が上うわずってる僕。

　サクヤは放ほうり飛ばした制服を見やり、

「服を投げ捨てて……なにしていたの？」

「暑かったから。脱ぬいだんだ」

「……そう？」首を傾かしげるサクヤ。教室の中は、どちらかというと肌寒いぐらいだった。

　なんだか恥はずかしくなって、水を向けた。

「話ってなに？　わざわざ呼び出してさ」

　無言のまま立ち上がると、サクヤはスカートの下のホルスターから剣けんの柄つかを引き抜いた。刃やいばを出現させ、僕に突つき付ける。

「オメガ──おまえの望み通り、私は街を守るために戦っている」

「ああ、助かってるよ。サクヤのおかげで、ここ一週間ぐらい、誰も死んでないしね」

　ついでに言えば、倒とう壊かい家か屋おくもほとんどなかった。

　サクヤと僕で、守りきっているんだ。

　僕がレーダーとなって天使の出現場所へ先回りし、サクヤが倒たおす。そんなコンビネーションがうまく機き能のうしていた。

　はじめのうち、サクヤは街を守ることにも難なん色しよくを示してた。ＡＲＩＣＥの対天使兵器ルシフエリオンとして戦っていた時は上位の天使だけを相手にして、下位の天使とは戦わなかったそうだ。限られた兵力しかないんだから、より強い相手を退けることに専念するのは正しい戦せん略りやくだよね。

　今、この瞬しゆん間かんも、世界のどこかが凶きよう悪あくな天使によって壊こわされている。それなのに日本の片かた隅すみにとどまって下位の天使を相手にするなんて……サクヤは焦あせりを募つのらせていたようだ。

　だけど、一いつ緒しよに街を守りはじめて一か月ほどが経けい過かした現在──文もん句くを言わずに街を守ってくれるようになった。

　とまれ、サクヤが真ま面じ目めに街を守ってくれているのは間ま違ちがいない。

「僕たちが、相そう思し相そう愛あいになるように努力しろって言いたいのかな？」

「そう。私はおまえと愛し合って──そして、殺さなくちゃいけない。滅めつ亡ぼうから世界を救うことだけが、私の使命だから」

　サクヤは真剣な表情で、僕を見み据すえた。その瞳には迷まよいのない決けつ意いの光が宿やどっている。

　緊きん迫ぱくした空気に、僕は思わず息を吞のんだ。

　僕の首くび筋すじに刃を押おしつけたサクヤは、

「だから、明日──！」

　果たし合いを挑いどむような口調で言い放つ。

「私と……でーとしてっ！」

　緊迫感がどこかへ飛んでいった。

　愛し合うことこそが、不ふ死じ身みである僕を殺す唯ゆい一いつの方法なんだから《デートしよう》ってのは、正しいアプローチと言える。でも、ただならぬ雰ふん囲い気きの中で言われると気が抜けちゃうよね。

　しかし、サクヤは冷れい徹てつな口く調ちようで続けた。

「おまえと、でーとをする機き会かいを狙ねらっていたの。明日は休日。ちょうど良いチャンス」

　四月二九日（水）は、ＧＷ初日で休日だ。

「どうしてまた、そんなことを……あ！　ひょっとして、高たか天まが原はらセンパイに、またなにか吹き込まれたのか!?」

　センパイは復帰初日に《椎し堂どう密ひそか争そう奪だつ☆お弁当バトル》なんて迷めい惑わく極きわまりないものを開かい催さいしやがってくれたんだけど……その後サクヤになにやら耳打ちしていたような気がする。

　サクヤはふん、と鼻を鳴らして、

「バカにしないで。私にだって、少しは知ち識しきがある。男女が、一緒に出歩くことを《でーと》と言うんでしょう？　でーとをすれば仲が深まると聞いたことがある」

「まあ、間違ってないけど……」

　冷れい酷こくさすら感じられるような完全な無表情で、サクヤは僕に言葉を叩たたき付ける。

「おまえの命令に諾だく々だくと従うためだけに、私はここにいるんじゃない。あくまでオメガを殺すために、ここにいるの。でーとするのが嫌いやだなんて言わせないから」

　サクヤが放つ鋭するどい視線を受け流すように、僕は肩を竦すくめて見せた。

「断ことわったりしないよ」

　僕たちはギブ＆テイクの関係にある。サクヤの《力》を利用するために、僕は《希望》を与あたえなくてはならないんだ。相思相愛になるかもしれないという《希望エサ》をね──

「ＯＫ。明日デートしよう」

「駅前に午前一〇時。わかった？」

　命令口調でそう言ったからには、彼女なりのデートのプランがあるってことだろう。

　話はそれで終わりかな？　と思ったんだけど。サクヤは眦まなじりを決してこちらを睨にらみ付けていた。

　刃やいばを突き付けたまま、一歩近づいてくる。

　サクヤから放たれる殺さつ気きにも似た凄すさまじい緊迫感に、僕はたじろいで、

「どうしたの？　まだ、なにかあるのか？」

「黙だまって」

　さらに近づいてくる。冷たい刃が首くび筋すじの皮ひ膚ふを突き破り血が流れた。同時に、癒いやしの力が働くのを感じる。

　武む者しや震ぶるいするみたいに微かすかに身体からだを震ふるわせて、サクヤは僕と相あい対たいしていたけれど、

「やはり無理……！」

　刀を閃ひらめかせ──ドシュッ！

　僕の胸に刃を突き刺さした。

「が……っ!?　いきなり、なにすんだよ！」

「うるさいっ。これは教室で待ちぼうけさせたバツ。明日は遅おくれないで！」

　勢いよく踵きびすを返すと、サクヤは教室を出て行ってしまう。

「デートか……。面めん倒どうくさいな……」

　金色の光の粒つぶを噴ふき出して癒いえていく傷口を見み下おろしながら、もう一度肩を竦めた。
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　翌日、四月二九日緑の日。お昼過ぎ。

　線せん路ろ沿ぞいの道を、僕たちは歩いていた。

「なあ、サクヤ」

「……黙って歩いて」

　修道女シスターが着るような黒い服に身を包んでいるサクヤは、僕の数歩前を黙もく々もくと進んでいく。

「かれこれ三時間近く歩いてるんだけど」

「そうね」

「いや、そうねじゃなくて」

　競きよう歩ほの大会でもやってるみたいに全力で歩き続けていた。優に三駅分は踏とう破はしてしまって、わりと栄さかえた街まち並なみ──風かざ原はらの市し街がい地ちが見えてきている。一昔前のニュースだったら《行こう楽らく日和びより》なんて表現しそうな良い天気だったから、散歩するにはいい日だと思う。だけど、延えん々えんと歩かされるのはかなりキツい。

「どこに向かってるのかな？」

「……特に目的地はない。おまえは黙って歩けばいいの」

　まさかね……と思いつつ、僕は尋たずねた。

「念のため質問させてくれないか。僕たちが、今している行動は、なんなのかな？」

　サクヤは歩みを止めた。

「決まってる」

　振ふり向いて、真面目な顔で言い放つ。

「これが、《でーと》でしょう？」
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「悪かったなっ。どうせ、私はでーとなんてしたことないっ。遊びに出たこともないんだからっ。そんなの知るはずないんだっ」

　フィッティングルームで、サクヤは悔くやしげに文句を言っている。女の子の服が並ぶ店内。所しよ在ざいなげに立つ僕は、中に声をかけた。

「まさか、僕が止めなかったらず[image: ][image: ][image: ]っと歩き続けるつもりだったのか？」

「……悪い？　一いつ緒しよに出歩くことが《でーと》だと思ってたんだから仕方ないでしょう」

「一日ぶっ通しで歩きまくれば、それはそれでなにかが芽め生ばえるかもしれないけどさ」

「うるさいっ」

「まあ、サクヤらしいと思うよ」

「うるさいうるさいうるさいっ。いちいちバカにしないで！」

「ごめんごめん。早く着き替がえてくれよ」

　試し着ちやく室しつのカーテンから顔だけひょこっと出して、サクヤは僕を睨む。

「……覗のぞいたら、斬きるから！」

「覗かないよ。だから、早くしてくれないかな。こういうお店で一人で待ってるの、居い心ごこ地ち悪わるいんだよね」

「ふんっ、いい気味」鼻を鳴らして、サクヤは顔を引っ込める。

　デートのプランをまったく用意してなかったサクヤに代わって、僕が一日の予定を決めることになった。

　そこで、まずは服を買ったらってサクヤに勧すすめたんだ。サクヤは修道服みたいな着ちやく衣い──ＡＲＩＣＥの施し設せつで与えられた服──を着ていた。サクヤは、この修道服と学校の制服しか、着る物を持ってないらしいからね。

　ちょうど良い機き会かいだから、洋服のお店に連れて行ってあげたってわけ。

　まあ、僕も女の子の洋服なんて詳くわしくないから、ショーウィンドウ越ごしにテキトーに眺ながめてサクヤに似合いそうな服が置いてある店に入っただけなんだけどね。

　店に入ったサクヤは、ずらりと並んだカラフルな洋服を前に立ちすくんでいた。服を選んで買った経けい験けんがないから、どうしていいかわからなかったようだ。

　たっぷり一〇分ほど硬こう直ちよくした後で、サクヤは困こまったような顔で僕に命じた。

「おまえが選んで」

「ぅえっ？　自分で決めればいいだろ？」

「洋服なんて選べないっ」

「僕だって、女の子の服なんて選べないよ」

「おまえが連れて来たんでしょう？　責任とって選んでっ！」

「僕が選べば、どんなのでも着るの？　シースルーとか超ちようミニスカートでも」

「ヘンな服だったら──斬る！」

「じゃあ、どんなのがいいんだよ？」

「よくわからないけど……」サクヤはキッと僕を睨み付けて、

「おまえが好きになってくれるような服」

　うわ。めちゃくちゃハードル上げやがった。

　とまあ、そんなやり取りがあって。

　僕は散さん々ざん迷まよって、白を基き調ちようにしたワンピースを選んだ。僕が惚ほれるかどうかはわからないけど、清せい楚そな感じがサクヤには似合うと思ったからさ。って、なにを真ま面じ目めに選んでるんだろうな、僕は。

「着替え。終わった」

　ぶっきらぼうな声が聞こえて、僕はプチ回かい想そうモードを終しゆう了りようした。

　シャッ──試着室の薄うすいカーテンが開く。

　仏ぶつ頂ちよう面づらで立つサクヤを見て、

「…………」僕は言葉を失った。

　驚おどろくぐらい、似合っていたんだ。

　そもそもサクヤは、艶つややかな黒い髪かみに透すき通るような白い肌はだ。そして、黒目がちな瞳ひとみを持つ、誰もが振り返るぐらいの美少女だ。

　その彼女が、こういう女の子らしい格かつ好こうをすると可愛かわいらしさがきわだって見えるね……

「なにを黙ってるの？　ふんっ……どうせ、似合わないと思ってるんでしょう？」

「えっと、その……」

　僕が思わず口ごもると、見かねた店員のおねえさんがフォローしてくれた。

「そんなことないですよ。とてもお似合いです。鏡でご覧らんになってみてください」

　促うながされるまま、サクヤは試着室の鏡に自分の姿を映うつした。不ふ思し議ぎそうに、スカートの裾すそをつまんだり、鏡の前でくるんと回ったりしていたけれど、視線を逸そらしてしまう。

「ヘン、だと思う。こ……こんな服は、着たことがないから……」

　でも、僕は見み逃のがさなかった。うつむき気味の顔が、ちょっぴり嬉うれしそうだったことを。

　店員さんは、満面の笑えみを浮うかべて、

「カレシはヘンとは言わないと思いますよ？」

「《カレシ》って、恋こい人びとのことでしょう？　カレシなんかじゃ……っ！」

　サクヤは慌あわてて否定しようとした。しかし、ちょっとだけ考えた後で、

「カレシ。そ、ソレは、私のカレシだっ」

　ちょっぴり頰ほおを染そめて、僕を指さす。

《ソレ》呼ばわりは、酷ひどいんじゃないか？

　脳のう内ないでツッコミを入れつつも、いきなりカレシとか言われて、戸と惑まどってしまう。

「カノジョのこと、可愛いと思うでしょ？」

　サクヤも僕をジッと見つめてきた。

　仕方なく、僕は答える。

「か、可愛いと、思うよ」

　かあっと頰が熱くなるのを感じた。

　ああ、くそっ。なんだ、この展てん開かいはっ。ムチャクチャ照れるぞっ。っていうか、なにをマジ回かい答とうしてるんだよ！　軽口でも叩たたいて誤ご魔ま化かしておけばいいのに！

「べ、別に……褒ほめられても嬉しくない」

　そっぽを向いたサクヤも、照れくさそうな顔をしている。

　そんな僕たちを交こう互ごに見つめていた店員のおねえさんは《なるほど》と言いたげに何度も頷うなずいた。そして、遠い目をして呟つぶやく。

「初めてのデートって、いいわよね……♡」




「ねえ、この格好ヘンじゃないか？」

「ヘンじゃないよ、大だい丈じよう夫ぶ」

　お店を出てからも、サクヤは何度も聞いてきた。着つけない服を着ているから、落ち着かないみたいだ。

　かく言う僕も、微び妙みように居心地が悪かった。なんでだろうね？　やっぱり、サクヤが普ふ段だんと違ちがう格好をしているから、気になるのかな。

　ちなみに、洋服の代金は僕が支し払はらった。サクヤは僕に借りを作りたくないと言い張はったけど、店員のおねえさんに「カレシの顔を立てておくものよ」とか言われて、渋しぶ々しぶ引き下がったんだ。

　歩きながら、ふいにサクヤが口を開いた。

「……椎堂密。この服……」

「ん？　どうしたの？」

　僕が振ふり返ると、サクヤは視線を逸らす。

「な、なんでもないっ。……次は、どこへ行くつもり？」

「スウィーツ・キングダムに連れてってあげるよ。お腹も減へってきた頃ころだろ」

「すうぃーつ・きんぐだむ？」

　駅にほど近いビルへと入り、エレベータに乗り込む。ここの八階に目的地がある。

　壊こわれかけたビルのワンフロアが改かい装そうされて、フードテーマパークになったんだ。

　その名も《風原スウィーツ・キングダム》。

　カウントアップしていくエレベータの階数表示板を眺ながめながら、教えてあげた。

「全国の有名なスウィーツのお店が集まってるんだよ。天使に回収されてなくなっちゃったお店の味を再現したりもしてるらしい。サクヤ、甘あまいモノ好きじゃないかと思ってさ」

「そ、そんなことないっ」

「美味おいしいプリンとかも、あるかもよ？」

「プリンっ？……別に、好きじゃないっ」

　まるで興味がありませんって感じでサクヤはすまし顔をしている──と言ってあげたいところだけど、小鼻がぴくぴく動いていた。

　苦く笑しようする僕とサクヤを乗せて、エレベータは八階に着いた。扉とびらの向こうには、城門みたいなゲートがあって、そこでチケットを買うことになっていた。休日だけあって、家族連れやカップルが並んでいる。

「あ……あれを見て！」

　上ずったような声で、サクヤはレンガ造づくりの壁かべを指さした。垂たれ幕まくがかかっていて、

《プリン・フェスタ　開かい催さい中ちゆう！》

「プリンの……お祭りってことよね？」

「そうだろうね。ちょうどタイミング良かったじゃん。開催中に来れて……うおっ!?」

　何気なく見たら、サクヤの瞳ひとみが♡マークに変わっていた。唇くちびるをはゎゎゎっと震ふるわせてる。

「すごい……！　早く入ろう！」

　いてもたってもいられないって感じで、サクヤは腕うでをブンブン振った。

「待ってよ。チケット買わなきゃ入れないんだからさ。別にプリンは逃げないぞ」

「でもっ！　早く食べなきゃなくなっちゃうかもしれないっ！」

　サクヤは、子供みたいに言い返してくる。

　イジワルな気分になって、僕は垂れ幕に書かれてる説明文を読み上げてやった。

「世界中のプリンが大集合だって」

「せ、世界中っ!?」

「今しか食べられない幻まぼろしのプリンもあるって」

「ま、まぼろしっ!?」

「ギネス級の巨きよ大だいプリン登場！」

「ぎ、ギネスっ!?」

「プリンアラモードも充じゆう実じつ！」

「あ、アラモードっ!?」

　いちいち大声を上げて、サクヤは反応する。そのようすが可笑おかしくって、僕は笑いを堪こらえるのに必死だった。

「それはすごい！　すごすぎる！」

　いつもながらの無表情なんだけど、瞳だけをキラキラ輝かがやかせて僕の袖そでを引っ張った。

「早く入ろうっ！　グズグズするなっ！」

「まあまあ、あと少しだから待ってなよ」

「もう待ちきれないっ！……よしっ！」

　サクヤは長いスカートをたくし上げて、ホルスターから剣けんを抜ぬこうとする。

「よしっ、じゃないだろ！　押おし入っちゃダメだって！」

「だって！　ギネスでアラモードなのに！」

　ちょっぴり涙なみだ目めになりながら、サクヤは地じ団だん駄だ踏ふんでいた。

　ここまでプリンが好きだとは思わなかったな。イジワルしちゃったことを少し反省しつつ、おあずけを食った子犬みたいな状態の彼女をなだめすかした。

　五分後。ようやくチケットを買うことができた僕たちは、騎き士しの格かつ好こうをしたおねえさんに導みちびかれて城門をくぐった。

　内部にはヨーロッパの街並みが再さい現げんされていて、デザートのお店が軒のきを連ねている。甘い香かおりが僕たちの鼻をくすぐった。

「あぁ……うゎぁ……！」

　瞳を♡型にしたままで、サクヤは声にならない歓かん声せいを上げる。

　デザートの有名店がプリンフェスタに合わせて、特とく製せいのプリンを用意してるようだ。

　プリン好きの彼女にとっては、天国みたいな場所だろう。

　口をあゎあゎさせ、なにかを言おうと手を動かしていたけれど、興こう奮ふんのあまり言葉が出てこないらしい。表情が変わらない分、全身で嬉うれしさを表現してるように見える。

　プチパニック状態から復帰したサクヤは、グッと拳こぶしを握にぎりしめた。

「す……すごいなっ！　すごいと思うっ！」

「どこでも好きなお店を回まわりなよ」

「うんっ！」

　僕の言葉に、サクヤは頷うなずきかけたけれど、

「ふぁっ！」痛つう恨こんの極きわみとでも言いたげな声をあげた。

「どうしたんだ？」

　石いし畳だたみを模もした床ゆかに、突つっ伏ぷしてしまう。

「しまった……！　きょ、今日の分のプリン！　一つ食べて来てしまった……！」

「………………………………………は？」

　サクヤは悔くやしそうな表情で僕を見上げ、

「プリンは一日に二個までって決めてるの。朝、出で掛かける前に一つ食べちゃったから、今日はあと一つしか食べられない……！」

「なんだよそれは……」

　絶ぜつ句くする僕。しかし、サクヤは、この世の終わりみたいな声で呟つぶやく。

「こんなことになるなら、食べなければ良かった……！」

「ってか、そもそも、どうして二つしか食べちゃダメなんだよ？」

「プリンは、とっても美味しいでしょう？　冷たくて、プルプルしてて、甘あまくって！」

「いや、この世の真しん理りみたいに言われても困こまるんだけど」

　僕のツッコミを無視して、サクヤは続ける。

「あまりにも美味しいから、ルールを決めないと食べ過ぎてしまうの。だから、一日二個までと決めた」

「それって、自分で決めたことだろ？　さじ加か減げん一つでどうにでもなるじゃないか」

　プリンだけに──と続けようと思ったけど、さすがにサムい気がして言葉を飲み込む。

　サクヤは僕を睨にらみ付けて、首を横に振ふる。

「そんなのはダメ。自分で決めたことでも、ルールはルールだから」

　やれやれ──人差し指で頰ほおを搔かいた。

　律りち儀ぎで真ま面じ目めな女の子だと思ってたけど、ここまで自分を律りつしてるとは驚おどろきだね。サクヤらしいっちゃらしいけど。

「あと一つしか食べれないなんて……。プリンフェスタなのに……。お祭りなのに……。一生の不ふ覚かくだ……！」

　悔しげに石畳を叩たたいた彼女は、泣きそうだった。ってか、瞳に涙の粒つぶが浮うかんでるし。

「な、なにを笑ってる。私の無ぶ様ざまな姿がそんなにおかしいの？」

「え？　あ、いや、そんなんじゃないよ」

　笑いを嚙かみ殺しながら、僕は提てい案あんする。

「ねえ、サクヤ。プリンはあと一個しか食べれないとしても、《味見》ぐらいはＯＫだろ？」

「……味見？」

「そう。僕が注文したプリンを食べさせてあげるよ。それなら《一個》とカウントしないで済むんじゃないか」

　ルールの抜け道を探したり、言いい訳わけを考えたりするのは僕の得とく意い技わざなんだ。

「ちょっとズルイ気もするけど……」

　サクヤは口の中で呟きつつ考え込んでいたけれど、すっくと立ち上がった。

「うんっ。味見なら大だい丈じよう夫ぶっ！　そういうことにしておくっ！　よしっ、行こうっ！」

　先せん導どうするように、サクヤは歩き出した。

　それからの数時間。

　僕はサクヤに引っ張り回されまくった。

「こっちには、黒ごまプリンが！　ああっ、あっちにはカボチャのプリンがあるっ！　おまえも早く来いっ！」

　子供みたいにはしゃぐサクヤに付き合って、店から店へと渡わたり歩かされたり。

「こういう場合はどうしたらいい？　斬きっちゃダメだというのはわかるんだけど……」

　スウィーツ・キングダムのマスコットであるプリンの着ぐるみに抱だきつかれて困り果てるサクヤを救出するはめに陥おちいったり。

　オープンキッチンになってるお店で、デザートのできるようすを興きよう味み津しん々しんな表情で眺ながめるサクヤに延えん々えん付き合わされたりね。

　一方の僕はというと、呆あつ気けにとられてた。こんな彼女の姿を見たことがなかったからさ。

　こんな顔もできるんだな──って。

　新しん鮮せんな驚きを感じてしまったんだ。

　スウィーツ・キングダムを隅すみ々ずみまで堪たん能のうしたサクヤは、満まんを持じしたように、僕に大量のプリンを注文させた。

　スタンダードなプリンに焼きプリン。豆とう腐ふのプリンに牛乳プリン。プリンパフェにプリンアラモードなどなどなど。

　テーブルにずらりと並ぶプリンの群むれを前に、サクヤはキラキラと瞳ひとみを輝かがやかせる。

「さあ、まずはおまえが食べて！　私はあくまで味見だからっ！」

　言われるままに、ぷるんと震ふるえるプリンを一さじすくい、口に入れてみた。

　さすが有名店のプリンというだけあって、ほどよい甘さだ。

「ど、どう？」

「うまいよ」

　僕からスプーンとお皿をひったくって、

「それじゃ、私も味見をさせてもらうっ！」

　プリンを一口食べた。プリンの魅み力りよくの前には、おんなじスプーンを使ったら《間かん接せつキス》になっちゃうとか、そういうことは関係ないらしい。

　柔やわらかなプリンを口に運んだサクヤは、ギュッと目をつぶって、スプーンを握りしめた。

「……おいしいっ♡」

　まるで花がほころぶみたいに、サクヤはとろけるような笑え顔がおを浮うかべたんだ。

　この表情を見るのは、二度目なのに。

　トクン──僕の鼓こ動どうが少しだけ高たか鳴なった。

　サクヤは、いつも冷たい無表情ばかり見せている。天使と死し闘とうを繰くり広げる兵器には、似つかわしい表情なのかもしれない。

　だけど。

　女の子らしい服を着て、こうして楽しそうにしている姿は、年とし相そう応おうに見えて。

　なんていうか、とても──

「なにをボーッとしてるの。まずはおまえが食べてくれないと味見できないんだからっ」

　サクヤの楽しげな声で、僕は我に返った。

　……なにを見み惚とれてるんだ、僕は。

　小さく頭を振ふってくだらない考えを振り払はらいつつ、近くにあったプリンの皿を手に取る。

「わかったわかった。食べるって。……あ、これはうまい。ヨーグルトの味がするぞ」

「……ああっ、本当っ！　すごく、おいしいっ！　おい、おまえ。こっちも食べてみて」

「おおっ？　これは濃のう厚こうな味のプリンだね」

「うん。こういうのが好みだ」

「こんなうまいプリンばっかり食べたら、いつも食べてるプリンが美味おいしくなくなっちゃうんじゃないのか？」

「ふんっ。そんなことはない！　こんびにで売ってるプリンにも、良さがある。なにより、ぷっちんってできるし」

「……ぷっちんはメリットなのか」

「お皿に載のせる瞬しゆん間かんは、最高だと思う」

「あのさ、今日、部屋に帰っても、プリンを食べるつもりじゃないよね」

「食べるに決まってるでしょ？　今日の分が一個残ってるんだから」

　僕は笑った。どうしてかな？　そんなくだらない会話すらも面おも白しろく感じられたんだ。

「笑われるようなことをした覚えはないっ。不ふ愉ゆ快かいだから笑わないでっ」

　サクヤは憮ぶ然ぜんとした感じで唇くちびるを尖とがらせたけれど、プリンを一口食べるとすぐに幸せそうな笑みを浮かべる。

　サクヤが喜んでくれてるみたいだから、なによりだよね。スウィーツ・キングダムに連れてきてあげて正解だった。

　サクヤの幸せそうな顔を眺ながめながら、僕はしみじみとそんなことを考えていた。

　しかし、サクヤが次のプリンに手を着つけようとしたとき──

　ガシャン！　彼女はスプーンを落とした。

　笑顔が搔かき消え、瞳ひとみに鋭するどい光が宿る。

「オメガ。気配を感じない？」

　言われて、気付いた。気持ちの悪い《違い和わ感かん》が漂ただよっていることに。直後、寒さむ気けのようなものが、背せ筋すじを駆かけ抜ぬける。

　これは天使が出現する合図だ。

「どこに出る？」

「近い。……このビルの裏うら手てだ！」

　言い終わる前に、サクヤは弾はじかれたように駆け出した。僕も後を追う。

　非常口から飛び出したサクヤは、飛び降りるような速そく度どで階段を駆け下りていく。

「もうっ、この服は動きづらい！」

　忌いま々いましげに叫さけぶと、深いスリットを入れるようにスカートを引き裂さいた。ふともものホルスターから剣けんの柄つかを抜き、刃やいばを出現させる。

　僕は階段の手すりに飛びついて、路ろ地じ裏うらを見下ろした。空くう間かんに裂け目が現れ、天使が出現するところだった。二体の天使が相あい次ついで姿を現す。

「サクヤ！　二体いる！」

「わかってる！　すぐに倒たおす！」

　サクヤは手すりを飛び越こえて、路地裏へと跳ちよう躍やくした──
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「ハ──ッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、サクヤは天使を切り裂いた。天使は断だん末まつ魔まの悲鳴をあげる間もなく、白く輝かがやく結けつ晶しようとなって砕くだけ散る。

　僕が非常階段を降りきる頃ころには、全すべてが終わっていた。

「大だい丈じよう夫ぶか、サクヤ」

「見くびらないで。どうってことない」

　刃についた血を払うように大剣を振るった。柄に吸い込まれるように、刃が消える。

　どうってことない──彼女はそう言ったけれど、少しだけ手こずったようだ。

　せっかく買った白いワンピースの袖そでが破やぶけ、スカートの裾すそはボロボロ。タールみたいな黒い染みが、ところどころについている。

　しかし、サクヤはそれを気にする様子もなく、冷たい表情をしていた。剣の柄を手にしたまま、風に溶とけるように消えていく白い結晶に視し線せんを這はわせてる。

　サクヤは、《兵器》に戻もどっていた。

　天使を殺すためだけに磨みがかれた、鋭するどい刃。

　僕が望み続けていた《力》そのものの姿だ。

　歩きづらかったのか、ボロボロになったワンピースの裾を引き裂いて捨てたサクヤは、ビルの隙すき間まから空を仰あおいだ。

　いつの間にか、すっかり日が傾かたむいていた。空が薄うす紫むらさき色いろに染まりつつある。

　仮面のような無表情のまま、サクヤは小さく鼻を鳴らした。

「でーとは終わりね」

　夜間外出禁止令が出ているから夜になると電車の本数が減る。遊びは終しゆう了りようの時じ刻こくだ。

「それじゃ、帰ろうか」──そう返事をしようと思ったけど、言葉が出てこなかった。

　義ぎ務む的てきに付き合ってやってるデートなんだ。終わってセーセーすべきところだろ。

　それなのに……なぜだか気分が悪かった。ココロがやけに波立ってる。

　なんなんだよ、この気持ちは？

　複ふく雑ざつな気持ちを抱かかえたまま、冷たい顔をしてるサクヤに歩み寄った。

　ダメだダメだ！　バカなことはやめろ！　くだらないことをするんじゃない！

　僕の理り性せいが叫さけぶ。

　だけど僕は、その警けい告こくに逆さからって──

　サクヤの手を握にぎった。

「あと少しだけ、付き合ってよ」

　彼女を引っ張って駆け出す。

「ちょ、ちょっと！　なにをするの！」

「いいから、ついてきてくれ！」

　路地裏を駆け抜け、駅とは反対へ走った。

　刻こく一いつ刻こくと太陽は傾かたむいていく。

　急がないと間に合わない！

　僕はサクヤの手を引いて、懸けん命めいにアスファルトを蹴けった。戸と惑まどいながらも、サクヤもついてきてくれている。

　風原の街まち外はずれに建っている廃はいビルに駆け込んだ。立ち入り禁止の柵さくを乗り越えて、非常階段を一段飛ばしに駆け上がる。

　屋上に着いた時には、すっかり息が切れてしまっていた。だけど──

「間に合った……！」

　屋上のフェンスの向こう側。

　駅に向かって真まっ直すぐに道路が続いている。

　両側にビルが屹きつ立りつしていて、モーセが海を割ったみたいに深い谷たに間まを作り出していた。

　その谷間の遥はるか彼方かなたに──水平線。

　ちょうど日にち没ぼつの時間。真っ赤に染そまった太陽が、ゆっくりと沈しずんでいく。

　一秒ごとに、色を変える街。

　朱しゆと紫に染まっていくセカイ。

　息を吞のむほどに美しいパノラマが、そこには広がっていた。

「天使を相手にしてるとき、偶ぐう然ぜん見つけたんだ。ここからだと、海に沈む夕日が眺められるんだよ。……綺き麗れいだろ」

「うん……」

　沈んでいく夕日に、サクヤも見み惚とれているようだった。

　しかし、赤い光に包まれながら、困こまったような顔でサクヤは僕を見上げる。

「どうして、私をここへ……？」

「それは……」

　自分でも、よくわからなかった。

　強しいて理り屈くつを付けるとしたら、デートをしているときのサクヤの表情が、

　とても、良かったから──だろうか。

　サクヤが楽しそうにしている顔は、とてもいいなと思った。

　初めてのデートなんだから、締しめくくりは冷たい対天使兵器ルシフエリオンの顔ではなくて……楽しそうにしていて欲ほしいって思ってしまった──

　だけど……だけど、そんなのはあまりにも僕らしくない。僕にとって、サクヤは街を守る《道具》でしかないんだ。不必要な温おん情じようはかけるだけ無む駄だだ。そのはずなのに……

　返答に詰つまってしまった僕の顔を、サクヤは唇くちびるを引き結んで見つめていたけれど。

　シュピン──涼すずやかな音を立てて、再び柄に刃を出現させた。夕日を照り返し、切っ先がルビーのように輝く。

　大剣を僕の首筋に突つき付けて、

「し、椎堂密。おまえを斬きるからっ！　こんなヘンな場所へ連れてきたバツだっ！」

　僕は肩かたを竦すくめた。斬られたいような気分だったから、ちょうどいいね。

　ムッとしたような調子で、サクヤは続ける。

「もうっ、おまえは無駄に背が高いっ！　今日は首を落としてやるっ！　ちょっとしゃがんで！　目を閉じてっ！」

　言われるままに膝ひざを曲げて、瞳ひとみを閉じた。

　ザッ！

　刃が閃ひらめく音が──聞こえて来なかった。

　代わりに聞こえてきたのは、










　ちゅ。










　とても、柔やわらかな、音。

　額ひたいに感じる、とても温あたたかくて、柔らかな感かん触しよく。サクヤの体温と、バニラエッセンスにも似たプリンの甘あまい匂においを鼻先に感じて、僕は目を開いた。

　真っ赤な夕日に照らされながら、

　サクヤが、僕の額にキスをしていた。

「……え？」

　サクヤは唇を放すと、すぐに僕の首筋に剣を突き付けなおした。大声で怒ど鳴なる。

「かかかかか、勘かん違ちがいしないで！」

　顔が真っ赤に染まっているのは、夕日に照らされているからだけじゃないだろう。

「これは、感謝のしるしだからっ！」

「感謝の……しるし？」

　問いかけに、サクヤはぶっ壊こわれた人形みたいに何度も頷うなずいた。

「そう！　天使から庇かばってくれたり、看かん病びようしてくれたり、美味おいしくないお弁当を食べてくれたり。今日は服をプレゼントしてくれた……おまえには借かりがある！　でも、私はちゃんと礼を言っていない！　言おうと思ったけど、言えなかったっ！」

「はあ……」

「そうしたら、あの生徒会長が、『感謝の気持ちをあらわすには、おでこにちゅーをするのがいい』って言っててっ！　それに従ったまでだからっ！」

　高天原センパイは、サクヤに耳打ちしていたけど、そんなことを吹ふき込んでやがったのか。やっぱ、ロクでもない人だよ、センパイは。

　可哀かわい想そうなぐらいに顔を真っ赤に染めたサクヤは、僕を睨にらみ付ける。

「オメガの額に口付けるなんて、絶対にできないと思ってた……」

　そういやサクヤは、僕を見つめて「無理だ」とか叫さけんでたっけ。

「どうして……今はしてくれたの？」

「そんなのわかんない！」

　腹立たしげに、サクヤは怒鳴る。

「だけど、いっ……今はなんだかできるような気がしてっ！　いいっ!?　あくまで、今のは感謝のしるしだからっ！　感謝の気持ちをあらわすには、それが一番だって言われたからやったんだっ！」

「わかってるよ……」

　サクヤはイライラしたようすで剣けんを振ふるって、

　ザフッ──僕のカラダを刺さし貫つらぬく。

「帰るっ」

　ぶっきらぼうに言い捨すてて、サクヤはビルの屋上から跳ちよう躍やくした。隣となりのビルの屋上に飛び移り、その姿が見えなくなる。一刻も早く、この場から立ち去りたいって感じだった。

　傷口から噴ふき出す金色の光の粒つぶを見下ろしながら、僕は呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

　心しん臓ぞうが、今のキスをようやく感じとったらしい。ドキドキと高たか鳴なりはじめる。

　額にしてくれたキスは、高天原センパイの口車に乗ったものだ。サクヤは本気で僕に感謝の気持ちを表したくて、してくれたんだろう。だけど、それでも、キスをするなんて想像がつかなかった。額とはいえ、この僕に。

「警けい戒かい心しんが和やわらいで来たってことかな……？」

　まさかね。彼女が真の意味で、ココロを許ゆるすはずなんてないんだ。だって、僕はサクヤが憎にくみ続けてきた存在なのだから。

　それにしても──

　心臓がまだバクバクいってる。

「なあに、ドキドキしてんだよ、椎堂密」

　僕には〝あの人〟がいる。ココロの底から愛している人がいるんだ。

「サクヤは、僕が手に入れた《手て駒ごま》に過ぎない。恋れん愛あいをエサに僕に従わせて《力》を利用し──最後に裏切るんだ」

　確かく認にんするような呟きは、夕ゆう闇やみに染まる街に沈しずんでいった。





【卒業まで　残り３１５日】









　　　サクヤの日記──４月29日








　信じられない！　ああもうっ！　本当に信じられない！

　私はなんてことをしてしまったんだっ！

　オメガの額に……口付けしてしまうなんてっ！

　感謝の意を示しめすには、それが一番だと教わったとはいえ……

　ううううう。今、想おもい出しても顔から火が出そうだ！

　そんな恥はずかしいこと…………恥ずかしい？

　いや、違う、なんていうか、そう、気持ち悪い！　オメガにそんな気持ち悪いことをするなんて、耐たえられない！　対天使兵器ルシフエリオンとして許されざることだ！

　いい!?　あのビルの屋上での出来事は、すぐに早く忘れて！　そして、絶対に想い出さないで！




　あ……しまった。どうせなら、強きよう制せい的てきに忘れさせておけばよかった。

　ＡＲＩＣＥの訓練所にいた頃ころに習ったんだけど、左側頭部に瞬しゆん間かん的てきに強い打だ撃げきを加えれば、数分前後の短期記き憶おくを奪うばうことができるらしい。天使に襲おそわれて錯さく乱らん状じよう態たいにある人間を大人しくさせるための方法として、教わったんだ。

　危き険けんが大きいから実じつ際さいにやったことはないんだけれど、おまえなら心配ない。遠えん慮りよ無なく殴おう打だしておけばよかった。なんで気付かなかったんだろう。それだけ気が動どう転てんしていたのか……本当に情けない。




　それにしても、自分で自分が信じられない。

　オメガの額に口付けるなんて、絶対にできないと思っていたのに……

　プリンフェスタはとっても楽しかった。あんなに楽しい想いははじめてだった。

　そのあと、おまえが夕日の沈む光景を見せてくれて、

　そんな景け色しきは見み飽あきていたはずなのに、なぜだか胸がドキドキして、

　おまえにも、ちょっとだけ、いいところがあるのかなって思って、

　嬉うれしいような、くすぐったいような気分になって、

　あ、オメガにお礼をしなきゃって、想い出して、

　それで……

　それで……気が付いたら……

　あー、やっぱり、わかんない！

　そんなのオメガのおでこにちゅーをする理由になんて、なってない！　意味がぜんぜんわからない！　イライラする！　すごくイライラするっ！




　もういい！　気がヘンになりそうだから、考えるのをやめるっ！

　全部、おまえが悪いんだ、椎堂密！　おまえはやっぱり、最低の人間だっ！　世界を滅ほろぼす邪じや悪あくな力で、私のココロをおかしくしたんだ！　そうに違ちがいない！

　明日の朝、顔を合わせたらとりあえず斬きるから！　覚かく悟ごしておけっ！　バカっ！



















５月６日（水）

　時限式恋愛術

　　──beautiful name──















《スペード０》

　ＡＲＩＣＥにおけるサクヤのコードネームだそうだ。それを証しよう明めいするように、彼女の首の後ろにはバーコード型のタトゥーと《♠００００》という文字が刻きざまれている──
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　朝。学校。昇しよう降こう口ぐちの片かた隅すみ。

　上うわ履ばきに履き替かえながら、僕ぼくは掲けい示じ板ばんをしみじみとした気分で見上げていた。

　学校の生徒が《回収》されると、この掲示板に名前が貼はり出されるんだ。友人の名前がないかどうか確かく認にんしてから、僕たちは教室へ向かうってわけ。

　五月六日──ＧＷが明けた今日。

　掲示板には多くの名前が並んでいるはずだった。天使によってあらゆるものが回収されていく今の世の中、長い休みの後には辛つらい別れが待っているのが常つねだから。

　しかし──

「あ、桜が飾かざってある！」

「ＧＷだったのに……すごいね！」

　女の子二人組が嬉うれしそうな声で騒さわぎながら僕の後ろを歩いていく。

　回収された生徒がいなかった日は、造ぞう花かの桜が飾られるんだ。

「当然だろ……。サクヤと一いつ緒しよに街を守ったんだからね……」

　女の子たちの歓かん声せいを背中で聞きつつ独ひとりごちた。妙みように忙いそがしい連休だったけど、回収者ゼロっていう結果を見ると報むくわれた気分だね。

「…………おいっ」

　後ろから声をかけられた。仏ぶつ頂ちよう面づらをしたサクヤが立っている。

「おはよう。サクヤ」

「お……おはよっ」

　挨あい拶さつを返したＡＲＩＣＥの対天使兵器ルシフエリオンは、挑いどみかかるような目付きで僕を睨にらんだ。

「ひっ……ひっ……」

「どうしたの？」

「黙だまっていて。私にも心の準じゆん備びというものが必要だから」

　サクヤは意味不明なことを言って、

「ひ……ひっ……ひひっ……」しゃっくりをするように言葉を詰つまらせていたけれど、

「……ダメ。言えない……っ！」

　悔くやしげに唇くちびるを嚙かんでうつむいてしまう。

　いったいなにが言えないんだ？　そう尋たずねようと思ったとき。

「やあ、諸しよ君くん、おはよう！　今日も元気に愛し合っているかね！」

《世界の歌うた姫ひめ》もマイクを置いて逃にげ出すほどの美び声せいが響ひびき渡わたった。……僕にとっては心底聞きたくない声だけど。

　桜さくらヶが丘おか高こう校こうの生徒会長であり、生徒たちの愛を成じよう就じゆするために日ひ々び邁まい進しんする強きよう制せいラブコメ装そう置ち。恋れん愛あい原理主義者──高たか天まが原はらＡはじめが廊ろう下かを大またで歩いてくる。小こ脇わきに気絶した男子生徒を抱かかえて。

「有あり栖す川がわ。『ひーひー』言っていたようだがラマーズ法の練れん習しゆうか？　いずれ必要になるかもしれないが、まだ早いと思うぞ。というか、シド。避ひ妊にんはちゃんとしろ」

「朝っぱらから、セクハラはやめてください」

　キョトンとした表情を浮うかべているサクヤの頭を、センパイは愛いとおしげに撫なでて、

「で？　どうした？　恋愛の困こまりごとならば、この高天原Ａがなんでも相談に乗るぞ」

　ためらうように視線をさまよわせた後、サクヤは意を決したように頷うなずいた。

「私は《コレ》と相そう思し相そう愛あいになりたい」

　僕を指さす。《コレ》とは酷ひどい扱あつかいだな。

「そのためにできることは、なんでもしたいと思っている」

「うむ。実に良い心がけだ」

「それで、より親しん密みつになるために……その……名前で呼び合おうかと思ったの。名前で呼び合う方が仲良くなれるような気が、」

「有栖川ぁっ！」

　小脇に抱えていた男子生徒を放ほうり投げて、センパイはサクヤを抱だきすくめた。

「おまえはなんて可愛かわいいヤツなんだっ！」

「く、苦しっ。息ができない」

　大きすぎる胸に埋うもれてジタバタするサクヤを、高天原センパイはさらに抱きしめる。

「不器用なりに前進しようとしているのだな！　私は恋こいのために頑がん張ばるヤツが大好きだ！　ますます応おう援えんしてやりたくなったぞ！」

　目を白黒させているサクヤの両りよう肩かたに手を置いてガクガク揺ゆさぶりながら、

「おまえの考えは間ま違ちがっていない。呼び方というのは親しん密みつ度どのバロメータだ。名前やニックネームで呼び合えば、より仲良くなれることだろう。よく気付いたな。見所があるぞ！」

　まんざらでもないようすでサクヤは頷いた。

「って、なにを頷いてるんだよ、サクヤ。この人の言うことを真に受けるな」

「ひっ……ひひっ……」サクヤは僕の名前を呼ぼうと言葉を詰つまらせた後、コホンと一つ咳せき払ばらいして、

「おまえは黙だまっていて。私はこの人を信じる。生徒会長は《愛で世界を救う》と言った。その思し想そうは正しい。そうでしょう？」

　相思相愛になればオメガである僕を殺すことが可能となり──世界滅めつ亡ぼうを止めることができる。だから《愛は世界を救う》と言えなくもないんだけどさ……

「よく言った！　この高天原Ａ、助じよ力りよくは惜おしまないからな！　よしっ、これから私のことを《師し匠しよう》と呼びたまえ！」

　センパイは胸を叩たたいて見せたけれど、

「しかし、残念だ。シドの名を呼べるよう手伝ってやりたいが、今日は忙いそがしいのだ」

「そうなの？」サクヤは露ろ骨こつに肩を落とす。

「ああ。コイツの恋を成就させてやらねばならないんだよ」

　床ゆかに転ころがっている男子生徒を、顎あごでしゃくるようにして指し示した。一年生だろうか。気弱そうな背の低い少年だ。完全に気を失っているらしくうめき声一つ立てない。

「ツッコミ損そこねてたんですけど、彼は誰だれなんですか？　なにやら犯はん罪ざいの匂においがしますが」

「どこが犯罪だというんだ？」

「気絶した少年を小脇に抱えてるのを見かけて職しよく務む質しつ問もんしない警けい官かんがいたら、そいつは今すぐ辞じ表ひようを出すべきだと思います」

「はんっ。国こつ家か権けん力りよくが怖こわくて恋愛ができるか」センパイは警察を鼻で嗤わらいつつ、

「この少年、鈴すず木き祐ゆう樹きは、告白したいのに勇気が出ないと相談してきた。だからアドバイスしてやったんだ。『いつまでも愛する人がいるとは限らない。大切なのは今なのだ。今すぐに告白しろ』とな。それでもウジウジしていたから喝かつを入れてやることにしたのさ」

　高天原Ａは生徒会長として《恋愛成就生徒会》という謎なぞの組そ織しきを運うん営えいし、生徒たちの恋を実らせることに血道を上げている。彼は新たな《被ひ害がい者しや》ということだろう。

「恋愛成就生徒会の活動も活発化していくつもりだ。シド。おまえには今まで通り生徒会書記として活かつ躍やくしてもらうからな」

「イヤですよ。今まで散々協力したじゃないですか。もう勘かん弁べんしてください！」

　魂たましいの叫さけびを軽かろやかにスルーして、

「有栖川。初めは照れくさいだろうが、頑張って名前を呼ぶんだ。きっと親密になれるからな！　頑張れ！　必ずや、愛は勝つ！」

　神しん妙みような表情で、サクヤは頷く。

　男子生徒を荷物みたいに抱えて、高笑いしながらセンパイは去っていった。

　腕わん章しように書かれた《愛の試し練れん》の文字が恐おそろしいね。彼の無事を祈いのっておこう。アーメン。
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　昼休み。屋上。給きゆう水すい塔とうの屋根の上。

「今度こそ……今度こそ呼んでみせるからっ」

　向かい合って座すわるサクヤは、僕をキッと睨み付けた。膝ひざの上に置いた拳こぶしを握にぎりしめ、気合いを入れるように大きく息を吸って──

「ひ……ひひっ……ひそっ……！」

　懸けん命めいに僕の名前を呼ぼうとする。

　しかし、やがて唇があゎあゎしはじめて、

「うぅ～……ダメだっ」

　これで本日、四〇回目のチャレンジに失敗したってわけだ。よくもまあ飽あきずに挑ちよう戦せんできるもんだね。数えてる僕も僕だけどさ。

「ねえ、サクヤ。名前を呼ぶぐらいどうってことないだろ。どうして呼べないんだよ？」

「うるさいっ」

　悔しそうに眉まゆ根ねを寄せて僕を睨にらんでいたけれど……ぷいっとそっぽを向いた。

「いざ、呼ぼうとすると、なんだか意識しちゃって……その……ダメなのっ」

　吐はき捨すてたサクヤの頰ほおはほんのり赤かった。

　照てれてるのかな？　だけど、恥はずかしがる意味がわからないよね。名前なんて単なる記号に過ぎないんだからさ。サクヤは僕のことを《椎し堂どう密ひそか》とフルネームで呼ぶことがある。それと大差ないだろ。なにをそんなに意識することがあるっていうんだろう？

「いっぱい練れん習しゆうしてきたのに……」

「練習って、どんなことしたんだよ」

「ホウキをおまえに見立てて、名前を呼んでみたの。練習ではうまくいったのに……！」

「ははっ、ホウキが代役とはひどいね」

「わ、笑うなっ。私は真ま面じ目めなんだっ！」

　憮ぶ然ぜんとした感じで、サクヤは鼻から大きく息を吐くと、再び頑がん張ばりはじめる。

「ひ……ひそひそっ……ひそそっ……」

　しかし、やっぱりダメだった。唇を震ふるわせ、まごまごしてしまう。

　サクヤから視線を逸そらし、僕は空を眺ながめた。五さ月つき晴ばれなんて言葉の似に合あう雲一つない青空が頭上に広がっている。爽さわやかな風が吹ふき抜ぬけて、僕の前まえ髪がみを揺らした。

　やれやれ……。この程てい度どなら付き合わされるのも苦じゃない。でも、できれば昼ひる寝ねでもしたかったな。いい天気だからさ。

　マジなようすのサクヤとは対たい照しよう的てきに、そんなことを考えていた。こんなくだらないことに真しん剣けんになってやれるほど、お人好しじゃないんでね。

　四一回目のトライに失敗し、続けざまに四二回目に挑戦しようとしたとき──

「ひーちゃん、ひーちゃん、ひーちゃん！」

　幼おさななじみの萌ほう月づき来らい夏かが給水塔のハシゴを昇のぼってきた。ひょこっと顔を覗のぞかせて、

「ひーちゃん、やっぱりココにいたんだね！」

「どうしたんだよ、そんなに慌あわてて」

「次の授業英語でしょ？　ひーちゃん、英訳やってない!?　私、今日、当たっちゃうんだよ！　うあーん、すっかり忘れてたー！」

　来夏は泣きそうな顔をした。英語教師のＭｓ．シンクレアは宿題を忘れた者には英語で歌を唄うたわせるというバツゲームを課かすんだ。

「一曲披ひ露ろうすりゃいいじゃないか。……きみの歌はあんまり聴ききたくないけど」

「やだよ！　恥ずかしいもん！　カラオケで唄うのとはワケが違ちがうじゃん！」

「残念だけど、英訳はやってきてないよ。やってるわけないだろ。僕に聞くなよ」

「私だって、ひーちゃんなんかに聞きたくないよ！　でも、当てにしてたいいんちょが今日は風邪かぜ引いて休んじゃったんだもん！」

「はぁ……どこが当たるかわかってるのか？」

「だいたいわかるよ。ほら、この辺」

　給水塔の上に座った来夏は、教科書を取り出し英文を指し示した。周しゆう辺へんの文章も含ふくめて簡かん単たんに訳やくしてあげる。幼なじみが恥はじかこうが僕は一いつ向こうに構かまわない。でも、来夏のヘタクソな歌を聴くのは苦く痛つうだからね。

「待って待って待ってっ！　メモるから！」

　僕が口にした訳文を、来夏は手のひらにメモした。

「二つ三つ辞じ書しよ引かなきゃわからない単語があるけど、だいたい合ってると思う」

「そこは自分で調べるよ。ありがと！　さっすが、ひーちゃんだねっ！」

　さっさとノートに書き写したいのだろう。来夏はハシゴを降りようとした。けれど、もう一度顔を出して、

「ひーちゃんは有栖川さんとなにしてんの？」

「いや、別に。話してただけ」

　つまらなそうに幼なじみは唇くちびるを尖とがらせた。

「ふうん……。そだっ、あのさっ！　またお弁当作って来てあげるから、一いつ緒しよに食べようねっ！　ふ…二人だけでっ」

　サクヤの方をチラチラうかがいながら《二人だけ》ってところに力を込めてまくし立てると、逃にげるように去っていった。

「ったく、騒さわがしいヤツだよな……」

　肩かたを竦すくめながらサクヤの方を向き直って、

「うおっ!?」

　むっすぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

　そんな擬ぎ音おんを付けたくなるような感じで、サクヤが怒おこったような顔をしていた。ちょっぴり頰ほおを膨ふくらませて、眉まゆ根ねを寄せてるだけなんだけど、普ふ段だんが無表情だから、かなりムカついてるように見える。

「ふんっ」鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「なに怒ってるんだよ？」

「別に。怒ってない」

「ひょっとして……弁当のことを引き合いに出されたのがイヤだった、とか？　きみは料理がヘタだから」

「違うっ！　お弁当のことは言うなっ！」

「それじゃ……あ、そうか。来夏が《ひーちゃん》って呼びまくってたのに、自分は名前が呼べないから悔くやしかったんだろ」

「そっ、そんなわけないでしょ!?」

「じゃあ、なにを怒ってるんだよ」

「……怒ってない。私には怒る理由がない」

「怒ってるじゃないか」

「怒ってないって言ってるでしょう!?……少しイライラしただけっ」

「それを怒ってるって言うと思うんだけど」

「うるさいっ！」

　サクヤはスカートをたくし上げて剣けんを抜こうとした。と、彼女を制せいするように、校内放送が空気を震ふるわせる。

《私は桜ヶ丘高校生徒会会長、高天原Ａである！　椎堂密、有栖川咲さく夜やの両名は、至し急きゆう、第三倉庫室まで来い！》
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　もしも《椎堂家家か訓くん》を作るなら、その第一条に書きたい言葉がある。

　それは《高天原Ａには気を付けろ》だ。

　センパイに関かかわるとロクなことにならないって、骨ほね身みに染しみてるからね。件くだんの放送を聞いた途と端たん、反射的に逃とう走そう態たい勢せいに入っていた。この街を守るという使命がなければ、即そく座ざに外国へ亡ぼう命めいしているところだ。

　しかし、サクヤがそれを許さなかった。

「師し匠しようが来いと言ってる。行くのが道どう理りでしょう？」

「師匠とか呼ぶなよ。きみはセンパイがどれほど迷めい惑わくな人かわかってないんだ。賭けてもいい。ノコノコ出ていったら、とんでもない面めん倒どうを押おしつけられるぞ！」

　壊こわれかけた第二校舎。その三階の端はしにある、第三倉庫室へと僕は引きずられていった。

　第三倉庫室は、使われてない机なんかが隅すみに積つまれた八畳じようほどの狭せまい部屋だ。窓はそこそこ大きいけれど嵌はめ殺しで開かない。風通しは悪く、空気はホコリっぽかった。

　その部屋に広がる光景を見て、賭けに勝ったことを悟った。

　部屋の中央に椅い子すが置かれていて、そこに一組の男女が縛しばり付けられてる。男の方は鈴木君だったかな。今朝センパイが小こ脇わきに抱えていた男子。女の子の方は……見たことない。バッチリ化け粧しようした茶ちや髪ぱつの女生徒だ。いわゆるギャル系っていうのかな。

　寄より添そうような形で二人を一緒に縛いましめているのは、ロープではなく太い革かわベルトのようなものだった。その太い革帯の中央にハート型をしたピンク色の箱と──

　ダイナマイトが、ついていた。

　ハート型の箱を弄いじくっていたセンパイが、僕を見るなり怒ど鳴なる。

「遅おそいじゃないか、シド！」

「できれば、来たくなかったんですが……なにをしてるんですか？」

「見ればわかるだろう？　時じ限げん爆ばく弾だんを解かい体たいしてるんだよ」

「いいですか、センパイ。天使の襲しゆう来らいに晒さらされてるとはいえ、ここはそれなりに平和な日本で、しかも高校の一室です。戦場でもなければテロの標ひよう的てきになるような重じゆう要ような施し設せつでもありません。それを踏ふまえた上でもう一度聞きますが……なにをしてるんですか？」

「爆弾を解体してるんだよ」

　ホント、なにしてんですか、あなたは……

　高天原センパイは、男子生徒を見やり、

「告白する勇気が出ないというから、ちょっと追い込んでやろうと思ったんだ。だから時限爆弾をつけてやった。告白したら解かい除じよされる機き能のうをつけて。……といっても、心しん拍ぱく数すうと声に反応する単純なセンサーが仕し込こんであるだけだがな」

「死し地ちに追い込んでどうするんですか」

「《吊つり橋ばし効こう果か》って知ってるだろ」

「知ってますけど、やりすぎですよ」

　高天原Ａは他人の恋こいを成じよう就じゆさせるためなら、どんな無む茶ちやでもする人間だ。だけど、まさか、生徒のカラダに爆弾仕し掛かけちゃうほど無茶な人だとは思わなかったよ。

　僕はウンザリした気分で、女の子と寄り添った状態で拘こう束そくされてる男子生徒に頼たのんだ。

「鈴木君って言ったっけ？　センパイに巻き込まれたのはご愁しゆう傷しよう様さまと言う他ほかないけどさ、さっさと告白してくれよ」

「したよ！　『好きだ』って言ったけど、解除されないんだよ！」

「はぁ!?」

　センパイはペロッと舌を出して、自分の頭をコツンと叩たたいた。可愛かわいらしくウインク一発。

「壊れちゃったみたい。テヘ☆」

「テヘ☆じゃないですよ！」

　最悪だ。最悪すぎるほど最悪だ。

「強きよう制せい解除する方法はないんですか？」

「さっきから解除コードを入れてるんだが」

　ハート型の起爆装置にはモニターと、電でん卓たくみたいなテンキーがついていた。《15[image: ：]12》と表示された数字がカウントダウンしている。残り時間は一五分ということだろう。

　センパイがボタンを押すと、モニターに《ＥＲＲＯＲ》の文字が浮うかび上がった。

「この通り解除できない」

「もうヤダぁ！　どうしてアタシがこんなコトに巻き込まれなきゃいけないのよぅ！」

　ギャル系の女の子が泣きながら金かな切きり声を上げる。

　センパイは「佐さ藤とう。大だい丈じよう夫ぶだから落ち着け」と声をかけて、

「二人を助けるために、シドに来てもらったんだ。今から時限爆弾を解体する。手伝え」

「イヤです」

「即そく答とうだとっ!?　なにが不満なんだ!?」

「満足なところを探す方が難むずかしいです。ってか、なんで『心底意外だ』みたいな表情してるんですか。イヤに決まってるでしょう」

「シド。おまえは恋愛成就生徒会書記であり、この私の片かた腕うでだろう？　私の失敗は、おまえの失敗でもあるのだよ！」

「堂々と責せき任にん転てん嫁かしないでください」

「《転嫁》って《転ぶ嫁よめ》と書くよな。その言葉は《ドジっ娘こな花嫁》を連れん想そうさせて非常に萌もえると思う。私の大好きな言葉だ。さて、そんなわけで爆弾の解体をはじめるぞ」

「その話題転てん換かんはムリがありすぎですよ。はあ……これ威い力りよくはどのくらいなんですか？」

「火薬の量は減へらしてある。せいぜい、その二人の中身が『こんにちわ』する程度だ」

『ひぃっ！』縛られてる二人が悲鳴をあげた。

「威力は低いですね。……生徒たちに避ひ難なんを呼びかけなかったのは、それが理由ですか」

「ああ。他の生徒に被ひ害がいが及およぶ可能性は低い。となれば、パニックの方が怖こわいからな」

「なるほど」実に理り性せい的てきな判断だ。願ねがわくば、その理性を無茶な行動を起こす前に発はつ揮きして欲ほしいものだね。

「このベルトを切って、先に二人を解放した方がいいと思いますが」

「それはできない。ムリにベルトを切ろうとすると、タイムリミットが残り三秒に再セットされてしまう仕組みになっている」

「無む駄だな機き能のうつけないでくださいよ」

「告白を前に逃にげ出すような輩やからは許せん！　ペナルティを課かすのは当然だろう？　好きだと叫さけぶ三秒の猶ゆう予よを与あたえているだけ有り難がたいと思って欲しいものだ！」

　腕組みしながらセンパイは高笑いした。

　腕わん章しように書かれた《恋こいは命いのち懸がけ！》の文字が、センパイの思想を如によ実じつに物語ってるね。

「シド。そんな質問をするということは、爆弾処しよ理りを手伝ってくれるということか？」

「……仕方ないでしょう？　センパイに借りがあるんですからね」

「ははっ、そう言ってくれると思ったぞ！」

　むぎゅう。センパイは僕を抱だきしめる。

「センパイ。とんでもなく柔やわらかいものが僕の顔に当たってます。なんだか気持ちよくなっちゃうのでやめてください」

「素す直なおに嬉うれしいと言えばいいのに。うりうり」

　確かにちょっと嬉しいですけど、センパイの胸だと思うと喜べないんですよ……

　ひとしきり僕を抱きしめたセンパイは胸むな元もとに手を突つっ込んだ。ドライバーやニッパー、ペンチなどを取り出し僕に手て渡わたす。

　と、鈴木君が信じられないって顔で、

「爆弾処理の経験があるんですか？」

「あるわけないだろ。どんな高校生だよ」

「それじゃ、どうして……」

　まあ、普ふ通つうの生徒だったらこんな簡かん単たんに引き受けないかもしれないね。

「僕は今までセンパイに振ふり回されてきたんだよ。ジエータイと銃じゆう撃げき戦せんをやらされたり、テロ組そ織しきにケンカ売らされたりね。それに比くらべれば爆弾の解体なんて可愛かわいいもんさ」

　蒼そう白はくだった鈴木君の顔が、さらに青ざめた。

　一いつ緒しよに拘こう束そくされていた女の子──佐藤さんだっけ？──が泣きべそをかきながら、

「アタシ聞いたことある……。生徒会長のテシタになって働くセンパイがいるって」

「ははっ、おまえも有名になったな、シド」

「…………」

「ん？　どうした、黙だまり込んで」

「自分の生き方を見つめ直したくなっただけです。どこで人生間ま違ちがったのかな……」

「それは恐おそらく、この高天原Ａに借りを作った時じ点てんだろうな」

「自分で言わないでください」

「あの……」今まで黙っていたサクヤが、

「私はどうして呼ばれた？」

　展てん開かいについていけないのか、彼女は戸と惑まどったような表情を浮かべている。

「おお、おまえを呼んだのは他ほかでもない」

　センパイは壁かべに立てかけてあった日本刀を鞘さやごとサクヤに放ほうった。って、なんでそんなもんが用意してあるんだ？

「有栖川。おまえは剣けんの使い手だったろう？　入り口に立って、誰だれか入って来ないか見み張はっていてくれ。できれば秘ひ密みつ裏りに処理したい」

「斬きれということ？」

「峰みね打うちでな。これも愛で世界を救うためだ。よろしく頼たのむ」

　サクヤの目がスッと細まる。戸惑いの表情が一いつ瞬しゆんで消え使し命めい感かんが瞳ひとみに灯ともった。

「わかった」

　日本刀を携たずさえると、サクヤは戸口の辺りに仁に王おう立だちする。背中には《決して誰も通さない》という気き迫はくがみなぎっていた。

　嗚呼ああ……この調子でサクヤがセンパイに従うようになっちゃったらイヤだなあ……

「なにを遠い目をしている。爆弾処理をはじめるぞ。設せつ計けい図ずを見ながら指示を出す。シドは私に従って解体せよ。まずは《炸さく裂れつ！　告白強制爆弾♡きみに首ったけ一号》の実に愛らしいハート型の起爆装置を開け！」

「今さらセンパイのネーミングセンスのなさをとやかく言うのはやめておきますが……なんでこんなカタチなんですか？」

「普通の爆弾じゃラブ分が足らないだろ」

「足りなくていいですよ、そんなもの」

　ドライバーを使ってハート型のフタを開く。コードの束が溢あふれ出てきた。その向こうに三層に重なった基き板ばんが見える。

「迂う闊かつにコードを切るなよ。トラップがいくつも仕し掛かけてある」

「トラップって？」

「誤ったコードを切ると、タイマーが六〇秒に再セットされる仕組みだ」

「…………。ツッコミ代わりに一発殴なぐらせてください。バールのようなもので」

「これは私が仕掛けたものじゃないよ。[image: ∞]はるかが勝手にやったんだ」

「《炸裂してきみが首だけ爆弾》でしたっけ？　これは[image: ∞]はるかちゃんが作ったんですか？」

「不吉な間違い方をするな。《炸裂！　告白強制爆弾♡きみに首ったけ一号》だ。アイツは姉である私に似て、やるときは徹てつ底てい的てきだからな。[image: ∞]はるかめ。《科学で世界を救う》と喚わめいてるクセにロクなものを作りゃしない」

　設計図片手にブツクサ言いながら、

「作業を続けるぞ。基板の左ひだり隅すみから伸のびている黄色いコードと青いコードを切れ。切ったら、その二つのコードをバイパスしろ」

　不ふ死じ身みの僕でも、爆弾が目の前にあると思うと緊きん張ちように手が震ふるえそうになる。手元が狂くるえば二人が死ぬことになるからね。無関係な人間がいくら死のうが興味はないんだけど、学校生活を守るという観かん点てんから言えば、生徒の数は減らない方がいい。

　慎しん重ちようにニッパーでコードの皮ひ膜まくを剝はがし、ペンチでつなぎ合わせる。

「できましたよ」

　その後もセンパイの指示に従って、コードを切ったり繫つないだり、チップをハズしたりして、起爆装置を注意深く無む効こう化かしていく。

　タイムリミットが一〇分を切る頃ころ。

　設計図を確かく認にんしたセンパイが大きく頷うなずいた。

「うむ。これで全行こう程ていの半分ぐらいだな。頑がん張ばれ、おまえたち。もうすぐ無効化できるぞ」

　まだ残り時間は十分にある。この分なら楽勝だろうね。額ひたいに滲にじんだ汗あせを拭ぬぐいながら、

「何事もなく終わることを望みますよ」

「案あんずるな。この私に任せておけ」

「それが一番不安なんです」

「さあ、次の作業だ。奥おくの基板についてる黄色と黒のコード。それを切れ」

「はいはい。黄色と黒ですね」

　パチン。確認しながらコードを切る。

「隣となりの緑色のコード。それも切れ」

「緑ですね」

　パチン。

「その横に伸びている紫むらさきのコードも切るんだ」

「紫」

　パチン。

「そのまた隣の赤のコード、」

「次は赤、と」

　パチン。

「だけは、絶対に切っちゃダメだ」

「…………」

「パチンと音が聞こえたが？」

「……切っちゃいました」

「馬ば鹿か者もの！　切るなと言ったろ！」

「紛まぎらわしい言い方するからだっ！」

　ピピーッ！　甲かん高だかいＢＥＥＰ音と共に、タイマーが再セットされた。

　ピッ。《01[image: ：]00》

　ピッ。《00[image: ：]59》

　ピッ。《00[image: ：]58》

　タイマーが残ざん酷こくな時を刻きざみはじめる。

　センパイは設計図を握にぎりつぶして、

「ダメだ！　解体する時間がなくなった！」

　僕は工具を放ほうり出して天てん井じようを仰あおいだ。

　やっぱりセンパイに関かかわって無事で終わるはずがなかったんだよな……

　鈴木君が震える声で叫さけぶ。

「このベルト外してください！　せめて彼女だけでも助けてあげてください！」

「……ムリだ。二人を繫ぐベルトは切れない」

　佐藤さんが大おお粒つぶの涙なみだを流して、

「もうやだっ！　やだよぉ！」

「ごめん。ぼくのせいで本当にごめんっ」

「まったくよぉ……。なんでアタシがこんな目にぃ……。まだ死にたくないよぉ……」

　ギャル系で化け粧しようの濃こい女の子だったから、涙でマスカラが溶とけてひどいことになってしまう。その涙を見た鈴木君は、決意の表情を浮かべた。二人を拘こう束そくしているベルトをずらそうとカラダを動かしはじめる。

　ピッ。《00[image: ：]45》

「な、なにしてんのよ……っ」

　しゃくり上げながら、少女は問うた。

「盾たてになるよ。ぼくの後ろに隠かくれて！」

「な、なに言ってんの？　死んじゃうのよ？」

「こんなことになったのは、ぼくが告白なんかしようとしたからだし……」

「まったくよ！　バッカじゃないの……!?」

　涙で顔をぐしゃぐしゃにしながら、佐藤さんは鈴木君の頭を叩たたいた。

「告白すんなら、もっと普ふ通つうにすりゃいいのに！　もっと普通に言ってくれるだけでよかったのに……！　あ……アタシだって、鈴木のことちょっとイイなって思ってたのよ！　それがこんな……！」

「なんてことだ……！　二人は相思相愛だったのに……！　なにがいけなかったんだ！」

「センパイがいけないんですよ。《吊つり橋ばし効こう果か》とかいらなかったじゃないですか」

　ピッ。《00[image: ：]30》

　沈ちん痛つうな面おも持もちで、センパイは残り三〇秒を示すタイマーを見つめる。

「シド、悪かったな。あとはこの高天原Ａがなんとかする。有栖川と一いつ緒しよに逃にげろ」

「センパイは逃げないんですか？」

「愛し合う者たちを置いて、この私が逃げるはずがなかろう！……責任を取る！」

　高天原センパイは起き爆ばく装置から伸のびるコードの束たばを引っ摑つかんだ。

「最後の手段だ。全すべて引き抜ぬけばタイマーが止まるかもしれない。一か八かやってみる」

　腕わん章しようの文字が《愛に殉じゆんずる》に変わっている。死ぬ気なのか、この人は……

「あなたに死なれては困こまる。《コレ》を好きになる方法を教えて欲ほしい」

　堪たまりかねたように、サクヤが声をかけた。

「応おう援えんしてやれなくて悪かったな。もし死んでも、あの世からおまえの恋こい路じを見守っているぞ。高天原Ａの名にかけて」

　センパイは寂さびしげな笑えみを浮うかべた。

「じゃあな、シド。いろいろ楽しかったよ」

　困ったようにサクヤは僕を見た。鈴木君も佐藤さんもすがるような瞳ひとみで僕を見つめる。

　ああ、もうっ……。くそっ……！

　なんでみんなして、シリアスな雰ふん囲い気きを作るんだよ。イライラすんな……。

　これじゃ逃げるに逃げられないじゃないか。やっぱり、高天原Ａに関わるとロクなことがないよ。

　頭を搔かきむしりながら──なんて僕らしくない行動だ！──第三倉庫室内に視線を走らせた。窓ガラスは嵌はめ殺しで開けることはできない。しかし、幸いなことに飛ひ散さん防ぼう止しのワイヤーなどは入っていなかった。

　ピッ。《00[image: ：]10》

「さあ、コードを全て切せつ断だんするぞ！　シド、有栖川を連れて退たい避ひせよ！」

　ピッ。《00[image: ：]09》

「センパイ。どいてください」

　生徒会長を押おしのけて、僕は起爆装置本体とダイナマイトを両手で抱かかえた。我われながらバカなことやってるよなと思いながら続ける。

「……僕が、なんとかします」

「なにを言ってる。危険だぞ」

「黙だまってください。言い争あらそってる時間はない」

　ピッ。《00[image: ：]06》

　僕の言葉に気け圧おされたように、高天原センパイはコードから手を放した。

「なにかプランがあるのか？」

「そんな上じよう等とうなものじゃないですけどね」

　振ふり返らずに、僕は尋たずねる。

「サクヤ。ベルトだけを斬きれる？」

「できる」

　チャキ──サクヤは鯉こい口ぐちを切った。日本刀の柄つかに手をかけて腰こしを落とす。

　爆弾の本体に手をかけたまま、肩かたを竦すくめた。

「じゃ、やってよ」

「待て！　ベルトを切断したら、残り時間が三秒に……！」

　大きく息を吐はいて、僕は叫んだ。

「いいから、やれ！　サクヤ！」

「────ハッ！」

　日本刀を閃ひらめかせて、サクヤが革かわベルトだけを切断した。




　ピッ。《00[image: ：]03》

　タイマーが再セットされる。

　僕はハート型の爆弾を抱えて──




　ピッ。《00[image: ：]02》

　床ゆかを蹴けって駆かけ出した。

　窓に向かって、一直線に──




　ピッ。《00[image: ：]01》

　窓ガラスに体当たりして突つき破り、

　三階の窓から飛び出す──




　重力と、引力と、

　青い空と、五月の爽さわやかな空気と、

　陽よう光こうと、煌きらめく窓ガラスの破は片へんに包つつまれて、




　ピッ。《00[image: ：]00》




　──僕は目ま映ばゆい閃せん光こうが走るのを見た。




　ぽんっ。僕の視界を覆おおう、色とりどりのリボン。カラフルな紙かみ吹雪ふぶき。

「…………え？」

　三階から地面に叩たたき付けられることを覚かく悟ごしていたのに、衝しよう撃げきは襲おそってこなかった。ネットのようなものに柔やわらかく支ささえられる。

「ヒソカっ！」

　窓まど際ぎわにサクヤが駆け寄ってきた。ほんの一メートルほど下のネットに僕が引っかかってるのを見て目を丸くする。

「やあ」とりあえず、手を挙あげる僕。なんかすっげえマヌケなんですけど。

　高天原センパイが満面の笑みを湛たたえながら窓辺に近寄ってきた。

「名前が呼べたじゃないか。有栖川」

「あ……！　とっさだったから……」

「とっさに出てくる呼こ称しようこそ、本当に呼びたい名前なのさ」

　網あみの上に横たわる僕を見下ろしつつ、センパイは窓ガラスの破片をぺろりと舐なめる。

「映画撮さつ影えいで使う特とく殊しゆなガラスは、飴あめで出来ているそうだが……甘あまくはないんだな。怪け我がはなかったろう？」

　センパイは僕が不死身だってことを知らないから、無む駄だな配はい慮りよをしてくれたんだろう。もっと配慮すべきことがあると思うけどね。

「カラダは無事ですが……センパイに騙だまされて、ココロに深い傷を負いましたよ」

「騙すとは心しん外がいだな。恋に悩なやむ男女。その心の距きよ離りを縮ちぢめてやったのさ。二組同時にね」

　僕が窓を破って飛び降りるところまで、全てはセンパイの計算ずくだったってことか。

　ったく、なにやってるんだよ、椎堂密。

　考えればわかることだったんだ。センパイには多くの部下がいる。人ひと払ばらいのためにサクヤを一いつ緒しよに呼ぶ必要なんてない。

　それに緊きん急きゆう事じ態たいのハズだったのに、わざわざ日本刀が用意してあるのもおかしいだろ。

　倉庫室の中から、声が聞こえてくる。

「助かって、よかったね」

　佐藤さんが、怒おこったような声で、

「よかったね、じゃない！　死ぬかと思ったでしょ!?　ふざけないでよ！」

「ご……ごめん……」

「でも…………許ゆるしてあげる。さっき、ちょっと格かつ好こう良かったから……」

「あのさ……っ！」

「わかってる。告白の返事でしょ？……いいよ、付き合ってあげても」

　まるで二人を祝しゆく福ふくするように、昼休みの終わるチャイムが鳴る。センパイの仕組んだ茶番は、終しゆう了りよう時じ刻こくまで計算されていたようだ。

「新たなカップルの誕たん生じようだ。それに《偽ぎ悪あく者しや》シドがヒーローっぽく活かつ躍やくしてしまうシーンも見れた。今日は実に良い日だな」

「センパイ。僕はあなたが大だい嫌きらいです」

「シド。私はおまえが大好きだよ」

　高天原センパイは最高に格好いい表情で、ウインクしてみせたのだった。




　　　　[image: ]




「わかったろ？　高天原Ａの迷めい惑わくっぷりが。センパイは人の恋こい路じを応おう援えんするという大たい義ぎ名めい分ぶんを掲かかげてメチャクチャなことをするんだ」

　夜。公園。ウチの近所。

　スポットライトみたいな街がい灯とうの下で、僕はサクヤと話をしていた。

「でも、あの人のおかげで名前が呼べた。ずっと呼べなかったのに、あんなにスムーズに」

　大たい剣けんを手にした制服姿のサクヤは、ギュッと握にぎり拳こぶしを固める。

「高天原って人は凄すごいと思うっ」

「まあ、確かにキッカケにはなったのかもしれないけど……。やりすぎだろアレは」

　満点の星を見上げながら、ため息を吐つく。

「っていうか、どうしてそんなに呼び方なんかにこだわったんだよ」

　するとサクヤは不ふ思し議ぎそうな顔をした。

「こだわったのは、おまえの方でしょう？　ほら、私のコードネームを知ったとき。昨日の夜のこと」




《スペード０》

　それがサクヤの名前だと知った僕は、何なに気げなく尋たずねたんだ。

「《有栖川咲夜》というのは偽ぎ名めいなんだね」

「そう。私は《スペード０》というコードネームで呼ばれてきた」

「きみには《本当の名前》はないの？」

「……質問の意味がわからない」

　サクヤは不思議そうな顔をしていた。本気で僕の言葉の意味がわからないみたいだね。

　なぜだか居いたたまれない気分になった僕は提てい案あんしたんだ。

「だったらさ──有栖川咲夜を本名ってことにしたらいいよ」

「呼び名なんて、どうでもいいでしょう？」

「ま、そうだけど。《スペード０》よりも、《有栖川咲夜》の方がイイ名前だと思うよ。世界滅めつ亡ぼうが終わったら、きみだって普ふ通つうの女の子になるんだからさ」

　僕の言葉を聞いたサクヤは、困ったような、それでいてくすぐったそうな顔をした──




「名前なんてただの記号だと思ってた。だから、おまえの呼こ称しようも特に気にする必要はないと思っていたの。だけど……」

　街灯のスポットライトの下、サクヤは僕に近づいて、

「おまえの言葉を聞いて、名前って大切なのかなって気がして……。私もおまえをちゃんと名前で呼ぶようにしようと思って……」

　ぽりぽり──人差し指で頰ほおを搔かいた。

　参まいったな。そんな真ま面じ目めに受け取られると、困るんだけどね。

　目の前に立ったサクヤは、僕を見上げた。

「もう一度、名前を呼んでみる。今度はちゃんと呼べる気がするから」

　チャキ──大剣を僕の首くび筋すじに突き付け、

「おまえも私の名前を呼んで。名前を呼び合ってみるの」

「……別にいいけどさ」

　サクヤは、ふん、と鼻を鳴らして剣をおろした。ぎこちなく咳せき払ばらいをする。

　星が綺き麗れいな夜。街灯のスポットライトの下で向かい合って、見つめ合った。

　緊張感が静せい寂じやくとなってのしかかってくる。

　なるほどね。名前を呼ぶぐらい簡かん単たんじゃないかって。どうしてサクヤは、それしきのことで恥はずかしがるんだろうって、不思議に思ってた。

　だけど──今なら、その気持ち、わかるよ。

　ほんの少し意識しただけで、

　名前を呼ぶことだって、特別になるんだね。

　真まっ直すぐに僕を見つめ、消え入りそうなほど小さな声でサクヤは名前を呼んだ。

「ヒソカ」

　照れくささを堪こらえて、僕も呼び返す。

「サクヤ」

　かあっと頰が熱くなるのを感じる。サクヤも恥ずかしいのだろう。そっぽを向いたその頰が、真っ赤に染そまっていた。

　しかし、サクヤはチラッと僕の顔をうかがって、満足げに笑ったんだ。

「これで、もっと親密になれるなっ」

　照れくささと、サクヤの笑え顔がおと、可愛かわいらしさと、夜の公園の空気と、満点の星々と。

　いろんなものがごちゃ混まぜになって、胸の奥おくに落っこちてきた。

　なんというか、とても、胸がきゅんとしたんだ。

　きゅん、て。

　なんて恥ずかしい表現をしてますか、僕は。





【卒業まで　残り３０８日】









　　　密の日記──５月７日








　今日は、面めん倒どうな事じ実じつが発はつ覚かくした。今後のためにも詳しよう細さいに記き録ろくしておく。

　四月二九日。サクヤとデートをした時、スウィーツキングダムの裏うら手ての路ろ地じで天使と抗こう戦せんした。そのようすを、通行人に見られてしまっていたらしい。

　巨きよ大だいな剣けんを振ふり回して天使を斬きり裂さく少女を見たんだ。驚おどろくのも無む理りはないだろう。

　しかしながら、ジエータイにチクりやがったのは頂いただけない。

　ジエータイ絡がらみの問題は、いつも通り協力者である一いちノの瀬せ一佐が素す早ばやく握にぎりつぶしてくれたから大事には至いたらなかった。だが、その目もく撃げき者しやさん、今度は警けい察さつの知り合いに相そう談だんしようとしてるらしい。

　僕は街を守っている。だけど、正義の味方なんかじゃない。どこかの誰だれかの幸せのために、戦ってるわけじゃないんだ。

　目撃者は徹てつ底てい的てきに排はい除じよしなければいけない。

　さて、その具体的な方法についてだけど──……









　昼休み。屋上。給きゆう水すい塔とうの屋根の上。

　お気に入りの場所で空を見上げながら、僕ぼくは独ひとり言ごちた。

「さてさて、どうしようかな」

　青空に向けて両りよう腕うでを突つき上げ、思いきり伸のびをする。

　取り得る手段はあまり多くはない。

　口封ふうじのために《殺す》か。

　仲間に取り入れて《懐かい柔じゆうする》か。

　もしくは、相手の秘密を握にぎって《逆ぎやく脅きよう迫はくする》か。

　うーん。どれも面倒だね……。風に吹ふかれてちょっぴり乱みだれてしまった髪かみを手で直しながら、ため息を吐つく。

　去年まで、僕には口止め専門の協力者がいた。《転校生》の一人で、留学生でもあったリサ・クライン。高たか天まが原はらセンパイが付けた二つ名は《失楽園ヴアージン・スーサイズ》。

「でも、彼女は回収されちゃったからなぁ……。うーん、逆脅迫をかけて……それでも従わないようだったら……」

「従わないなら、どうしようと言うんです？　サクッと殺してしまいますか？」

　給水塔のハシゴから、ひょこっと顔を覗のぞかせたのは、

「にゃみちゃん。何度も言うようだけど、人聞きの悪いことは言わないようにしようね」

　縁えん遠どお丹に闇やみ。天才的なハッカーにして、《嗜し血けつ症しよう》という病気に罹かかっているが故ゆえに《吸きゆう血けつ鬼き》になってしまった少女。センパイが付けた二つ名は《世界樹アンダー・ワールド》。

「うふふ。ひぃセンパイでも人聞きを気にするんですね。ワルワルなのに」

　ショートカットに、華きや奢しやな手足を持つ可愛かわいらしい後こう輩はいは、イタズラっぽく微笑ほほえんだ。

　彼女の左目は眼球の奥おくに良性の腫しゆ瘍ようがあるせいで、虹こう彩さいが猫ねこの瞳ひとみのように縦たてにすぼまっているんだけど……今日は白い眼がん帯たいをつけて隠している。どうしたんだろうな？　疑問に思いつつ返事をする。

「当然だろ。僕は善ぜん良りような高校生なんだからね。……表向きは」

「善良な高校生は、こんなものを依い頼らいしたりしないと思いますよ？」

　給水塔の上に昇のぼり僕の隣となりに座すわりながら、にゃみちゃんは封ふう筒とうを差し出してきた。眼帯に覆おおわれていない方の目をこすりつつ、

「脅迫のネタ、見つかりました」

「ありがとう。わざわざ持ってきてくれたんだね。放課後にでも、僕の方から情じよう報ほう処しよ理り室しつに行こうと思ってたのに」

　にゃみちゃんがアクビを嚙かみ殺しながら、気持ちよさそうに一つ伸びをする。

「んぅ～。……ここはポカポカしていて、気持ちがいいですね。なんだか眠ねむたくなっちゃいます……」

「そうだろ？　昼ひる寝ねには最さい適てきだよ。最適すぎて困こまるぐらいだ。僕は午後の授業の出席率がちょっと悪いんだけど、全すべてはこの給水塔のせいだと考えている」

「ふゎぅ…。それはいけませんね……」

　もう一度小さくアクビをした後で、にゃみちゃんはイタズラっぽく僕を見つめた。

「お昼寝をしないよう、これからはお昼休みを情報処理室で過ごすようにしてはいかがですか？　歓かん迎げいしますよ」

「たっぷり血を吸われちゃいそうだけどね」

「うふふ」小さく笑って、にゃみちゃんは可愛らしく舌を出す。

「ところで、《ものもらい》にでもなったの？　眼帯なんかしてるけど」

「んもう。忘れたんですか？　以前、お教えしたはずですよ？」

　眼帯を持ち上げて、にゃみちゃんは猫目を見せてくれる。陽よう光こうに晒さらされて、縦長の虹彩が極きよく限げんまで細くなった。

「わたしの左目は、明るいところではほとんど見えません。眩まぶしすぎて辛つらいだけですので、眼帯で隠かくしているんです」

「そっかそっか。前に聞いた気もする」

「覚えておいてくださいね」ちょっぴり唇くちびるを尖とがらせつつ、

「……というわけで、調ちよう査さした結果をご報ほう告こくしたいところなのですが」

　僕の肩かたに寄よりかかるように、頭を載のせてくる。柔やわらかな髪が、さわ、と鳴った。

「うにゅ～……」

「どうしたの？　グッタリしちゃって」

「ご報告の前に、先に血を頂いただけないでしょうか？　少々頑がん張ばりすぎてしまったせいか、すごく渇かわいておりまして……」

「頑張ったって……この調査、そんなに大変だったの？」

「いいえ。その程度は、なんでもありません」

　言いながら、目を閉じてしまうにゃみちゃん。ダルそうに手を動かして、手て探さぐりで僕の制服のボタンを外はずしはじめる。

「その調査をしながら、《殉じゆん教きよう天てん使し団だん》のサーバに侵しん入にゆうしてたんです。そちらの方に手こずってしまいまして」

　殉教天使団は国こく際さい的てきなテロ組織だ。天使の襲しゆう来らいは、神が滅めつ亡ぼうを望んだ結果である。だから、神の意志に従い自ら死を選ぶべきだ──なぁんて無む茶ちやな考えを盲もう信しんし、自じ爆ばくテロなんかを繰くり返している。

　眠そうな声で、にゃみちゃんは続けた。

「最初は順じゆん調ちようだったんですけど……殉教天使団のサイバーテロチームがクラッキングしてるの見つけて、ケンカを吹ふっかけてしまったのです」

「ケンカ？　国際テロ組織に!?」

　おいおいおい。話のスケールが随ずい分ぶん大きいんですけど……

　覚おぼ束つかない手付きでにゃみちゃんはボタンを外そうとする。しかし、目をつぶったままだから、うまくいかないようだ。

「で、結果はどうだったの？」

「うふふ。彼らのサーバはダウン。ついでに殉教天使団の全データはわたしのものです。《神の御ぎよ意いを達たつ成せいするため共に闘たたかおう》なんてスカウトされてしまいました」

　にゃみちゃんは誇ほこらしげに胸を張ったけれど、ふう、と疲つかれ切ったように息を吐はく。

「すごく楽しかったのですが、不ふ眠みん不ふ休きゆうでしたので……」

「ぜんぜん寝てないの？」

「はい。二晩ほど徹てつ夜やしてしまいました」

　うわ。そりゃ眠いはずだよね。

「そこでセンパイの美味おいしい血を頂いただいて、体力を回復しようと思ったのです。どのようなドリンク剤ざいよりも……わたしにとっては効こう果か的てきです……ので……」

　言ってるそばから、にゃみちゃんはうつらうつらしはじめる。

「ほら、にゃみちゃん。眠るんなら、せめて情報処理室に戻もどった方が、」

「う～…ヤです～…」

　眠い目をこすりながら、子どもみたいにイヤイヤをする。

「今すぐに血をもらうんですぅ……。パソコンに向かってるとき、ひぃセンパイのことばっかり考えちゃうくらいに……ずっとずーっと欲ほしかったんですからぁ……。血をペロペロ舐なめて……センパイにぎゅーってしてもらいたくて……」

　にゃみちゃんは眠さを堪こらえつつ、僕の制服のボタンを外し、首くび輪わも取り去る。

「ぎゅーって……、まさか、ここで《そーゆーコト》をするつもり？」

「お外ココはちょっと恥はずかしいですが……もうガマンできません……」

　僕の膝ひざの辺りにまたがって、可愛らしい後輩は身体からだをくっつけてきた。そのまま脚あしをすりつけてくる。薄うすい布きれ一枚を隔へだてただけの、にゃみちゃんのおしりや太ももの感かん触しよくを感じて、なんつーか、とても、うん、ヤバかった。

「血はいくらでもわけてあげるから、情報処理室に行こう。にゃみちゃんは、そんなにガマンのできない女の子じゃないだろ」

「うー……わたしを堪え性しようのない女の子にしちゃったのは……ひぃセンパイですよ？」

　重たそうなまぶたを懸けん命めいに開こうとしながら、にゃみちゃんは唇を尖とがらせる。

「もうダメです……。《ひぃセンパイ分》が切れました……。エンプティなのです……」

　シャツに手をかけたところで──にゃみちゃんに限界が訪おとずれたようだ。

「早く補ほ給きゆうしなくては……わたしは死んでしまいま……す……」

　こてん。

　僕の胸に軽い頭ず突つきをカマすようにして、にゃみちゃんは寄りかかってくる。

「センパイは……温かいれすね……」

　そのまま可愛らしい寝ね息いきを立てて、彼女は眠ねむってしまった。

「おい、にゃみちゃん！　こんなとこで寝ちゃダメだって！」

　肩を軽く揺ゆさぶってみたけれど、起きてくれない。本格的に寝ちゃったようだ。

　参まいったね、これは。

　胸むな元もとににゃみちゃんの柔らかい頰ほおの感かん触しよくを感じながら、肩を竦すくめる。

「くぅ……すぅぅ……」

　にゃみちゃんは気持ちよさそうに眠っている。

「うぅん……」

　と──小さく呻うめいて、にゃみちゃんは僕の制服をぎゅーっと摑つかんだ。

「センパイ……どっか行っちゃヤですぅ……」

　どうやら、寝ね言ごとを言ってるらしい。

「しばらくは、ここにいるよ」

　夢の中で僕の返答を聞いたのかな？

　にゃみちゃんは、僕の胸にすりすりと頰ずりしてきた。

「うふふ。ひぃしぇんぱい……しゅき……♡」

「《しゅき》？」

　手記？　酒気？……なに意味不明なことを言ってるんだろうね、この娘こは。

　頭の中に？？？が並ぶ僕をよそに、にゃみちゃんの寝言は続く。

「ひぃしぇんぱいは……わたしの……なんですぅ……くぅ……。有あり栖す川がわしぇんぱいなんかに……渡わたさないんですぅ……」

　ぎゅぎゅぎゅー。

　にゃみちゃんに、思いっきり抱だき枕まくられてしまう。

　ちなみに、《抱き枕る》というのは、《抱き枕のように抱きしめる》という意味のラ行五段活用の動詞だ。……たった今作った言葉だけど。

「こら、苦しいだろ」

　形のいい鼻を、キュッと摘つまんでみる。

　猫じゃらしに反応する猫みたいに、にゃみちゃんは手を動かした。

「うーうー……」

　手を放すと、再び気持ちよさそうな寝息が聞こえてくる。

　どんな夢を見てるんだろうね？

「ひぃセンパイのイジワルぅ……。ワルワルで…鬼き畜ちくで……くぅ…すぅ……」

「なんてこった」

　夢の中でも僕にイジワルされているらしい。眠りながらにゃみちゃんは、困ったように眉まゆを寄せてしまう。

「ごめんね」

　なんとなく謝あやまってみた。

　柔やわらかい髪かみを優やさしく撫なでてあげる。

　すると、可愛かわいらしい後こう輩はいは安やすらかな寝顔を浮うかべた。

「やれやれ……」

　小声で呟つぶやいて、僕は片手を後ろについた。楽な姿し勢せいを取る。

　せめて昼休みが終わるまで。そう決めて、このまま寝かせてあげることにした。

　にゃみちゃんを起こさないように気を付けながら、封ふう筒とうからＰＰＣ用紙の束たばを取りだして眺ながめる。

　目もく撃げき者しやの個人情報が事こと細こまかに記き載さいされていた。どうやって調べたのかわからないけどさ。

　脅きよう迫はくに使えるネタも書いてあるようだ。

「それでは、たっぷり脅おどして、存ぞん分ぶんに怖こわがらせて、口止めするとしましょうか」

　もしも口を閉じてくれないようだったら……

「物理的に排はい除じよすることにしようかな。……手を下すのは、僕じゃないけどさ」

　それにしても──思わず苦く笑しようしてしまう。

　爽さわやかな空の下。春風に吹ふかれながら、破は壊かいされつつある街並みを見下ろして、

　猫っぽい雰ふん囲い気きのある後輩に抱き枕られたまま、物ぶつ騒そうなことを独ひとり言ごちてる。

　実にお似合いのシーンだよね。《正義の味方》ならぬ、壊こわれ果てた僕にはさ……なんとなく、そんな風に思った。








　幸い、軽く脅迫しただけで目撃者は口を閉ざしてくれた。

　排除せずに済んだのは、お互たがいのためにも良かったと言えるだろう。目撃者がこんな風に素す直なおな人たちばかりだと助かる。

　それにしても。

　円えん滑かつに街を守るために必要なこととはいえ、脅迫なんて行こう為いにも手を染めている僕の姿をサクヤが見たらなんて言うだろう。

　ねえ、サクヤ。きみは僕のことをどう思う？

　愛あい想そを尽つかしてしまうだろうか？

　それとも、オメガらしい行動だと納なつ得とくするだろうか？




　別にサクヤがどう思おうと、こんな自分を変えるつもりはないけどね。



















５月８日（金）

　彼女は空を見上げていた。















　彼女は、空を見上げていた。

　テトラポットに腰こし掛かけ、海風と潮しお騒さいに包まれて、

　どこまでも遠い夜空を、見つめ続けていた──




　星空を映うつした、彼女の瞳ひとみ。

　そのあまりにも悲しげな眼まな差ざしを、

　恐おそらく僕ぼくは、忘れることができないだろう。
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　いきなり出現して、問もん答どう無む用ようで全すべてを破は壊かいし空へと《回収》していく──そんな無む法ほうな振ふる舞まいをする天使にも、いくつかのルールが存在する。

　その代表的なものが、《夜や間かんの方が出しゆつ現げん率りつが高い》という法ほう則そくだろう。

　午前〇時近きん辺ぺんが出現のピークなんだ。昼間にも出現することがある。しかし、出現数は夜に比くらべれば一〇分の一以下だという統とう計けい結けつ果かもあるようだ。

　暫ざん定てい政せい府ふが夜間外出禁きん止し令れいを発はつ令れいし、夜の街をジエータイの装そう甲こう車しややパトカーが巡じゆん回かいしているのも、天使の出現傾けい向こうに則のつとったものといえる。

　すなわち。

　僕とサクヤが街まちを守るために奔ほん走そうするのも、夜がメインってことになるワケで。

　午前二時過すぎ。神かみ代しろ市。住宅街。

　天使とのバトルを終えてヘトヘトになった僕は、重たい身体からだに鞭むち打うって自転車のペダルを漕こいでいた。

　荷に台だいに後ろ向きに座すわってるサクヤが、不ふ機き嫌げんそうな声を上げる。

「ヒソカ。もっと速く進めないの？」

「うるさいな、これでも頑がん張ばってるよ。疲つかれてるんだ。仕し方かたないだろ」

「不ふ死じ身みのくせに。おまえは疲れだって感じないはずでしょう？」

「残念ながら、僕も疲れるんだよ。命に関かかわるような症しよう状じようならすぐに治ち癒ゆされるけどさ」

　ふん、とサクヤはバカにしたように鼻を鳴らした。

「疲れるようなことは、なにもしてないと思う。実じつ際さいに戦ったのは私だけだし」

「僕にも、天使が出現する場所まできみを誘ゆう導どうするって役やく目めがあるじゃないか」

　天使が出現する時は、僕は奇き妙みような悪お寒かんや吐はき気に襲おそわれる。サクヤによれば、天使が発する波は動どうのようなものを受け取っているらしい。僕が《違い和わ感かん》と呼んでいる、その波動を辿たどっていけば、天使が出現する場所に先回りすることが可能なんだ。

　この波動を感じ取る能力は、サクヤよりも僕の方が高かった。だから、レーダー役として、サクヤを天使の元へ誘導する役目を担になっているんだ。

　ペダルを漕ぎながら、辟へき易えきとした気分で口を開いた。

「つうか、文もん句くがあるなら走ればいいだろ。きみの場合は、自分の足でダッシュした方が、ずっと速いんだからさ」

「それは無理。私は今、忙いそがしいから」

　はむはむはむはむはむはむはむはむはむ。

　自転車の荷台で、サクヤがものすごい勢いで二つ目のパンを頰ほお張ばりはじめた。一いつ生しよう懸けん命めいな感じが、背せ中なか越ごしにも伝わってくる。

　食べているパンは──《プリンパン》。

　カスタード風ふう味みの生き地じに、カラメルの焼き目がついているようだ。コンビニで発見して、即そく座ざに買い占しめて来たらしい。

　ごっきゅん。パンを飲み込むと、

「……はぁ♡」

　サクヤは幸せそうに吐と息いきを漏もらした。きっと、満足げな笑え顔がおを浮うかべていることだろう。

　三つ目のパンの袋ふくろを開けはじめたサクヤに、尋たずねてみた。

「それ、そんなに美味おいしいの？」

　はむっ、と、サクヤはプリンパンに大きくかぶりついて、

「ほへほ、ほいひい」

　どうやら《とても美味しい》と言ったようだ。

　なんとなく味の想像はつくけど、甘あまったるそうだね……。僕は甘いものが苦手だから、考えただけで胸焼けがしそうだよ。

「……家に帰ってから食べればいいのに」

「うるさい。耐たえられなかったんだから、仕方がないでしょう？　プリンのパンなんて画かつ期き的てきなものが存在するとは……そんなのすごすぎる！」

　サクヤは自転車の荷台で力説する。熱く拳こぶしを握にぎりながら。

「買い占めたって、どのくらい買ったの？」

「一〇個」

「うわ、多いな。ひょっとして、独ひとりで全部食べる気？」

「残った分は、帰ってからのお楽しみ」

　おいおい、三食プリンパンにするつもりじゃないだろうね。

「ふん。たくさんあるけれど、おまえの分はない。ヒソカなんかに、わけてあげるつもりはないから」

「いいよ、別に。興味ないし」

「むぅ」サクヤはムカついたように、息を詰つまらせた。

「……んっ！」

　促うながすような声と共に、肩かた越しにサクヤの手が伸のびてくる。食べかけのパンが乱らん暴ぼうに突つき出された。

「一口だけ食べてみて。美味しいからっ」

「わけてくれるつもりなんて、なかったんじゃないの？」

「興味ないなんて言葉は聞き捨てならない。早く食べてみて！　あ、でも、食べ過ぎたら怒おこるからっ！」

　仕方なく、自転車を漕ぎながらパンにかぶりついた。口の中に甘いカスタードの味が広がる。生地はふわふわで、カラメルはカリカリ。思った以上に美味しかった。

「……どう？」

「うん。うまいよ」

「でしょう？　プリンのようなプルプル感はないけれど、プリンパンのふわふわっぷりも、なかなかどうして捨てたものではないと……ああっ！　ヒソカ、こんなに食べてる！」

「ちょっと囓かじっただけだろ!?」

「おまえは斬きる！」

「いちいちそんなことで斬るな！　っておい、剣けんを抜ぬくんじゃない！」

　とまあ、そんな感じで。

　普ふ段だんはクールなくせにプリンのこととなるとちょっぴりムキになるサクヤとくだらないケンカをしながら、家いえ路じについていた。

　ハンドルを切って海沿いの道へと入っていく。家に向かうには少し遠回りなんだけど、この道を通った方が巡じゆん回かい中ちゆうのパトカーなんかに見つかりにくいんだ。

　夜の海は暗く沈しずんでいたけれど、さざ波の音は優やさしく、瞬またたく星々はとても綺き麗れいだった。

　潮風に吹ふかれていたら、疲れが少し和やわらいだような気がする。

　少し飛ばそうかな。立ち漕ぎ気味にペダルを踏ふみしめた──そのときだ。

　視界の端はしに、白いものが映うつった。

　暗かったし、遠とお目めだったからよく見えないけれど……

　テトラポットに誰だれかが腰こし掛かけている。白い服を着たショートカットの女性が、夜空を見上げているようだ。

　どくん、と心臓が強く脈みやく打うった。




　あれは、まさか──〝あの人〟？




　声を上げそうになった刹せつ那な、驚おどろくようなことが起こった。

　蠟ろう燭そくの炎ほのおを吹き消すように、白い人ひと影かげが消えてしまったんだ。

　思わず急ブレーキをかける。

「ヒソカ！　どうした!?」

「そこに、人影が見えたんだ」

　テトラポットの上を指さした。サクヤは首を傾かしげて、

「誰もいないようだけど……」

　サクヤは僕なんかよりもずっと夜よ目めが利きく。彼女がそう言うなら、間ま違ちがいないのだろう。

　僕が見たものは、幻げん覚かく──だったのだろうか？

「……そう。ならいいんだ。ごめんね」

　再びサクヤを乗せて、自転車を走らせはじめた──




　　　　[image: ]




　午前三時すぎ。

　サクヤと別れた僕は、再び海沿いの道を走っていた。

　さっきの人影が、どうしても幻覚だとは思えなかったんだ。

　いや、幻覚でもいい。幻まぼろしでも構かまわないから、もう一度、目にしたかった。

　自転車を倒たおして止め、堤てい防ぼうの階段を駆かけ上がる。砂すな浜はまの端にあるテトラポットに向けて、砂を蹴けって走った。

　肩で息をしながら、テトラポットを見上げる。

「やっぱり、いたんだ……」

　そこに、女性が座すわっていた。白い服を着た、ショートカットの女の人。

「きみは、誰？」

　年ねん齢れいは僕よりも、少し上ぐらいだろうか。女性が声をかけてきた。穏おだやかで綺麗な声だ。

　耳に心地ここち良いその声こわ音ねも〝あの人〟にとてもよく似ていた。

　でも──

「違った……」

〝あの人〟ではなかった。

　どことなく面おも差ざしは似ているけれど、別人だ。

「逢あうなり『違う』なんて、少し失礼だと思うわ」

「あ、いえ、知り合いに少し似てたんで。人違いでした。すみません」

　おざなりに謝あやまって、帰ろうとした。〝あの人〟じゃないなら、用はない。

「ちょっと待ってよ」

　その女性は、寂さびしげに微笑ほほえんで、

「せっかくだから、少しお話ししていかない？」







　テトラポットに座った僕の隣となりで、空そら井い風ふう花かと名乗った女性は星空を眺ながめ続けていた。

　一九歳さいのフリーターらしい。化け粧しよう気けがない肌はだは白くて透すき通るようだった。〝あの人〟よりもキリッとした感じの眉まゆが、意志が強そうな印いん象しようを与あたえてる。白いスプリングセーターに、落ち着いた色のスカートって格かつ好こうがよく似合う《綺麗なお姉さん》だ。〝あの人〟よりも、ずっと胸は大きくて……って、なんでこんなに〝あの人〟と比くらべちゃうんだろうね。やっぱり、どことなく似ているからかな。

「ねえ、密ひそかくん」

　風花さんは、星空に向けて手を伸のばした。

「どうして、空ってこんなに高いのかな……？」

「さあ、わかりません」

　適てき当とうに軽かる口くちを叩たたいてみた。

「ひょっとしたら、僕たちのいる《地上ココ》が低すぎるのかもしれないですけど」

「どっちにしろ、絶ぜつ望ぼう的てきね」

　夜空に顔を向けたまま、風花さんは寂しげに笑んだ。

「手が届かないことには、変わりがないんだから」

「……風花さんはフリーターをやりながら、哲てつ学がく者しやでも目指してるんですか？」

「どうして？」

「深夜の海辺で夜空を見上げながら、空の高さを嘆なげくなんて……哲学者か詩し人じんか、まあ有あり体ていに言うなら変人のすることです」

「あら、単純に星を見るのが好きな人だって、この世にはいるのよ？……っていうか、そういう密くんは単なる不良少年かと思ったら、違ったわね。すごくナマイキだわ」

「僕のどこが不良少年だって言うんですか」

「夜間外出禁止令が出てるのに、女の子を連れ回してたでしょう？」

「見てたんですね」

「警けい官かんが来たのかと思って、思わず隠かくれちゃったけどね。見つかるとうるさいから」

　風花さんの姿が搔かき消えたように見えたのは、なんのことはない。テトラポットの陰かげに隠れただけだったんだ。

「それに、こんな風にお姉さんをナンパしに来るんだもん。思いっきり不良少年よ」

「《良い少年》だと言いい張はるつもりはありませんよ。……でも、どちらかというと、ナンパされたのは僕の方だと思います」

「ふふ、そう言えばそうね」

　テトラポットに腰掛けて両りよう脚あしをブラブラさせながら、風花さんは星の瞬く夜空を見上げている。月明かりに照てらされた横顔は、どこまでも寂しげだった。

「ねえ、風花さん」

　僕は、あまり他人に深入りしないようにしている。学校のクラスメイトとも必要な時以外は話したくないと思ってるぐらいなんだ。

　他人の設定ドラマを知ってしまうのは、僕にとってはとても《重い》ことだから。

　だけど──僕は問いかけていた。

「あなたは、なにをしていたんですか？」

　夜空を見上げ続けたまま、風花さんは口を開いた。

「天使を、待っているの」

　ポケットから封ふう筒とうを取り出す。

「手紙を届けたくて。天使に《回収》して、持っていって欲ほしいのよ」

　彼女の視線は、輝かがやく星に向けられているわけじゃなかった。

「空の上に、届けたい人がいるから」

　風花さんは、星空の《向こう側》を見つめていたんだ。

　空を見上げたまま、風花さんは苦く笑しようした。

「天使ってさ、来て欲しくないときには現れるくせに……来て欲しいときに限って、全然現れないのよね。やんなっちゃうわ」

　視線をおろし、風花さんは小さく肩かたを竦すくめる。

「ごめんね。暗い話、聞かせちゃって……。今、何時？」

　腕うで時ど計けいを見せてあげる。時計は午前三時半すぎを差していた。

「さて、と」風花さんは気分を切り替かえるように手を叩たたいて、

「今夜はもう天使が現れないみたいだから、帰ることにするわ。呼び止めちゃって、ごめん。お話しできて楽しかった。じゃーね、密くん」

　空を見上げていた女性はテトラポットを降りて、砂浜を歩き出した。

　彼女の背中が、ひどく寂しげに見えて、

「……風花さん！」思わず声をかけていた。

「もしよかったら、送っていきますよ。自転車の荷台でよければ、ですけど」

　月明かりの下。風花さんが振ふり返る。潮風に短い髪かみが優やさしく揺ゆれた。

　その姿は、やっぱり〝あの人〟によく似ていて──

　少しだけ胸の奥おくが軋きしんだ。
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「密くん。砂糖はどうする？」

「あ、ブラックでいいです」

　ベッドに腰掛けた僕は、玄げん関かん脇わきの小さなキッチンに立っている風花さんの背中に答えた。

　風花さんの部屋は、女性の一人暮らしに相応ふさわしい感じだ。２Ｋの古ぼけたマンションの一室。「いい部屋ですね」と褒ほめたら、「天使に襲おそわれたマンションらしいわ。だから家や賃ちんが安かったの」なんて笑っていた。その家賃の安さが《天使に襲われて倒とう壊かいの危き険けんがあるから》なのか、それとも《死者がたくさん出たから》なのかはわからない。

　室内は派は手でな装そう飾しよく品ひんのない落ち着いた感じだった。目に付くものと言えば、本格的な天てん体たい望ぼう遠えん鏡きようが置かれていることぐらいだろう。風花さんは天体観かん測そくの趣しゆ味みでもあるのかな。

「つーか……落ち着かないね……」

　女の子の部屋ってのは、健けん全ぜんな青少年にとって不ふ整せい脈みやくの要因の一つなんだ。《夜間》、《二人きり》といった要よう素そが加わると心臓疾しつ患かんの危険度はさらに増すと循じゆん環かん器き学がつ会かい誌しにも書かれていた気がする。噓うそだけど。

　ともあれ、あまり健全とは言えないけれど一応青少年に属ぞくしている僕の循環器にも負ふ荷かがかかっていた。柄がらにもなく鼓こ動どうが速まってる気がする。無む闇やみにキョロキョロしちゃったりして。「お茶ぐらい飲んでいけば？」と誘さそわれたから従っちゃったけど……断ことわればよかったかな。

「おまちどおさま」

　湯ゆ気げを上げるカップを二つ持った風花さんが隣となりに座すわった。ベッドが微かすかに軋む。

「はい、お望み通り砂糖もミルクも抜ぬきよ。……やっぱりきみってナマイキね」

「ブラックコーヒーを飲むのは、ナマイキなんですか？」

　カップが熱いのだろうか。スプリングセーターの袖そでに手を引っ込めて、両手で挟はさむようにしながらマグカップを傾かたむける。熱そうにしながら一口飲んで、

「私は砂糖とミルクたっぷりじゃないと飲めないもの。コーヒーって、苦いでしょ？」

「うわ、お子様だ」

「うるさいわね。今、飲んでるのは子どもっぽくないもん」

　風花さんは小さい子どもみたいに唇くちびるを尖とがらせつつ、カップの中を見せてくれた。赤い液体から湯気が立ち上っている。仄ほのかにワインの香かおりがした。

「ホットワイン？」

「レンジで温めただけだけどね。よく眠ねむれるように。むふふ、オトナの私はお酒だけど、密くんは子どもだからコーヒーでガマンしなさい」

「オトナって、二つしか変わらないじゃないですか。大差ないですよ」

「でも、年上は年上でしょう？」

　一口吞のんだだけなのに、風花さんの頰ほおはほんのりピンク色だ。「弱すぎですよ。やっぱ子どもっぽいですね」と軽口を叩たたこうと思ったけどやめた。子どもみたいに、ポカポカ殴なぐられそうな気がしたから。

　その後、僕たちはカップを傾けながら、他た愛あいもない世せ間けん話ばなしをした。

　僕が桜さくらヶが丘おか高こう校こうの生徒であることとか。風花さんの母校である神かみ代しろ西にし高こうでも、高たか天まが原はらセンパイの名前は有名だったこととか。そんな大した意味もない話をね。

　コーヒーを飲み終えた頃ころ、ますます頰の染そまった風花さんは呟つぶやくように口を開いた。

「翔しよう太たもね……密くんと同い年だったの」

「……翔太？」

「私の恋こい人びとよ」

　風花さんは空からになったマグカップをベッドサイドのテーブルに置き、代わりに写真立てを手にした。僕に見せてくれる。

　卒業式の写真だろうか。リボンの可愛かわいい西高の制服を着た風花さんが、卒そつ業ぎよう証しよう書しよの入った筒つつを持ってる。その隣となりで背の高い少年がぎこちなく笑っていた。泣くのを堪こらえている表情にも見える。

「彼が翔太。二つ下なの。私が天文部の部長で、彼がたった一人の部員。一いつ緒しよに何度も観測をしたわ」

「じゃ、ひょっとして、あの望遠鏡……」

　大きな天体望遠鏡に視線を移すと、風花さんは頷うなずく。

「そう。彼と二人でお金を出し合って買ったの……さっきまで私がいたテトラポットから二人でよく星を眺ながめたわ」

「へえ……。それじゃ、なんだか悪いですね。恋人のいる女性ひとの部屋に上がり込んじゃって、」

　言いかけて、しまったと思った。

「平気よ。今は、空の上にいるから」

　小さくため息を吐ついて、風花さんは呟いた。

「彼もね、私と同じだったの」

「同じ……って？」

「ひとりぼっち。翔太も私も、家族を殺されてしまったの」

《天てん涯がい孤こ独どく》なんて、最近じゃ珍めずらしくないことだ。ふた月ほど前に死んでしまった片かた桐ぎり凪なぎ紗さも、家族をみんな失っていたし。

「天使に殺されて死んでしまうのは辛つらいことだけど……殺されずに一人だけ残されちゃうのも、すごく辛くってね。私も彼もボロボロだったの……。いつ死んでもおかしくないくらいに……」

　風花さんは、写真立てをそっと撫なでる。

「欠けてるものを求め合うみたいに、私たちはあっという間に恋に落ちたわ」

　空を見上げている時のような遠い目をして、

「すごく幸せだった。こんな世界でも、翔太と一緒なら生きていけるって、本気で思ってた。だけど……あはは、バカよね」

　切なげに笑って、天体望遠鏡を見つめた。

「一年前になるかな……一緒に観測をしてる時、ケンカをしちゃったの。夜間外出禁止令を守るか守らないかなんてくだらないことでね……。『もう翔太とは一緒にいたくない！』なんて、心にもないこと言っちゃって……。彼をすごく傷つけて……」

　写真を持つ手が、微かすかに震ふるえた。

「仲直りする前に、天使に連れていかれちゃった──……」

　自分を支えてくれていた大切な人を失ってしまい、風花さんはまたひとりぼっちになってしまった。

　しかも──愛いとしい人を傷つけたという記き憶おくを背負ったまま、彼女の時間は止まってしまったんだ。もはや、その時計の針はりは、進むことはない。

　風花さんは、孤独と痛みに苛さいなまれ続けながら、厳きびしい《現実》を生き続けている。

「一言だけでもいいから謝あやまりたくって、」

「手紙を届けようとしていたんですね」

「うん。私のもとには、天使は来てくれないけどね……」

　ベッドサイドのテーブルに写真を戻もどした風花さんは、笑え顔がおを浮うかべた。

「ごめんね。また、暗い話しちゃった。誰だれにも話したことなかったのに」

　まったくですよ。そんな話は聞きたくなかった。

　あなたの悲しい顔なんて、見たくはなかった。

　特に〝あの人〟によく似た、風花さんの悲しい顔は──

　言いようのないモヤモヤが胸の中に広がるのを感じつつ、首を横に振ふる。

「話すとラクになることって、ありますから」

「優やさしいのね」お酒のせいだろうか。熱っぽく潤うるんだ瞳ひとみで、風花さんは僕の頰に触ふれた。

「もう、やだな……。妙みように大人びた喋しやべり方もソックリだわ」

「……え？」

「密くん、翔太に似てるのよ。見た目っていうよりも、どことなく、雰ふん囲い気きが。だから、声をかけたの」

　頰から指を滑すべらせて、僕の髪かみを手ぐしですく。彼女の熱い指先が耳元に触れて、ぞくっと微かな快かい感かんが走った。

「翔太が、戻ってきてくれたような気がしてね」

　僕が風花さんの姿に、〝あの人〟の面おも影かげを重ねてしまったように、

　彼女も僕に恋人の幻まぼろしを見たってことなのか……

　僕の髪に触れている風花さんの手を摑つかんだ。

　僕たちは視線を絡からめ合う。

「密くん……」

　熱っぽく濡ぬれた彼女の唇から、微かな吐と息いきが漏もれる。

　やっぱり、風花さんは〝あの人〟に似ている気がした。

　だから、僕は──

　ベッドから立ち上がった。

「……帰ります。明日も学校があるから。コーヒー、ごちそうさまでした」

　振り返らずに、玄げん関かんへ向かおうとした。

「ま、待って！」

　僕の背中に、懇こん願がんするような声が響ひびいた。

「密くんに……お願いがあるの」
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　ベッドに腰こし掛かけたまま腕うで時ど計けいを見ると、午前五時近かった。窓の外はまだ暗いけれど、もう少しで夜が明けはじめるだろう。

「えへへ……ごめんね、密くん」

「やっぱり、お子様ですよね、風花さんって。年上とは思えませんよ」

「うー。否定できないわね。確かにこんなこと頼たのむなんて、子どもみたいだもん」

　明かりを消した部屋。軽くシャワーを浴びてパジャマに着き替がえた風花さんは、頰ほおを膨ふくらませている。

　帰ろうとした僕に、風花さんは言ったんだ。

　私が眠ねむるまで、一緒にいて欲ほしい──って。

「密くんが悪いんだからねっ」

「なんでですか？　僕はなにもしてないと思いますけど」

「翔太に似てるから、想おもい出しちゃったのよ。一人にされたら、寂さびしくて眠れるわけないじゃないっ」

「ほとんど言いがかりですよ、それ」

「わかってるわ。……だから、照てれてるの」

　風花さんはシーツを鼻先まで引き上げた。暗いからハッキリとは見えないけれど、頰が赤くなっているみたいだ。

「私が寝ねちゃったら、帰ってもいいから……鍵かぎは、新聞受けの中に放ほうり込んでおいてね」

「はいはい、わかりました……。だから、早く寝てください。お望みなら、子守歌でも歌ってあげますよ」

「なによもう。バカにして。やっぱりナマイキだわ」ブツクサ文もん句くを言いながら、風花さんはシーツの下で手を動かした。

「あのね、子守歌は、いらないから……」

　手だけをそっと出して、僕の手のひらに躊躇ためらいがちに重ねてくる。

「手、ぎゅってしててくれない……？」

　小さくため息を吐ついて風花さんの手を握にぎった。思ったよりも彼女の手は小さくて、柔やわらかくて、温かくて、ドキッとしてしまう。

「ありがと」

　風花さんは照れくさそうに礼を言いながら、

「でも、こんな風にするのが……いいな」

　手のひらを組み合わせるように指を絡めて、僕の手をぎゅっと握る。

「えへへ……昔ね、翔太もよくこうやって手を握っていてくれたの。私、眠れない夜が多かったから……」

「不ふ眠みん症しようにでもなったんですか？」

「夜になると想い出しちゃうのよ。家族が回収されちゃったときのことを……。だから、怖こわくて眠れなくなっちゃうの。そういう時は、いつも、翔太が手を握ってくれたのよね。『大だい丈じよう夫ぶだよ。僕がココにいるから。僕はどこにも行かないから。ずっとそばにいるから』って……」

「優しい人だったんですね」

「そうね。すごく、優しい人だった。だけど……ウソツキだわ」

　風花さんの手に力がこもる。

「ずっとそばにいてくれるって約束してくれたのに……いなくなっちゃうんだもん……」

　滅ほろびゆく世界。果はたされなかった約束。届けられない手紙。たった一人の夜──それら全すべてが風花さんを責せめ苛んでいた。懸けん命めいに救いを求めるように。すがりつくみたいに、僕の手を握っている。絡め合った指に、躊躇いがちに力がこもった。

　ベッドに腰掛けたまま目をそらし、僕は天体望遠鏡に視線を移す。

　風花さんが、泣いてるんじゃないかと思ったんだ。

　もし、泣いているのなら、涙なみだを見たくなかった。

　彼女は〝あの人〟に似てるから──

〝あの人〟が泣いているような気分になってしまう。

　僕を置いていなくなってしまった〝あの人〟が、僕を恋こいしがって泣いているような気分に陥おちいってしまう。

　そんなの、都合のいい幻想に過ぎないのに。

　さわ…と、衣きぬ擦ずれの音がした。

　微かすかなベッドの軋きしみを感じる。風花さんが、身体からだを起こしたようだ。

「ねえ、密くん？」

　手を繫つなぎ合ったまま、僕の背中にそっと抱だきついてきた。柔らかな身体の感かん触しよくを、肩けん胛こう骨こつの辺りに感じる。熱っぽい吐と息いきがうなじを撫なでた。

「少し……酔よっぱらっちゃったみたい……」

「酔うほど吞のんでないと思いますけど」

「……ナマイキね。年上が言い訳をしてるんだから、素す直なおに頷うなずけばいいのに」

　風花さんは身体を預けてくる。押おし当てられた胸を通して、彼女の鼓こ動どうが高たか鳴なっているのを感じることすらできた。

「本当にズルイわ」

「なにがですか？」

「オトナの私ばっかり、こんなにドキドキしちゃって……ズルイ……。密くんは、ヘーゼンとしてるのに……」

「平然となんてしてませんよ。かなり心臓がバクバクいってます」

「だったら、」

　言い募つのろうとする風花さんの言葉を遮さえぎって、

「僕には、恋人がいます」

「それは……今日、一いつ緒しよにいた女の子？」

「違ちがいます。彼女はただの、」

　手て駒ごまです。利用して使い捨てるための、単なる《力》に過ぎません。

「ただの、友達ですよ」

　サクヤとしていることは、あくまでも恋れん愛あいのマネゴト。本当の恋なんかじゃない。

　僕が愛する人は、この世にたった一人だけ。

〝あの人〟だけなんだ。

「それじゃ、本当の恋人は……？」

「行方ゆくえ不明です。きっと帰ってきてくれるって信じてますけど」

　背はい後ごで風花さんが小さく息を吞のむ気配がした。

　僕はそっと、握り合っていた手を放して、

「だからね、風花さん。もしも、あなたと《そういうこと》をしてしまったら、《キズの舐なめあい》みたいになっちゃいますよ」

「…………」

「きっとそれは心地ここち良いでしょう。ほんの一時だけは、キズの痛みを忘れられるかもしれない。けれど、それは、まやかしです。すぐにまた、痛みはぶり返します」

　風花さんは、僕の背中から身体を離はなした。

「そうね、確かにキズの舐めあいだわ。……だけど、よくこんな風に言うでしょう？《動物は、キズを舐めて治す》って。舐めた方がココロのキズも治りがいいかもしれない」

「ココロのキズを、動物のものと同どう一いつに語るつもりですか」

「もちろん《動物のケガ》と《人間のココロのキズ》は別べつ物ものよ。このふたつには、とても大きな違いがあるわ」

「違いって、なんですか」

「人間のココロのキズは、自分では舐められないの。誰かに舐めてもらうしかないのよ……。だから、ね、密くん」

　声をかけられて、僕は振ふり返った。

　風花さんはベッドにぺたんとおしりをつけて、いわゆる《あひる座ずわり》で座り込んでいる。パジャマの前のボタンが開かれていて、大きな胸の谷たに間まや優ゆう美びな曲きよく線せんを描えがくおなかが露あらわだった。

　うっすらと白みはじめた空。窓まど越ごしに差し込む淡あわい光が、風花さんの白い肌はだを照てらしている。瞳ひとみは潤うるみきり、耳の先まで真っ赤に染まっていた。

　そんな彼女の姿は、とても綺き麗れいだと思った。

「風花、さん……」

　微かな耳鳴りがする。強い目眩めまいを感じる。世界がグルグル回っているのに、風花さんの姿だけが、とてもクリアで……彼女から目が離せなくなる。

　そんなことあるわけがないのに、

〝あの人〟が目の前にいるような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　ずっと、ずっと逢あいたかった恋人が──今、僕の、目の前にいる。

「お願いだから」

　ベッドに手をついて、風花さんは僕の方へ身を乗り出してきた。彼女の裸ら身しんを辛かろうじて覆おおっているパジャマが、柔らかく揺ゆらめく。

「私のココロのキズを──」

　熱い吐と息いきと一緒に、哀あい願がんするような声を出した。

「…………舐めて？」

　風花さんは、そのまま僕の唇くちびるを自らの唇で塞ふさいで、




　そして、なにも考えられなくなった。
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　僕の腕うでの中で、風花さんは泣いていた。

「翔太ぁ…っ」

　荒あらい息の下、風花さんは恋人の名を呼んだ。切せつなげに眉まゆを顰ひそめ、僕の背中に爪つめを立てる。

　華きや奢しやな風花さんの身体を、壊こわれそうなぐらいに強く抱だきしめた。

「大だい丈じよう夫ぶ。僕は、ここにいるよ……」

　彼女の姿も、声も、匂においも──あまりにも〝あの人〟に似ていたから、

　その温ぬくもりに幻げん惑わくされて、思わず口走っていた

「だから、あなたも……どこへも行かないで……」
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　明るくなりはじめた部屋。

　シーツを身体にかけただけのハダカの風花さんは、ベッドの上に膝ひざを抱かかえて座っていた。魂たましいが抜ぬけてしまったみたいに、呆ぼう然ぜんとしている。

　服を着た僕はベッドに腰掛けて、ただ黙だまっていた。

　後あと味あじの悪い沈ちん黙もくが、部屋を支配している。

　シーツに顔を埋うずめて、風花さんがポツリと謝あやまった。

「ごめんね、密くん」

「いえ、僕の方こそ……すみません」

「やだ、謝らないでよ」

「風花さんこそ」

　会話が途と切ぎれ、再び沈黙が僕たちの上に降り積つもる。

　言葉にしなくても、お互たがいの気持ちが理解できた。

　僕も風花さんも《罪ざい悪あく感かん》を覚えているんだ。

　それは、恋こい人びとがいるのに行こう為いに及およんでしまったことを悔くいているんじゃなくて、

　なんていうか、うまく言葉にできないけれど、微かすかな《幸せ》を感じてしまったことを後こう悔かいしているんだと思う。

　目の前にいるのは、恋人じゃないのに。

　面おも影かげが似ているだけの他人なのに。

　全すべては《代だい償しよう行こう為い》に過ぎないのに。

　僕たちは、刹せつ那なの行為に《偽いつわりの幸せ》を貪むさぼり合ってしまった。

　シーツにくるまったまま、風花さんはそっと手を伸のばしてくる。

「密くん……」

　僕の手に、手のひらを重ねた。

　ちょっぴり赤くなっている顔は、けれど、切なげに歪ゆがんでいた。

「後悔、してる？」

「……いいえ。そんなことないです」

「私もよ。後悔はしてないわ」

　見え透すいた噓うその吐つき合いに、風花さんは小さく笑った。

　わずかな躊躇ためらいのあとで手を握にぎってきた。組み合わせるみたいに指を絡からめる。

「密くんさえ、イヤでなかったら……」

　わずかな躊躇いのあとで、風花さんは続けた。

「ときどきでいいから、また、こうして逢あってくれる……？」

　僕は──返事をしなかった。

　いや、できなかった。

　風花さんに問われた瞬しゆん間かんに、ぞくり、と。

　気持ちの悪い感かん覚かくが弾はじけるのを感じたから。続けて感じる、脊せき髄ずいに液えき体たい窒ちつ素そを注ちゆう入にゆうされたみたいな悪お寒かん。猛もう烈れつな吐はき気。

　これは《違い和わ感かん》。天使が現れる前ぜん兆ちようだ。

「風花さん、天使が来る」

　彼女の顔色が変わった。笑え顔がおは消え、真しん剣けんな表情を浮うかべる。

「どうして、そんなことが……」

「説明は後でします」僕は立ち上がった。

「恋人に手紙を届けたいなら、急いで支し度たくをしてください」

　飛び起きた風花さんを見ながら、ふと、思う。

《また、こうして逢ってくれる……？》

　その問いに、僕はなんて答えるつもりだったのだろう。
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　目覚める直前の住宅街は、ひっそりと静まりかえっていた。

　冷たい朝の空気を切り裂さいて、朝焼けに染まる街に自転車を走らせる。風花さんを後ろに乗せて。

　天使が出現した場所は、奇くしくも風花さんが天使を待ち続けていた海辺だった。砂浜の端はしに積まれたテトラポットの上空から、気持ちの悪い感覚が漂ただよってきている。

　二〇メートルほど離はなれた場所で立ち止まり、指さしてみせた。

「天使が、あの場所に現れる」

「本当に……？」

　コクンと喉のどを鳴らして、彼女は朝焼けに染まった空を見上げた。恋人への手紙が入った封ふう筒とうを、胸の前で抱だきしめる。

　ほどなく、異い変へんが起こった。

　空間に裂さけ目が走り、光が迸ほとばしる。

　明け方の空にできた亀き裂れつはみるみる大きくなっていく──

「ああ……っ」

　風花さんは、声にならないような悲鳴をあげた。

　空間の裂け目から、天使がズルリと這はいだしてきたんだ。白大理石で作られたような身体からだを持つ怪かい物ぶつだ。その両りよう腕うでは細ほそ身みの剣レイピアみたいに尖とがっていた。

「…………天使」

　強い憎にくしみと、思し慕ぼが混じったような瞳ひとみで、風花さんはバケモノを見つめる。

　オオオオオオオオオォォォォォォォォォ────……

　天使は悲しみに満ちた慟どう哭こくを上げた。

「封筒を貸してよ。天使に渡わたしてきてあげるからさ」

　彼女はなにも答えなかった。ただ黙だまって、天使を見つめている。

「ようやく、逢えた……」

　風花さんの手から──




　封筒が、ゆっくりと滑すべり落ちた。




　天使に向かって駆かけ出そうとする。

「風花さん！」

　咄とつ嗟さに、僕は彼女の手を摑つかんだ。

　振ふり返った風花さんは、目に涙なみだを溜ためていた。

「翔太に、逢いたいの……。手を放して……」

　風花さんは天使に回収されてしまうことで、恋人に逢えると思っているんだ。

　手紙を書いてみても、刹那の行為に身を委ゆだねてみても、ココロのキズは癒いえなかった。

　流れ続ける血液は、止まらなかったんだ。

　だから、それが死と同どう義ぎであることを知りながら、恋こい人びととの邂かい逅こうを望んでいる。

　きっと──僕は思う。

　この手を引き寄せて、風花さんを壊こわれるくらいに抱きしめて、

「死なないで欲ほしい」と叫さけんだなら、彼女を止められるような気がした。

　だけど、僕が与あたえられるのは、《偽いつわりの幸せ》でしかないんだ。

　すぐに消えてしまう幻まぼろしの温かさ。マッチを擦すった瞬間に現れる幻げん影えいと同じ。

　風花さんを苛さいなむ絶ぜつ望ぼうが消えるわけじゃない。

　僕には、彼女を救えない。

　いや──なにを彼女のせいにしてるんだ。違ちがうだろう？

　僕にとって、風花さんの存在は邪じや魔まだってハッキリ認めるべきだ。

〝あの人〟と似た彼女との逢おう瀬せに、僕は偽りとはいえ《幸せ》を感じてしまった。

　偽りの温ぬくもりに浸ひたり続けていたら、きっと《決意》が薄うすれてしまう。

　僕は、《残ざん酷こくさ》を失ってしまう。

「お願い、密くん……」

　風花さんが、〝あの人〟によく似た声で懇こん願がんする。

　だが、似ているだけだ。この人は、〝あの人〟ではない。

　愛する人が残してくれた温もりだけで、僕は生きていける。

　このくそったれな世界を、生き抜ぬいていける。

　キズの舐なめ合いなんて必要ない。〝あの人〟の代用品なんていらないんだ。










　だから、







　だから、僕は、







「さよなら、風花さん」







　手を、放した──










　風花さんは切せつなげな笑えみを浮うかべた。

「ありがとう、密くん。……最さい期ごに、きみに逢あえてよかった」

　堪こらえきれなくなったように、双そう眸ぼうから涙の雫しずくがこぼれ落ちる。

「密くんは、幸せになってね」

　涙を拭ぬぐうと、もう一度、風花さんは空を見上げた。朝焼けに染まる砂浜を駆けていく。

　天使に向かって──

　恋人のいる空へと向かって──

　そして、僕は、瞳を閉じた。

〝あの人〟の面おも影かげを持つ物体が破は壊かいされる瞬しゆん間かんを、見たくなかったから。

　どれほどの時間、そうしていただろうか。

　さざめく波の音と冷たい潮風、刻一刻と目ま映ばゆさを増していく旭きよつ光こうに包まれながら、

　僕は目を開いた。

　オオオオオオオオオオォォォォォォォ──……[image: !!!]

　天使が慟哭を上げた。

　それが合図であったかのように、天からスポットライトみたいな光が降ふり注そそぐ。

　ズタズタにされたテトラポットと一いつ緒しよに、風花さんの身体からだが空へと昇のぼっていく。

　オレンジと紫むらさきが美しいグラデーションを描えがいている朝焼けの空を、

　ゆっくりと、ゆっくりと──……




　砂浜に残された風花さんの手紙が、潮風に吹ふかれて僕の足にまとわりついた。

　何なに気げなく手にとって、便びんせんを眺ながめる。

　冒ぼう頭とうには丁てい寧ねいな文字で、謝しや罪ざいの言葉が連ねられていた。些さ細さいなことでケンカしてしまったことを、風花さんは何度も謝あやまっていた。

　そして、もう一枚の便せんには、こんなことが綴つづられていた。







　そちらの生活は、どうですか？　空の上から眺ながめる星は、きっと綺き麗れいでしょうね。

　私はなんとかやっています。翔太のいない生活にも、そろそろ慣れてきました。

　夜もちゃんと眠ねむれるようになりました。翔太と一緒にいるときは泣いてばかりだったけれど、私も少しは強くなったんだよ？　信じられないかもしれないけどね。




　寂さびしい夜もあるけれど、翔太のことを想おもい出しながら星を眺めれば、耐たえられます。

　私は一人でも、大だい丈じよう夫ぶ。

　だから、私のことは心配しないで、そちらで安らかな日々を送ってください。

　いつか、私が空の上に行く日が来たら、また一緒に星を見ようね。

　またお手紙します。


空井風花



ＰＳ[image: ：]

　　　　一目でいいから、翔太に逢いたいです。







　恋こい人びとのことを風花さんはウソツキだって言ってたけど……

「風花さんも、ウソツキじゃないか」

　恋人を失って、あんなに苦しんでいたクセに。

「ヒソカ！」

　朝焼けの砂浜に立ちつくしていた僕に、遅おくれて駆かけつけてきたサクヤが声をかけてきた。サクヤも天使が放つ《違い和わ感かん》を感じたのだろう。

　空を昇っていく天使を見て、サクヤは鋭するどい口く調ちようで問うてくる。

「被ひ害がい者しやが出たのね……どうして助けられなかった!?」

「あの人は、天使に殺されたがってたみたいでさ。自ら天使に向かって走って行っちゃったんだ……。僕が駆けつけた時には、」

　サクヤに風花さんの書いた手紙を押おしつけて、肩かたを竦すくめた。

「間に合わなかった」

「…………そう」

　手紙を受け取ったサクヤは、悔くやしげに唇くちびるを嚙かむ。

　上空から差し込んでいたスポットライトみたいな光が搔かき消えるのと同時に、天使の姿も見えなくなった。

　天使は、風花さんを回収していった──

　空を見上げたまま、誰に言うともなく僕は口を開いた。

「僕はさ、何度も天使に回収されたことがあるんだ。そうすれば、死ねるんじゃないかと思ってね」

　朝日に照てらされて青さを増していく空。

　青空に向かって手を伸のばす。

「回収された先は《無》だった。なにもないんだ。なにも見えない。なにも聞こえない。感覚すらも、ないんだ」

　蒼そう穹きゆうはどこまでも高く、遠い。

　手を伸ばしたところで、届くわけはない。

　それでも、手を伸ばし続けた。

　サラサラ、サラサラ──

《紙かみ吹雪ふぶき》が、僕の手の中へと舞まい落ちてきた。

　地上のなにかが回収されると、代わりに降ってくる、冷たくない雪。

　晴れ渡わたった空に降る雪──風かざ花はなだ。

　舞い落ちる雪を、そっと手のひらに載のせて呟つぶやいた。

「回収されたところで、恋人には会えないんだよ。僕は、それを、知っていたんだ」

　手の中で、紙吹雪はゆっくりと溶とけて、




　消えた。





【卒業まで　残り３０６日】









　　　　サクヤの日記──５月８日








　今朝は油ゆ断だんをした。

　あんな早朝に天使が出現するなんて珍めずらしいこととはいえ……駆けつけられなかったのが悔くやまれる。

　ヒソカは、私よりも《福ふく音いん》を感じ取る能力に長たけている。認みとめたくはないけれど、それは事実。私は攻こう撃げきに特とつ化かした《スペードナンバー》の対天使兵器ルシフエリオンであって、《ハートナンバー》ではないから、これは仕し方かたがない。そういう風に、私は作られたんだ。

　以い降こうは少しでも異い変へんを感じたら、真っ先に私に知らせるようにして。教えてくれさえすれば、絶対に天使を退しりぞけてみせるから。

　私はあくまでヒソカとの契けい約やくに従って街を守しゆ護ごしている。だけど、やるからには完かん璧ぺきに守りたいの。

　特に、クラスメイトの人たちには無ぶ事じでいて欲ほしい。住民を差別するつもりはないけれど、なんていうか、あの人たちには借りがあるから。絶対に守りたい。

　今後、私への連れん絡らくが遅おくれるようなことがあったら、承知しない。わかったら、次のヒソカの日記で誓ちかうようにして。




　それにしても、下の名前を呼ぶように決めたから、日記でもそう書いているんだけど……未いまだに慣なれない。

　おまえの名前を書こうとするたびに躊躇ためらってしまう。おまえはオメガなんだ。世界を滅ほろぼす邪じや悪あくな存在なんだ。やっぱりオメガって呼んでやるのが一番のような気がする。

　でも、これはおまえと恋れん愛あいするために必要なことだから我が慢まんしようと思う。

　慣れるために、今こん晩ばんはヒソカの名前を書く練れん習しゆうをすることにしよう。うん。それがいい。




　そんなことより、問題にすべきは死んでしまった空そら井い風ふう花かという女性について。

　彼女は自みずから天使の元に飛び込んで、死んでしまったという。

　そういう人たちを、私は過去にも目もく撃げきしたことがある。他の国で天使と抗こう戦せんしている時に、突とつ然ぜん民間人が飛び出してきたなんてことも、一度や二度じゃない。

　私は生命は守るべき大切なものだと教えられてきた。そのために、天使と戦うのだと命じられたんだ。

　だから、どうして自ら命を落とすようなまねをするんだろうって、不ふ思し議ぎに思っていた。

　風花という人が書いた手紙を読んだら、驚おどろいた。

　あの人は天使に恋こい人びとを回収されたのね。

　そして、恋人に逢あいたくて、自らも天使に連れていってもらいたいと願った。天使に回収されたところで、恋人に逢えるかどうかわからないのに、命をかけて……。

　私は、恋愛がどういうものかよくわからない。でも、ひょっとしたら恋っていいものなのかなと少しだけ思っていた。

　先日、珊さん瑚ごさんの告白を手伝った。あのときの珊瑚さんは、とてもいい顔で笑っていた。あんな風に笑えるのなら、恋っていいものなのかもしれないって、そう感じたの。

　けれど、その認にん識しきも改めなくてはいけないかもしれない。

　風花さんは、恋したが故ゆえに死んでしまおうと思ったんだから。

　彼女の気持ちが理解できない。

　命は守るべき大切なものなのに、どうして死ななければならないの？

　恋人に逢うためなら、命を落としてもいいと思えるようになるの？

　恋をすると、自分が自分でなくなってしまうの？




　もしもそうなら……

　恋をするのが、少し、怖こわい。







　あ、だからといって、勘かん違ちがいしないで。

　私はヒソカと恋愛をするのをやめたりしない。

　未み知ちの行こう為いに挑いどむのは不安だし、恐きよう怖ふもあるけれど、私は逃にげたりしない。

　それでも、私は恋をする。おまえを殺すために。

　世界を救うために、絶対に恋をしてやる！

　ヒソカ！　首を洗って待っておけ！







　それでは、今日の日記を終わる。おまえもちゃんと日記を書くように！









　　　エピローグ







「♪Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、想像してみるの。あなたのいない明日を」

　放課後。学校。給きゆう水すい塔とうの屋根の上。

　桜さくらヶが丘おか高こう校こうのテッペンで歌を唄うたいながら、僕はサクヤとの交こう換かん日記を書いていた。

　面めん倒どうくさいけれど、書かなきゃ彼女は怒おこるだろうからね。手の中でペンを回しながら、考える。

　さて、なにを書こうかな……？

「♪The sun is lost. A star doesn't twinkle.太陽は昇るのをやめ、星もまたたかないわ」

　よし。今日は《あれ》を書くか。

〝あの人〟が大好きだった歌──《Loves, so that want to kill.殺したいほど愛してる》を口ずさみながら、ノートにペンを走らせた。

「♪A breeze stops. The song of a little bird disappears.そよ風も途絶え、小鳥も唄うのをやめるの」

　日記も佳か境きように差しかかろうかというところで、

「ふうん……ハンバーグというのは、よく肉をこねるのがポイントなのね」

「うん。それとタマネギの半分を茶色になるまで炒いためてから入れるが美味おいしく作るコツだよ。そうするとタマネギの食しよつ感かんを残しつつ、マイルドなコクが……って、サクヤ!?」

　給水塔のハシゴから顔を出して、サクヤが書いている途と中ちゆうの日記を覗のぞき込こんでいた。

「勝手に読むなよな。まだ途中なんだ。書き終わったら渡わたすからさ」

「そんなもの書きあげなくてもいい！」

　給水タンクの上に上がってきたサクヤは、素す早ばやく大たい剣けんを抜ぬきはなった。

　僕のボールペンを剣先で跳はね上げて空中で両りよう断だんする。

「なにするんだよ！」

　返す刀で、サクヤは剣を胸むな元もとに突つき付けて、

「それは私のセリフ！　なんだ、その内容は！」

「なにって……読んだらわかるだろ。《美味しいハンバーグの作り方》だよ」

　僕のセリフを聞いて、サクヤは小さく震ふるえだした。レシピの完かん璧ぺきさに感動したってわけじゃ……ないよな、きっと。

「真ま面じ目めに書けと言ったでしょう!?　それなのにヒソカは奇き妙みようなことばかり書いてる！」

　風が吹ふき抜けて、ノートがめくれた。

　サクヤと交こう互ごに書かれている僕の日記には、次のようなタイトルが付いている。

　四月二八日──《美味しいカレーの作り方》

　五月二日──《格ゲーの必勝法》

　五月五日──《近所の猫ねこの生態》

　ダンッ！

　苛いら立だちをぶつけるように、サクヤは思いっきり足を踏ふみならした。

「いい!?　交換日記をはじめたのは、お互たがいの気持ちを知るためなんだ！　言葉にできない想おもいや、相手の隠かくれた一面を知ることで、より仲を深めることができるのっ！」

「どこかで丸暗記した説明を繰くり返してるみたいだね。少女漫まん画がにでも書いてあった？」

「うるさいっ。黙だまって！」

　火が出そうな勢いで僕を睨にらみ付け、大剣を押おしつけてきた。

「って、痛いよ！　切っ先が刺ささってるって！」

「ヒソカが悪いんでしょう!?　そんな素す晴ばらしい効こう能のうがたくさんの交換日記なのに、ヘンなことばっかり書くからっ！」

　サクヤは一いつ瞬しゆんだけノートに視線を落とした。

　頰ほおがみるみる朱しゆに染まっていく。

「わ、私ばっかり真ま面じ目めに書いて……恥はずかしいじゃないかっ！」

　耳の先まで真っ赤になってしまったサクヤは、大剣に力を込めた。僕の胸を突き刺す。

「痛っ!?」

「これはバツだ！　ヒソカのバカっ！　もういいっ！　交換日記なんてやめるっ！」

　勢いよく大剣を引き抜いた。血と一いつ緒しよに、金色に輝かがやく光の粒つぶが傷口から弾はじける。

　ブツクサ文もん句くを言いながらサクヤは給水塔のハシゴを降りていった。

　と、思ったら、ひょこっと顔を出して、

「交換日記はやめるけど……ヒソカとの恋愛をやめるわけじゃないからっ！」

　相変わらず真っ赤なままの顔で、サクヤは消え入りそうな声で付け足した。

「ちょ……ちょっとずつだけど、恋愛は進んでると思うしっ……。だから、おまえも真しん剣けんに取り組んでっ！」

　ハシゴから飛び降りて、僕の返事を聞かずに走り去ってしまう。

　給水塔の上に倒たおれ込んでいた僕は、傷が癒いえるのを待って、ゆっくりと身体からだを起こした。

　風に吹かれて、再び交換日記のページがめくれた。

　ノートには、こんな文字が綴つづられている。


《おまえにも、ちょっとだけ、いいところがあるのかなって思った》

《絶対に、好きになってみせる！》

《恋をするのが、少し怖こわい》

《それでも、私は恋をする。おまえを殺すために──》



　日記には、サクヤの真まっ直すぐな気持ちが溢あふれていた。

　恋れん愛あいに無む知ちで、不器用で、ぶっきらぼうで、戦うことしか能がない対天使兵器ルシフエリオンだけれど、

　それでも、サクヤなりにひたむきに僕に向き合おうとしている。

　恋愛について考え、悩なやみ、苦しんで──懸けん命めいに僕を好きになろうとしている。

　この僕と、恋をしようとしている。

　交換日記は、そんなサクヤの決意でいっぱいだ。胸が痛くなるくらいに、彼女の想いが伝わってくる。

「ごめんね、サクヤ」

　小さな声で、謝あやまった。

　こんなに真剣なサクヤに、僕は向き合おうとしていない。くだらない言葉ではぐらかして、誤ご魔ま化かしているんだ。

　実を言うと、サクヤに命じられるまでもなく、僕は日記を付けていた。にゃみちゃんとのやり取りや、来らい夏かとの墓はか参まいり。そして風花さんとの出で逢あいと別れのことなど──日々の出来事を自分の日記に記しるしているんだ。

　けれど、その日記はサクヤには見せるわけにはいかない。交換日記には、書けない。

　僕の本当の気持ちを教えるわけにはいかない。

　隠かくれた一面を、知られるわけにはいかないんだ。

　なぜなら、僕は──







　きみと、恋愛なんてしていないんだから。







　可愛かわいらしいノートに、懸命に綴られているサクヤの日記を眺ながめていたら、

　ふいに〝あの人〟の好きだった曲、その最後のフレーズが耳に蘇よみがえった。

♪I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないってこと

♪I love you. Loves, so that want to kill.だって、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる

　その優やさしげな曲きよく調ちようが、なぜか悲しげに響ひびいて、僕の胸を締しめ付ける。

　卒業まで、三〇〇日ほど。その期間を無ぶ事じに過ごすことができれば、〝あの人〟は戻もどってきてくれる。愛する人が、僕を殺してくれる。

　それまで耐たえればいいんだ。

　この胸にわだかまる鈍にぶい痛みを堪こらえて、生きていけばいいんだ──

「ふふ……どうしてでしょう？　ボクがあなたと出逢うときは、いつもあなたは無ぶ様ざまな醜しゆう態たいを晒さらしていますね」

　突とつ然ぜん、少年の声が聞こえた。その声に、聞き覚えがあった。

　発ほつ作さ的てきに拳けん銃じゆうを抜ぬいた。辺りを見回す。

　どこだ？　どこにいる……？

「ボクは下にいます。降りてきてくれませんか？」

　躊躇ためらわず給水塔から飛び降りた。膝ひざを曲げて、衝しよう撃げきを殺す。

　銀ぎん髪ぱつに、透すき通るような白い肌はだ。深しん紅くの瞳ひとみ。作り物めいた美少年が、階段室の壁かべに背を付けて悠ゆう然ぜんと立っていた。

「久しぶりですね。ヒソカ」

　華きや奢しやな身体を派は手でな法ほう衣いに包んだこの少年は──アダムと名乗っていた。

　オメガである僕が、最後の人類であるなら、

　アダムであるこの少年が、最初の人類だそうだ。

　それを証しよう明めいするように、彼は僕と同じ不死身の身体を持っている。

　平へい静せいを装よそおいつつ、アダムの眉み間けんに拳銃を突つき付けた。

「……無様な醜態とはひどい言い草ぐさだね」

「自分では無様だとは思っていないんですか？　自らを偽いつわりきれずに苦しむなんて……。ふふ……騙だますなら徹てつ底てい的てきに騙せばいいのです。あの対天使兵器ルシフエリオンも、自らのココロもね。あなたは中ちゆう途と半はん端ぱだ」

　あの対天使兵器ルシフエリオン──というのは、サクヤのことだ。コイツは、サクヤが来たことを知っている。くそっ。ずっと僕を監かん視ししてやがったのか？

「悪いけど、自分のココロは騙した覚えはないね。僕は素す直なおで有名なんだ」

「では、どうして、さきほど苦しそうな顔をしていたのです？」

「…………」

「ヒソカ……あなたは《スペード０》に気を許ゆるしつつあるのではないですか？　そして、彼女に振ふり回されることで、あなたも否いや応おうなく《日常》に取り込まれることになりましたが……その生活を楽しく感じているのではありませんか？」

　いたぶるような視線で、アダムは僕を見つめた。

「あなたは、《幸せ》なのではありませんか？」

　僕は黙だまったまま、睨にらみ返した。

「返事がありませんね？　饒じよう舌ぜつだけが取り柄えなのに」

　小さく嗤わらって、少年は人差し指の先で自分の唇くちびるをなぞる。ああ、そう言えば、そんな女っぽいクセがあったっけね。

「無理もありません。あなたは、ずっと一人で重おも荷にを背負い続けて来たのですから」

「ご忠告には感謝する」

　撃げき鉄てつを起こし、銃口を少年の眉間に押おしつけた。

「できれば、このままお帰り願いたいんだけどな」

　拳銃を突き付けられてるにもかかわらず、少年は唇の端はしを曲げるようにして嗤った。

「そんなに焦あせらなくてもいいですよ。ボクは、あなたの大切な《学校》を破は壊かいしに来たのではありません」

　ドン！　ドン！　ドン！　ドン！

　両りよう肩かたと両りよう脚あしを連続で撃うち抜いてやった。少年が倒たおれたところへ、馬乗りになる。

　こめかみに、銃口を押しつけて、

「……だったら、なにしに来た？」

　少年の銃じゆう創そうから金色の光が噴ふき出す。体内から鉛なまり弾だまが吐はき出され、傷口が閉じていく。

「警けい告こくですよ、ヒソカ……。ボクは言ったはずです。あくまであなたが《神の計画アポカリプス》に逆さからうというのなら、今度は《敵》になる、と」

　油ゆ断だんしたつもりは、なかった。

　しかし、反応が遅おくれた。

　アダムの手が素す早ばやく動き、僕の胸にナイフを突き立てていたんだ。

　いつの間に……？

　そう思った瞬しゆん間かんに、僕の身体は、はね除のけられていた。

　少年はナイフを引き抜き、細い腕うでからは想像もつかない膂りよ力りよくで突き立ててくる。

　避さけられなかった。

　なぜだかわからないけれど、身体からだが動かなかったんだ。まるで、見えない糸で縛しばられているように手足が硬こう直ちよくしている。

　アダムはナイフの柄つかを握にぎりしめ、僕の胸にナイフを突き込んだ。

　そのまま一気に背中まで貫かん通つうした刃やいばは、階段室の壁に突き刺ささった。標ひよう本ほん箱ばこの中の虫みたいに、僕は縫ぬい止められてしまう。

「へえ、意外だね……。体育はいつも見学ですって顔してるのに……」

　少年は法衣についた十じゆう字じ架かを手にした。シャランという涼すずやかな音と共に、十字架がナイフに変わる。

　笑いながら、僕は肩を竦すくめてみせた。

「おいおい、まさかもう一本刺すつもりじゃないだろうね。《黒ヒゲ危き機き一いつ髪ぱつ》じゃないんだからさ」

　表情一つ変えずに、ナイフを僕の腹部に刺した。しかも、刃で内ない臓ぞうをかき回すように、ナイフで抉えぐりやがった。

「う……ぁっ……」

　あまりの痛みに、呻うめいてしまう。

「これも伝えたはずですよ。ボクはそういう軽口が嫌きらいです。あなたは人の話を覚えていないんですか？」

「悪いね。男の言葉は真ま面じ目めに聞く気がしないんだ」

「それでは、これからはしっかり聞いてください」

　アダムは腹部に刺さっているナイフを動かした。激げき痛つうが走ったけれど、今度は呻き声を堪こらえる。サド野や郎ろうを喜ばせるだけだと思ったからさ。

　僕を真まっ直すぐに見つめて《最初の人類》は宣せん言げんした。

「ボクは、あなたの敵になります」

　赤みがかった瞳ひとみが、妖あやしく光る。

「サクヤ……と名乗っていましたか。あなたの大事な手て駒ごまを排はい除じよさせてもらいますよ」

「なに……っ？」

「有あり体ていに言うと、彼女が邪じや魔まなんですよ。オメガであるあなたには、静かに人類最さい期ごの瞬間を迎むかえて頂いただきたいのです。間ま違ちがっても……恋こいに落ちてもらうわけにはいきません」

　僕の胸むな元もとから癒いやしの力を持つ光が溢あふれ、傷口が癒いえていく。刃を動かして、アダムは傷を広げやがった。痛みが増すように、重要な臓ぞう器きを傷つける。

　激痛を堪えながら、僕は笑ってみせた。

「恋になんて、落ちないさ」

「わかりませんよ？　人間のココロは脆もろいですから」

　アダムも小さく嗤って、二本のナイフを引き抜いた。

　支えを失って、僕は膝ひざをついてしまう。

「さあ、警告はしました。あとは、あなた自身が決めてください」

「……どうしろって言うんだよ？」

「出で逢あってすぐの頃ころと違い、あの対天使兵器ルシフエリオンは少しずつあなたと打ち解とけつつあるようです。ならば、不ふ意いを突つくことぐらい容よう易いでしょう？」

「僕の手で……殺せっていうのか？」

　少年は僕の問いには答えずに、踵きびすを返した。

「賢けん明めいな判断を期待していますよ」

　屋上のフェンスへと歩いていく。

　金かな網あみにぶつかる寸前で、陽よう光こうに溶とけるように少年の姿はかき消えた。

　一人屋上に残された僕は、ゆっくりと立ち上がった。傷は完全に癒え、制服に飛び散った血けつ痕こんさえも綺き麗れいに消え去っている。

「敵になる、か……」

　思わず笑ってしまった。

「くく……くくくく……バカだね……」

　彼が、どんな存在なのかわからない。

　どのような組織に属ぞくし、どんな力を持ち──なにを目的としているのか。

　なに一つ、わからない。

　わかっているのは、彼が僕と同じ不死身の身体を持っているということだけだ。

　だけど──ヤツがどんな怪かい物ぶつだろうが、関係がない。

　サクヤは、ようやく手に入れた《力》なんだ。

　どんな脅おどしをかけられようと、この僕がサクヤを手放すわけないだろう？

「賢明な判断なんてものができるなら、僕はとっくにサクヤを解放しているよ」

　どんなことをしてでも、〝あの人〟と再び出逢ってみせる。

　それだけが、僕の命めい題だい。僕の希望。僕の運命。僕の悲ひ願がん。

　懸けん命めいに恋れん愛あいをしようとしている少女を騙だましてでも叶かなえたい、絶対の目的なんだ──

　脅しになど、屈くつしたりはしない。

「かかって来いよ。返り討うちにしてやる」

　そんな僕のココロに反はん証しようするように、

　脳のう裏りでアダムの言葉がリフレインした。

『あなたは、《幸せ》なのではありませんか？』

　不ふ愉ゆ快かいなセリフをかき消すように、僕は呟つぶやく。







「今さら揺ゆらいだり、するものか」





【卒業まで　残り３０３日】









　　　あとがき







　お久しぶりです。もしくは、初めまして。風かざ見み周めぐるです。

「周」と書いて「めぐる」と読みます読ませます。覚えておいて頂いただけると嬉うれしいです。




　さてさて。

　あなたが手にしてくださっている、この本は『殺×愛─きるらぶ─』という作品の三巻目でございます。『殺×愛２』と、さも第二巻であるかのような数字がついてますが、第三巻なのです。

　第三巻──嗚呼ああ、なんて甘かん美びな響ひびきなのでしょう。私のデビューシリーズはオトナの事情のために二巻目で止まってしまいましたので、三巻目を出すのはこれが初めてなのです。あーもう、とても嬉しい！　みなさんのおかげです！　感かん謝しやしております！　らぶー！




『殺×愛１』では、「作品とあとがきにギャップがありすぎる！」との指し摘てきを頂いてしまいました。申もうし訳わけありません。

　今回は真ま面じ目めなことを書こうと思います。

　殺×愛執しつ筆ぴつに際さいして、如何いかに風見が苦しんでいるか、という話です。

　この物語はラブストーリーです。しかし、自じ慢まんじゃありませんが、風見は恋愛経験というヤツが乏とぼしいのですっ！（本当に自慢になりません）

　女の子にモテるかモテないかで言ったら、私ははものすご[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]くモテないのです！　こんなのはラブストーリーの作者としてあるまじき事じ態たいと言えましょう！

風見「そこで、ですよ！　超ちよう絶ぜつ敏びん腕わん眼鏡めがねッ娘こ編集者Ｋさん！」

Ｋさん「お断ことわりですっ☆」

風見「ぎゃふん！　まだなんにも言ってないのにっ！」

Ｋさん「どうせ『経けい験けんにまさる資し料りようはありませんっ！　だから僕ぼくとラブりましょう！』なぁんてキモイことを言うつもりですよねっ☆　そんなのお断りですっ☆」

風見「わっ！　なんでわかったんですか！　ははーん、さてはエスパーだな！」

Ｋさん「風見さんが、わかりやすすぎるんですっ☆　死んでしまえっ☆」

風見「Ｋさん……。僕だって、本当はこんなこと頼たのみたくないんです……。でも、素す晴ばらしい作品を作るためなんですよっ！」

Ｋさん「殺×愛のため……☆」

風見「そうですとも！　全ては殺×愛のためなのですっ！　読者さんを喜よろこばせるためなのですよっ！　編集者として協力するってのがスジってものでしょう！」

Ｋさん「……う[image: ][image: ]☆　わかりましたっ☆」

風見「わかってくださいましたかっ！　さすがは超絶敏腕編集者ですね！　未来は編集長になっちゃうに違ちがいないですよっ！　よっ、編集長！」

Ｋさん「それじゃ、私のおさえきれない気持ちを書いて送りますからっ☆」

風見「ラブレターをくれるんですかっ!?」

Ｋさん「訴そ状じようですっ☆」

風見「……ひょっとして、風見を相あい手て取どっちゃう？」

Ｋさん「じゃ、裁さい判ばん所しよでお会いしましょうっ☆」

風見「ちょ、待ってっ！　Ｋさん！　Ｋさ[image: ][image: ][image: ]ん!?」

　とまあ、そんな血の滲にじむような苦く労ろうと努ど力りよくを重ねつつ、殺×愛は執筆されているのであります。ウソですけどね。




　くだらないことを書いているうちに、紙し幅ふくが埋うまりました。（真面目なこと書くんじゃなかったのか……）

　最後に恒こう例れいの謝しや辞じを。

　眼鏡ッ娘担当Ｋさん、殺×愛の半分はあなたのお力でできております。ありがとうございます。これからもよろしくお願いします！

　Ｇ・むにょさん、いつも美び麗れいなイラストをありがとうございますっ！　もう少し早く原稿をあげるようにしますのでっ！　のでっ！（土ど下げ座ざしつつ）

　この本の出版に携たずさわった全すべての方かた々がた！　ありがとうございます！

　そして、本作を手にとってくださった、あなた！　ありがとうございます！　これからも可愛がって頂けると嬉しいですっ！




　次は『殺×愛３─きるらぶ　ＴＨＲＥＥ─』でお目にかかることになるかと思います。

　高たか天まが原はらセンパイに振り回された事件や、にゃみちゃんとのラブラブ（？）な日々などを描いた『過去編』などもお見せしたいなあと思っておりますが……それが出せるかどうかは皆様の応援次第な感じです。ぜひとも応援してくださいませ！

　今後とも、よろしくお願いしまっす！
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